















































八十八を三に割る




妹達のためならば天下も獲れる、かもしれない。








友野詳
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　血が黄金の毛皮を染めた。

　象よりも巨大なライオンが、牛ほどもある狼おおかみを噛かみ裂いたのだ。

　勇猛な戦いの咆ほう哮こうと、断だん末まつ魔まの叫びが交錯する。

　どこまでも広がる大平原。その中央に、戦場が出現している。

　大平原に攻め寄せてきた邪悪の軍団に、黄金の毛皮を持ったライオンの群れが抵抗しているのだ。このライオンは〈千せん牙がの王者〉とも称される聖獣、ストームライオンだった。

　一方、攻めてきた側は、野獣の特徴を持った種族が二種、手を組んでいる。

　邪悪な〈闇堕おち〉勢でも強つわ者ものと名高い、〈すべてを喰くらう顎あご〉戦狼族ウオーウルフと〈怪力無双〉牛頭人ミノタウロスの軍だ。

　爪と牙、角と拳、そして剣と斧おのがぶつかりあうその戦場に、たったひとりだけ、人間の姿をした存在が加わっている。

　黄金の髪をなびかせる、少年だと見えた。動物と一緒に暮らしているからか、身にまとっているのは、わずかな毛皮だけ。そして、素す手でである。

　数百体からなる巨大なライオンたちの群れの側そばで、その少年は武器もないまま、しかしみごとに戦っていた。

　彼は、ストームライオンたちの中でも、最も巨大な一頭の背にすっくと立っている。

　一般的な象をはるかに超える大きさのこのストームライオンは、よわい八百年を超える群れの長おさだ。名をバルデスという。少年とバルデスは、孤立していた。仲間たちを、一時退却させるために、敵の注意をひきつけようと囮おとりになったのだ。

　ライオンは激しく動き、敵を噛かみ裂いているが、少年はどこにもつかまらず、振り落とされる気配もない。驚異的なバランス感覚だ。

　仲間を踏み台にした戦狼族ウオーウルフの戦士が、背に飛び乗ってきた。

　姿は直立歩行する狼だが、知恵ある八十八種族のひとつだ。

　ちらりと少年を見たが、気に留めたようすはない。

　戦狼族ウオーウルフの異常に発達した筋肉に比べれば、弱々しく見えたのだろう。

　戦狼族ウオーウルフは少年を無視し、長の後頭部を狙って走った。

　疾風を超える速さだ。

　だが、同時に少年も走った。

　一瞬で回りこんで、正面からその顎あごへ、素す手での拳を叩たたきこむ。牙が飛び散った。鉄てつ槌ついを叩きつけられたかのように、顎が砕けたのだ。もんどりうって、背から転がり落ちる。

　しなやかな体たい躯く。その見かけを、さらに大きく超える身体能力だ。

「ほほう、やるな。おまえ……ただの人間族ヒユーマンではないな。いや、どうでもよいわ」

　続いて現れた別の戦狼族ウオーウルフが、おもしろそうに唸うなった。

「いまのようなまぐれが続くと思うな。我らよりはかなり貧弱だが、美う味まそうな筋肉だ。噛み千切られる、ぶちぶちという音を聞きながら死ね」

　おのれの残ざん虐ぎやくな言葉に酔っているかのような口調だった。

　だが、その戦場酔いとはうらはらに、油断のない動きで、低い姿勢で新たな戦狼族ウオーウルフが少年に迫る。

「まぐれじゃない」

　少年は、不機嫌そうな顔で言った。

　言った時にはもう、戦狼族ウオーウルフの背中に回っていた。

「まさか！　我が目に見えぬ速さだと!?」

「速いんじゃなくて、位置取りの問題なんだよな。死角ってやつ」

　少年は一瞬のスキを突いて、背後にまわり、しなやかな腕を戦狼族ウオーウルフの首に巻きつけた。そのままぐいぐいと締め上げる。戦狼族ウオーウルフはもがいて鋭い爪をふるったが、少年に浅い傷をつけることしかできなかった。意識を失って地面へ落とされる。

「大丈夫か、〈黄金の髪ゴールド〉よ」

　バルデスが呼びかけた。知恵ある八十八種族以外に言葉を話せるのは、創造の兄神から祝福された、聖なる獣のみだ。

「もちろんだぜ、長おさ」

　少年は、ほんの少し息を乱していたが、すぐに整えた。

　彼も、ストームライオンの長も、いくらか手傷を負っている。その身を、おのれの血よりもさらに多く、敵の返り血で染めていた。

　だが、黄金の毛皮を持つ巨大ライオンは、たとえ血に染まっていても美しかった。

　そして〈黄金の髪ゴールド〉と呼ばれた少年もまた、美しいと言っていい容よう貌ぼうだ。黄金色の髪は、ライオンの毛皮に、いや、たてがみにも負けていない。年齢は十代後半か。しかし、わずかな毛皮だけをまとった肉体は、理想的な優美さをそなえている。

「無理するな、しばらく我が背で休んでいろ。次の敵が来るまでな」

　ストームライオンの長はそう言ってくれたが、少年にそのつもりはなかった。

　こんなところでくじけていられない。

　聖獣の身体を持たない自分が、群れのストームライオンをさしおいて長と一緒に戦っているのに、みっともないところは見せられない。

　彼らの周辺には、数十の戦狼族ウオーウルフの身体が転がっている。息絶えている者も多い。ひとりと一匹だけで、斃たおしてのけたのだ。

　けれど、まだ戦いは終わっていなかった。

　いや、終わりにはほど遠かった。まだまだ敵が来る。

　草原の土を鋭い爪でえぐり、ちぎれた草を舞わせながら、戦狼族ウオーウルフたちが駆けてくる。百体ほどはいるだろうか。

「長、雑ざ魚こを蹴散らしてもしょうがない。敵の親玉がどこにいるか、わかんないか」

　息を整えた少年が、そんなことを言い出した。

「……なるほど。このままでは、じりじりと疲れ、いずれは負ける。余力のあるうちに、一気に決着をというなら、敵の首しゆ魁かいを直接叩たたく、か」

　ストームライオンの長は、面白そうにうなずいた。

　彼は顔を大きくあげ、大気に満ちた敵の匂いを探った。

「ふうむ……。よし、ここまで取っておいた切り札を使う。飛ぶぞ。敵の長のところへ」

　ストームライオンの長が走りだした。そして大きく跳躍した。ただのジャンプではない。ちょっとした丘くらいは飛び越せそうな高さで、しかも頂点に達しても落ちてこなかった。そのまま、空中を走りだしたのだ。

　彼の脚は、風をつかまえ、足場にして走っている。

　彼らの下で、無数の戦狼族ウオーウルフたちが吠ほえた。

「草原の覇者、〈千せん牙がの王者〉たるストームライオンよ、我らの挑戦から逃げるのか！」

「逃げてるわけじゃねえよ。追いつく程度のこともできずに、長と戦えるかよ！」

　少年が言い返すのを聞いて長は、ふんと鼻を鳴らした。

「挑発返しなどいらぬぞ、〈黄金の髪ゴールド〉よ。このディアラント大平原を〈闇堕おち〉勢に渡すわけにはいかぬ。おまえも群れの一員だ。使命につきあってもらうぞ」

「へへっ、姿かたちが違っても認めてもらえて嬉うれしいぜ。なんでも手伝うぜ、長おさ！」

　大平原の営みを守ること、それが聖獣ストームライオンの使命だ。少年は、自分が誰なのかを知らない、拾われた子だ。けれど、大平原の敵に挑む気持ちは、同じだった。

　赤ん坊だった少年が、大平原のど真ん中ですやすやと眠っているのを、バルデスが見つけてくれた。いまから十五年余り前のことだ。

『見つけた時、はじめは人間族ヒユーマンの里の近くへ連れて行こうと思った』と、バルデスは言っていた。姿かたちからして、その種族だと思ったからだ。

　ところが、見つけた赤ん坊を鼻でつついて起こしてみた時のことだ。

　怯おびえて泣くだろうと思っていた。

　ところが、目を開けた赤ん坊は、けらけらと楽しそうに笑ったかと思うと、バルデスの鼻先から頭によじ登ったのだという。

　少年はそれをぼんやりと覚えている。

　本当なら〈千せん牙がの王者〉たるストームライオンにそんな態度をとるなど、噛かみ殺されても仕方ないところだ。

　だが、バルデスはその時に、天てん啓けいを感じたのだと、少年に話してくれた。

『おまえは面白い、とそう思ったのだよ』

　この赤ん坊と出会ったのは、創造神の導きだと、バルデスは信じた、という。

　だからそのまま育てることにした。

　拾われた時、もう乳ち飲のみ子ごではなく、ストームライオンたちが狩った獲物の肉を与えると、立派に噛み千切った。赤ん坊の時から、牙のように立派な歯をしていたのだ。

　もちろん、ストームライオンが、他の種族の子を育てるなど、かつてあった試しがない。試したところで、そもそも育つはずがないと思われていた。

　だが、少年は、みごとに育った。生まれはわからないが、育ちはストームライオンだ。群れのひとりだと感じている。だから、大平原を守る戦いくさに出た。

　とはいえ、長としては、この子にはどこかに逃げて欲しかった。

「もう少したてば、本当の親を探しに行かせようと思っていたのだがな……」

「どうでもいいって、そんなの」

　赤ん坊の時にくるまれていた布には、女神リルアリアの紋章が刺し繍しゆうされていた。

「リルアリアは、唯一この地上に残った女神だ。その教団があると聞いている。教えを広めるというより、人々の心を癒いやすため活動しているとか。そのもとへ行けば何かわかったかもしれないが……」

「いまから勝つんだから、それから考えろって。終わりみたいなことを言うなよ、長。やっぱり、年をとりすぎたんじゃないか。そろそろ長おさの座を俺にゆずってもいいんだぜ」

　少年が、ストームライオンの長の背をぽんと叩たたいた。

「まだまだだな。もっと経験を重ね修行を積んでからでなければゆずれんよ」

　それはつまり、いずれそうなる可能性は認めている、という意味にもなるのだが。

「この戦争が、その経験と修行ってやつだよ、長。ただ、恥ずかしいけど、俺はいまだに、なんで世界中でこんな戦いが起こってんのか、よくわかってないんだ」

「……そういうことは、もっと早く言え、〈黄金の髪ゴールド〉。やはり座をゆずるにはまだまだだな」

　ストームライオンの長は、そっとため息をついた。

　宙を駆けつつ、バルデスは語りはじめた。

「この星球儀世界ステラグラムを創りあげたのが、偉大なる兄神さまであることは教えたな」

「うん。大陸とか空とか海とか、全部、創造した神さまだろ。ストームライオンも、その神さまが生んでくれたんだよな、大地の動物たちの営みを見守るために。偉い神様だ」

　少年は素朴な信仰の表情でうなずいた。

「そうだ。だが、その兄神さまが創造したこの世界を奪うため、星々の彼方かなたからやってきたものがある。それを〈暗雲〉という。夜空の一角にある、真の暗闇だ。いったい何なのか正体はわからんが、それに穢けがされたものは欲望のままにすべてを貪むさぼり、破壊を喜びとするようになる」

「なんて奴やつだ。みんなを悪党にしちまうのか！」

　少年の価値観はシンプルだ。

「そうだ。悪い。〈暗雲〉は、世界を奪うために、知恵ある八十八種族を堕落させる。魂を穢して、邪悪の手先にしてしまうのだ」

「それが〈闇堕おち〉勢ってことか」

「一度〈闇堕ち〉した者たちは、他の種族をもさらに穢して、奴隷や配下にしようとする。あいつら戦狼族ウオーウルフは、牛頭人ミノタウロスやら妖鬼族ゴブリンやらを支配した。さらに他の種族を攻めるのに、このディアラント大平原を通りたいのだ。だが、創造の兄神に命を授かった、我らストームライオンは、そのような暴挙を見過ごすことはできない」

「そうだな！　この大平原は、俺たちストームライオンの縄張りだ。他の誰にも好き勝手はさせちゃいけない。食べるための狩りのほかは、誰だろうと、他の誰かを苦しめちゃいけない」

　大陸南東部に広がるここディアラント大平原は、人間族ヒユーマンをはじめとする八十八種族の国家の、いずれにも支配されたことがない。

　この地で戦争と呼べる規模の戦いが起きたのも、これが初めてだ。

　敵は〈闇堕ち〉勢でも最強の一角を占める、〈すべてを喰くらう顎あご〉戦狼族ウオーウルフと〈怪力無双〉牛頭人ミノタウロスの軍だ。

　戦狼族ウオーウルフが四千、牛頭人ミノタウロスが二千。そのほかの雑ぞう兵ひようをくわえて七千。

　ストームライオンたちは、すべてを集めても百に満たない。

　けれども彼ら〈千せん牙がの王者〉が、この広い大平原に散らばって、敵を分断し、奇襲などで翻ほん弄ろうしていれば、あるいは戦況は違ったかもしれない。

　だが、誇り高いストームライオンたちは、ひと時の戦術としても、逃亡をよしとしなかった。自分たちの力を信じて、正面から敵にぶつかったのだ。少年だってそうだ。ストームライオンが、こざかしい戦術を使う必要なんてないと思っていた。

　ディアラント大平原の中央で、両者はぶつかりあった。

　もちろん、ストームライオンは強かった。まだ生まれて百年に満たない幼児だとて、サイの突進を受け止め、鋼はがねの塊をも噛かみ砕くのが彼ら〈千牙の王者〉だ。

　大木を噛み裂く戦狼族ウオーウルフの牙も聖獣の毛皮は貫けず、岩をも砕く牛頭人ミノタウロスの大斧おのも疾風の速度でかわされる。

　大平原の隅々まで轟とどろくストームライオンの咆ほう哮こうは、闇に堕おちて、血の餓うえと破壊の欲望に踊らされる戦士たちですら、その足をすくませるほどのものだった。

　先せん鋒ぽうとなっていた戦狼族ウオーウルフの千が、大平原に死し骸がいとなって転がった。全体の七分の一、戦狼族ウオーウルフの軍の四分の一が失われたのである。通常なら退却するはずの損害だ。

　だが、そうはしなかった。もともと彼ら戦狼族ウオーウルフは負けを認めない性格だ。〈暗雲〉に穢けがされて〈闇堕ち〉し、その軍勢の一員となってからは、まったく後先を考えなくなった。配下の牛頭人ミノタウロスに後ご詰づめを命じ、自分たちはさらに攻撃を続けた。

　さらに千人の戦狼族ウオーウルフが、ストームライオンの牙と爪に敗れ去った。けれどなお、戦狼族ウオーウルフは、一切ひるまなかった。情愛を失い、破壊衝動のとりことなっているからだ。

　彼らの牙は、ストームライオンの毛皮を貫けない。だが、いくらか引きむしることなら可能だった。十数回むしれば、素肌が見える。素肌とて強きよう靭じんだが、それをまた十数回繰り返せば、肉に届く。肉に届けば、ついには骨まで。

　戦狼族ウオーウルフが、さらに千の屍しかばねをさらすころには、ストームライオンも半数が失われていた。残る半数も、傷だらけになっていたのだ。

　そこへ、さらに千の戦狼族ウオーウルフが押し寄せた。彼らの種族でも最強の、いうなれば将軍格の三人が先頭に立ち、ついにストームライオンは押し切られた。

　さしものストームライオンも、守りに入るしかなかった。円陣を組んで、深く傷ついたものを内側にして、傷の浅い者たちが戦狼族ウオーウルフの攻撃を防ぐ。

　その円陣を作らせるために、長おさと少年は囮おとりになった。八百年を生き抜いたストームライオン最強の一頭と、彼が育てた黄金の髪の少年だ。長であるバルデスだけでも、群れの他のものたちをすべてあわせたに等しい強さである。五百の戦狼族ウオーウルフと、同数の牛頭人ミノタウロスたちが、バルデスたちを追った。

　そいつらをふりほどき、いまは敵の将を探して、空中を駆けているわけだ。

「戦狼族ウオーウルフや牛頭人ミノタウロスが悪いやつになった、ていうのはわかってたけど、どういうわけで、どんなふうに悪くなったか、誰も説明してくれなかったからさ」

「我らが忙しそうだから、質問を遠慮したのか？　〈黄金の髪ゴールド〉にしては珍しいな」

　ストームライオンの長おさが、小さく笑った。この少年が頭が悪いわけでも好奇心がないわけでもないのは、よく知っている。

「空の向こうにいる〈暗雲〉ってやつが、そもそも悪いってことだな。そいつを直接倒しに行きたいとこだけど」

「まだ無理だ。まずは、この場で、こやつらを率いてる親玉だ。風が、こちらから闇の穢けがれの匂いがすると教えてくれているが……」

　具体的な位置まで、はっきりわかったわけではない。

「早く見つけないと、群れのみんなもヤバいしな」

「私の飛行も、そうそういつまでもは続けられぬ」

　ストームライオンの飛行は、その身にたくわえた嵐の魔力を消費してのものだ。高く飛ぶほど、時間は限られる。自在に飛行を続けられるなら、切り札とは言わない。

　少年は、どこまでも広がる大平原に目を走らせた。大平原にも、起伏がまったくないわけではない。多少は丘もある。

「長、あれをっ！」

　少年は、左手側を指さして叫んだ。

　そちらにある丘に、牛頭人ミノタウロスが集まっていた。たくましい人間の身体に、牛そっくりの頭部を持つ種族だ。〈闇堕おち〉したいま、その角は槍やりのように鋭く、目は赤くギラギラと光り、口からはよだれをしたたらせている。

　その鋭い角を使った突撃も恐ろしいが、多くのストームライオンの仲間が傷つけられたのは、牛頭人ミノタウロスが使う両手斧おのと投なげ槍やりだ。

　その牛頭人ミノタウロスたちが、びっしりと丘に集まっている。

　丘のいただきに、玉ぎよく座ざに腰かけた人影があった。

　女性だ。ただし、見た目は牛頭人ミノタウロスではない。

　頭部は、人間族ヒユーマンのものだし、ふつうの牛頭人ミノタウロスとしては華きや奢しやだ。人間族ヒユーマンだとすれば、かなり豊満だけれど。

「……まだ、子どもなんじゃないか？」

　少年の目は、とびきりに鋭い。近づく彼女の顔立ちが、よく見ればまだあどけないのがわかった。美しい少女だ。というより、可愛かわいらしい。

　ただ、頭の左右から天高くのびた角が、ふつりあいに醜かった。牛頭人ミノタウロスのそれと比べても奇怪な形だ。彼女の身長ほども長く、ねじれている。

「あれは……。うむ、間違いない。牛頭人ミノタウロスの姫巫み女こだ。大平原に攻め寄せた〈闇堕おち〉勢全ての親玉ではなかろうが、種族の親玉だ。倒せば状況は変えられるだろう」

　ストームライオンの長おさは、そちらに向かって進路を変えた。

　丘に布陣していた牛頭人ミノタウロスたちが、長に気づいた。

　口々に咆ほう哮こうをあげる。逃げようとはしない。迎え撃つつもりだ。

　玉ぎよく座ざにいる美少女──牛頭人ミノタウロスの姫巫女も逃げない。

　姫巫女も少年の方を見た。

　表情がこわばっている。〈闇堕ち〉して邪悪に染まっている印象はなかった。

「なんだか、怖がってるみたいだ」

　少年の声が聞こえたわけでもないだろうが、牛頭人ミノタウロスたちがときの声をあげた。

　左右の牛頭人ミノタウロスたちを見て、姫巫女は狼ろう狽ばいした表情になった。

　何か言っている。表情は見えるが、牛頭人ミノタウロスたちの怒号で、少年の鋭い耳も、姫巫み女この言葉を捉えられない。だが、くちびるの動きから考えると……。

「逃げてって言ってるみたいだ、あいつ。仲間を……心配してる？」

　邪悪化した〈闇堕ち〉勢には、そんな心はないはずだ。

「いや、顔つきが変わったぞ」

　バルデスは、突撃の速度をゆるめないまま言った。

　突然、姫巫女の雰囲気が変わった。少年と長を指さし、高笑いを発しているようだ。

　殺意に満ちた顔つきになっている。

　牛頭人ミノタウロスたちが、一斉に槍やりを投げてきた。

　まだ遠い。届きはしない。だが、濃密な槍の雨を突っ切るのは難しい。

　バルデスは、ひとまず空中に停止して、ようすをうかがった。

「あいつ、さっきは優しそうだったのに」

　少年がつぶやき、バルデスは、痛々しい想おもいをにじませて答えた。

「まだ〈暗雲〉の支配が完全ではないのかもしれん。だが、姫巫女を元に戻してやることは、我らには無理だ。牛頭人ミノタウロスたちを解放するためには、空の〈暗雲〉から彼女を通じて種族に注がれる闇を断ち切るしかない。つまり、彼女を殺す」

　神話によれば、まずはじめ、世界に九十の神々がいた。

　いちばん年上の兄神によって、大地と空と海が創られ、植物と動物がはなたれた。

　残る八十九柱の女神は妹たちだ。

　そのうち最年長のリルアリアをのぞく八十八柱の女神たちは、兄を喜ばせようと、知恵ある八十八の種族を生み出した。その女神たちは、星座となって大地を去ったが、いまも自分たちが創造した種族を見守っている。彼女たちから、種族が栄えるための神の力が送られてきて、それが〈加護〉という、各種族ごとの魔法や特別な能力としてあらわれる。

　だが、送られてくる女神の力が〈暗雲〉によって穢けがされると、種族すべてが邪悪な性質になる〈闇堕おち〉が生じる。

　語り伝えられるこの大陸の歴史は三千年。その歴史上で百年ごとに、〈闇堕ち〉は起こってきた。今回のそれが起こったのは、いまから半年前のことになる。

　今回の〈闇堕ち〉は、従来と大きく異なる点がひとつあった。

　これまでの〈闇堕ち〉では、一つかせいぜい二、三の種族が〈暗雲〉に呑のまれただけだった。

　けれど今回は、次々に多くの種族が〈闇堕ち〉したのだ。

「種族を丸ごと〈闇堕ち〉させるためには、姫巫み女こに〈暗雲〉の闇をそそぐ儀式を行うのだそうだ。だからこそ、堕ちてしまった姫巫女を殺せば、穢された力の流れが絶えて、種族は解放される。だから姫巫女を狙う。本来なら領土の奥深くに隠しておきたいだろうが〈闇堕ち〉した種族が、無差別な殺しと略奪に暴走しないためには、戦場に自分たちの姫巫女が不可欠なのだ」

「つまり……あの子を狩らなきゃいけないのか」

　少年は、自分の中にわいてきた『それはいやだ』という気持ちに戸惑っていた。

　もちろん、ストームライオンの狩りには毎日加わっている。生き物の肉を食べて暮らしているのだ。命を奪うことの意味はよく知っている。

　だが、自分とほぼ同じ姿かたちをした種族の、しかも女性を殺したことはなかった。

　そもそも、他の人間に出会ったことが少ないのだが。

「殺すのに哀れだが、いまはやむをえない」

　ストームライオンの長おさは、きっぱりと言った。

「わかってる。それはわかってるんだけど……優しさを残しているかもしれないと思ったからかな。胸の奥がざわつく。敵なのに、守ってやりたくなる」

「いまが真昼でなければ、夜空におわす星の女神がたに尋ねることもできただろうが」

　少年の言葉を、単なる感傷だと片付けることを、長はしなかった。

　少し気になることがあったからだ。少年が、なんらかの謎を秘めていると、バルデスたちも気づいている。

　そもそも、ただの人が、ストームライオンと一緒に暮らしてゆけるわけもない。

　八十八柱の妹女神たちは、いまは地上を去り天空の星座となって世界を見守っていると神話は言う。幼い少年は、その夜空を見上げて、まるで会話しているようなそぶりを見せることがあった。

　本人は覚えておらず、この数年は、それもなくなっていた。だが、いま姫巫女、という存在に出会って、何かを感じると言い始めた。姫巫女たちは、星の女神たちが地上にくだした分身だ。何かの意味があるのかもしれない。長は決断した。

「よかろう。では、おまえがあの姫巫み女こと対面するのだ。会話して、そしてどうするかを決めるがいい。わたしも覚悟を決めようではないか」

「え、でも……」

　少年の返事を待たず、長おさはふたたび動きはじめた。

　そのまま、牛頭人ミノタウロスの陣に突っこんでゆく。

　無数の投なげ槍やりが、彼らを迎え撃った。

　今度は大きくはかわさない。最小限の回避だけだ。当たっても毛皮ではじきかえせるものはよけない。少年は、自分に刺さりそうなものだけ、叩たたき落とした。

　牛頭人ミノタウロスたちが、ほとんどの槍を投げてしまったのか、攻撃がとだえた。

「よし、いけるぞ」

　バルデスが加速する。だが、槍がまばらになったのは、牛頭人ミノタウロスを率いる将のさそいだった。

　合図ひとつで、牛頭人ミノタウロスたちが左右に分かれた。

　すさまじく巨大な弩いしゆみが姿をあらわした。巨木をそのまま矢にして飛ばすようなしろものだ。矢というよりは、槍。槍というよりは、巨大な杭くいだ。どうにか、一発目はかわした。かわしたところへ、即座に二発目が来た。

　今度は、よけきれなかった。ストームライオンの長に、巨大な杭が深く突き刺さる。

　即死する急所ではなかったが、長は、そのまま大地へと落ちた。

　少年は長の体にしがみついて、その衝撃になんとか耐えた。けれど、バルデス自身は、地面に落ちて、そのまま動けなくなっている。

「長っ、長っ！」

　少年は、必死で呼びかけた。

　だが返事はない。まだ命の糸はつながっているが、それももうすぐ切れてしまうだろう。

　牛頭人ミノタウロスたちが斧おのをかざして近づいてくる。どっどっどと地面を揺らして、迫ってくる。

「来るなら来い。いや、こっちからいってやる」

　少年はバルデスの身体からすべりおりた。

　数百歩先の丘のいただきに、牛頭人ミノタウロスの姫巫女であろう少女がいる。まだそこにいる。そこまでたどりつけばいい。さっき抱いた苦い思いはまだわだかまっている。殺したくはないが、しなければならない。

　そもそも迫りくる数百の牛頭人ミノタウロスを突破しなければいけないのだ。

　少年が、ふきあげてくる諦めの気持ちをねじ伏せようとした、その時だ。

　風が吹いた。

　一陣の風が吹いた。強く吹いた。竜巻になった。敵の牛頭人ミノタウロスの一団が巻きこまれて吹き飛ばされる。

「なんだ？」

　大平原に竜巻は起こる。少年も何度か見ている。だが、こんな場所でこんなに都合よく起こるはずがない。

　と思った次の瞬間、今度は大きな炎の柱が吹きあがった。

「……魔法の攻撃か！」

　ストームライオンの長おさから教えてもらったことがある。大平原の外にいる八十八の種族の中には、風を自由にあやつったり、炎を呼んだりといった、さまざまな異能を使う者がいる、と。星の女神からは、種族ごとにさまざまな〈加護〉が下される。その中には、少年の想像もつかないようなものもあるのだと。

　もしかして、まだ〈闇堕おち〉していない、そういった種族が援軍に来てくれたのか？

　少年が呆ぼう然ぜんとしているうちに、風と火に痛めつけられ、突進の止まっていた牛頭人ミノタウロス軍の一角から叫び声があがった。

　草原の一角から、突然にあらわれた一団が斬りこんできたのだ。種族も武装もさまざまで、衣裳は戦場に似合わない華やかなものだ。どうやってそれまで隠れていられたのか、さっぱりわからないが、本当に一瞬で牛頭人ミノタウロスたちの集団のそばに出現した。

　ほんの十人たらずだが、強い。先頭の一人は体格では牛頭人ミノタウロスに及ばないけれど、刀をたくみに操ってどんどん敵を斬り伏せている。他の者は剣や槍やりや槌、少年が見たこともない武器を使っているのもいた。

　何者かはわからない。だが〈闇堕ち〉勢の敵であるのは間違いない。

　敵の敵なら、味方になってくれるかもしれない。

　いや、味方になってもらおう。

「長、助けだ。助けが来てくれたぞ」

　少年はストームライオンの長を揺り動かした。しかし、その身体からは、どんどん生命が流れ出ている。目を開けてくれない。

　手当てが必要だ。

　少年は、まだ荒れ狂う竜巻に目を向けた。さっきの爆発で生じた炎も巻きこんで、周辺に死と破壊をふりまいている。

　魔法は、恐ろしい破壊の力にもなるが、創造と癒いやしも可能だと、以前にバルデスから聞いたことがあった。

　あれほど強力な魔法を使う誰かなら、倒れたバルデスの命をつなぎとめることもできるのではないか？

「おい、あんたら！　頼むから、長の命を助けてくれ。俺にできることなら何でもする」

　少年は叫んだ。さすがはストームライオンに育てられた子だ。その咆ほう哮こうは、戦場のすみずみにまで届いた。だが、戦う双方に、彼の声に応える余裕があるとは見えない。

「なあ、おい！　誰か聞いてくれないか！」

　もう一度、少年は叫んだ。

　すると。

「そんな、泣き叫ぶ子供みたいやなくて、もっとライオンらしいほうがよろしいわ」

　小さな囁ささやき声。

　優しい女性の声だ。混乱していた少年は、奇妙だと気づくことなく、素直に従った。大きく息を吸い、長おさの口調を思い出して、その咆ほう哮こうを真ま似ねた。

「聞くのだ、みな！　我が長の命を救え！　代わりに、俺の何であろうとくれてやる!!」

「承知しました」

　冷静な声が、耳元で響いた。女性の声だ。少年の背後にいる。

「……あんた、誰だ？」

　少年はふりかえった。長の巨体が落とす影の中で、女性が片膝ひざをついている。まるで、その影から抜け出てきたような姿だった。陽光がさんさんと降り注ぐ草原なのに、彼女のまわりだけは夜が広がっている。

「法王聖下、お初にお目にかかります」

　メリハリのある身体に、ぴったりした革鎧よろいをまとっている。露出が多めの肌は褐色で、耳は尖とがっていた。昏森人ダークエルフという種族だが、少年には知る由よしもない。銀の髪を、動きやすいよう後ろで束ねている。

「あなたにこれからお仕えします。名はメリアディスと申します」

　彼女が白い歯を見せて笑った。

　目を三日月の形に細める。その瞳の奥が、少年を値踏みしているようだった。

　昏森人ダークエルフは静かな声で、そして独自の抑揚をそなえた共通語で言った。

「ずいぶん探しましたわ。うちらの法王さま。女神リルアリアの新たな御み遣つかい」

「はあ？　あんた、何を言ってるんだ。法王さまってなんだよ、俺は……」

　少年は言葉に詰まった。これまで、よそ者に自分が何かを説明したことはない。

　昏森人ダークエルフの女性──メリアディスが態度をあらためた。

「失礼しました。まだ、その称号で呼ぶのは早はようございましたね。けど、わたしらは、その身分を継いでいただくために、ここに参上したんです」

「法王とか御遣いってのが何かはわかんないけど……」

　リルアリアは、少年がくるまれていた布に、紋章が刺し繍しゆうされていた女神だ。ストームライオンたちが尊敬の気持ちをこめて、その名を口にするのを聞いたことがある。創造の兄神の、いちばん上の妹神で、種族を創造せず、大地すべてを守る女神だ。

「……長の命を助けてくれるなら……いや、ストームライオンのみんなも助けてくれるなら、なんだってやってやるよ」

　少年の言葉に、昏森人ダークエルフのメリアディスは、笑みを張り付けたままうなずき、こう言った。

「長おささんの命はこちらでお引き受けします。けど、他のストームライオンさんの命は法王さまご自身でなんとかしていただかんとなりません。いいえ、ストームライオンだけではなくて、この大地そのもの、八十八種族すべてを救っていただきます」

　しばらく、少年は沈黙した。戦いの喧けん騒そうも、ひととき彼の耳には届いていなかった。

　あまりにスケールが大きすぎて、理解が追いつかない。

　少年は素直にそれを口にした。

「あんたが何を言ってるのかさっぱりわかんない。そりゃあ、誰だろうが苦しんでれば助けたいさ。みんな、笑ってられればいいさ。だけど、俺にそんな力はない。俺がみんなを助けられるなら、あんたに頼んだりしないって！」

　少年の悔しげな叫びを聞いて、メリアディスは満足そうにうなずいた。

「いまはそれでよろしいんです。そういう気持を持っておられること。それで充分。わたしらは、とても嬉うれしゅう思います」

「気持ち？　充分？　……あ、まあ、なんでもいい。急がないと、あっちで戦ってるあんたの仲間たちも危ないんじゃないか？」

　まだ戸惑いのほうが大きいが、戦いの音が聞こえる程度には、少年も落ち着いたようだ。

「新たな法王聖下が、見ず知らずのわたしらの心配をしてくれはる優しい人とわかれば、リルアリア教団のみんなも喜びます。けど、大丈夫。あの程度の相手に危なくなろうものなら、わたしのお仕置きが待ってますよって。ところで、まずはこれをどうぞ」












　メリアディスと名乗った女は、その手に握った品を彼の眼前へさしだした。少年の背丈よりも長く、そして過剰なほど宝石や黄金の鎖などで飾られた杖つえだ。これほど目立つのに、その存在に少年はここまで気づいていなかった。

「もし、あなたさまの気持ちに嘘うそいつわりがあったら、命が危ないかもしれませんけど」

「ないよ、そんなの」

　少年はためらうことなく受け取った。金属なのに、ほんのりと温かみを感じる。

「これで、みんなを助けられるのか？」

　問いかけた時、少年の頭の中で、声が響いた。おどろおどろしい響きだ。

（力が欲しいか……）

　杖から聞こえたのだ。

　ぎょっとして見つめると、メリアディスが、冷たい声で言った。

「ガンダルヴァはん？　冗談を言うてる場合と違いますよ？」

　怯おびえて身じろぎでもしたように、じゃららっと杖からぶらさがっている鎖が揺れた。

　一転して、思念の響きが軽くなる。

（わかってるって、メリアディス。そう怒りなさんな。一度言ってみたかったんだよ、このセリフ。憧れってやつだね）

　杖は、美麗というべきか豪ごう華か絢けん爛らんというべきか、高貴な雰囲気の飾りが山ほどついて、神聖そのもの、というこしらえだ。

　しかも意識を持っているのだから、最上級の、おそらくは魔術至宝アーテイフアクトと呼ばれる格の品であるはずだが、宿っている意識は、あまり荘そう重ちような雰囲気ではない。

　少年の顔には、戸惑いの色が濃く浮かぶ。

（こんな相棒ですまんな。生まれついての性格ってやつは、どういう境遇になっても直らなくてよ。兄神の奇跡を体現し八百八十八の魔術を扱える至高の杖、なんてものになってもな。さて、少年。そんなすっげえ俺さまを手にしたからには、あいにくだが、おまえさんが欲しくなくても受け取ってもらうぞ。世界を救うための力をな）

　その思念は、間違いなく杖から響いてきた。少年にはそれが確かに感じ取れたのだ。この杖が、いわゆる魔法の品マジツクアイテムなのは確かだ。しかし、突然にあらわれた彼女たちが何者なのか、まったくわからない。どうやら話に聞いたリルアリア教団らしい。しかし、噂うわさとは違い、すさまじいばかりの戦闘力をそなえている。

「なんでもいい。長おさとみんなが助かるなら、おまえを受け取る」

（ストームライオンの長は、俺が魔法で癒いやしてやれる。そして、その先がおまえの仕事だ。世界を癒すのが、女神リルアリアの法王の仕事なのさ）

　杖つえからの思念に、少年はうなずきを返した。

　世界を癒いやす、という意味は理解できなかったが、できることならやってやる。一度、口に出したからには守れ──というのがストームライオンの掟おきてだ。自分が何者か知らない少年には、行動の基準が、ストームライオンの教えの他は何もない。

「魔法でもなんでもいい。助けてくれ。俺に仕事があるなら成しとげてやる。ストームライオンの掟に恥じないことなら」

（じゃあまず、俺に魔法を命じろ。長おさの傷を癒すための呪文を使ってやる）

　杖の思念が響いた。

　命じろ、という言い回しに、ますます戸惑いが大きくなるばかりだ。

　そもそも、誰に対しても命令なんてしたことがない。

　なので、少年は願い、という形で言葉にした。

「……頼む。長の怪け我がを治してくれ」

（おまかせあれ。……ここまでの重傷だと、ちょっときついけどな）

　杖に飾られた宝石のひとつが光を発して、そして砕けた。貯たくわえた魔力を使い果たしたせいだろう。効果は明白だった。ストームライオンの長に突き刺さった杭くいが、内側から押し出されて抜ける。さらに続いて肉が盛り上がってきた。呼吸音がはっきりとしはじめる。

「……長！」

　少年は呼びかけた。けれど、返事はまだない。

（流れ出た血は作れないから、もうしばらく休まなきゃならん。てことは、牛頭人ミノタウロスとか戦狼族ウオーウルフをなんとかしなきゃいかんってことだ）

　杖が警告してくる。

「……それが、俺のやらなくちゃいけないこと、か」

　少年の声が硬くなった。さきほど長が言っていた。〈闇堕おち〉勢を、恐るべき〈暗雲〉の邪悪な狂気から解放するためには、姫巫み女こを殺さねばならない。各種族は、姫巫女を通じて、自分たちを創造したそれぞれの女神から力を得ている。生命を支え、存在し続けるための根源的なパワーだ。姫巫女が〈暗雲〉に乗っとられると、力の代わりに邪悪なエネルギーがそそぎこまれ、種族が〈闇堕ち〉する。

「よし、あの姫巫女をなんとかする。だけど、いきなり殺すのはなしだ」

　バルデスは、あの少女と話してみろ、と言ってくれた。なら、そうしたい。

「いいか、それで」

「むしろ、望むところです。姫巫女さんたちを殺さず助ける、その力があなたにあるかもしれません。それを期待して、法王としてお迎えに参上したんです」

　昏森人ダークエルフのメリアディスが、微笑ほほえんでうなずいた。

「……そうなのか？　助けられるのか？　あの姫巫女も。ストームライオンのみんなも」

（急がないと、だいぶヤバいけどな。仲間のストームライオンのようすを見てみるか？）

　杖つえの思念が、脳内で響いた。

「できるんなら、頼む」

（うちの連中が見てることを、思念連結で読み取って、幻影系の呪文で再現してやる。けっこう高度な魔法技術なんだぜ。できるのは世界でも俺のほかに数人しかいねえ。ほら）

　杖が自慢げな思念を発した後、すぐ目の前の虚こ空くうに、映像が出現した。

「うおっ？」

　少年は声をあげた。血まみれになったストームライオンたちの姿が見えたからだ。

　その合間を、血まみれの爪をそなえた戦狼族ウオーウルフたちが走っている。いや彼らだけではない。牛頭人ミノタウロスの軍団も投入されていた。

　円陣が崩されようとしている。

　敵の先頭に立っているのは、戦狼族ウオーウルフの三人の将軍だ。そして、将軍たちに囲まれ、守られている、細身の少女の姿もあった。真っ青な髪をしている。残酷な笑いを浮かべて、倒れた若いストームライオンを踏みつけている。

「くそ、あっちに戦狼族ウオーウルフの親玉がいたのかよ」

　怒りに顏を真っ赤にしつつ、少年は吠ほえた。

「ええ。あれは〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉と名乗っている戦狼族ウオーウルフの姫巫み女こ。あの娘もいずれは救うてやらんといけませんけど……」

　メリアディスの言葉を、少年は聞いていない。幻の中で、青髪の少女が、倒れたストームライオンにとどめを刺そうとしている。群れの中でも、いちばん幼い一頭だ。

「危ない！」

　叫んで手を伸ばしたが、もちろんどうにもならない。

　しかし、彼に代わって、誰かが飛びこんで、青髪の少女の前からストームライオンの子を救い出してくれた。

　他にもいろいろな種族の戦士や魔法使いが、戦狼族ウオーウルフと戦いはじめている。食い止めてくれているうちに、ストームライオンたちが立ち直り、陣を組みなおしはじめるようすを確認したところで、幻が消された。

　昏森人ダークエルフの女性が言う。

「わたしらの仲間のうち半分ほどが、ストームライオンの円陣を手助けしにいってます。安心してください。この場をなんとかしたら、一緒にあっちに行きましょう。あちらの戦いを楽にするためにも、牛頭人ミノタウロスの姫巫女を助けたげてください」

　少年は、彼女を見つめて、しっかりとうなずいた。

「そうか……。ストームライオンのみんなも救ってくれたなら、ますます、あんたらに恩返ししなくちゃいけないな。……姫巫女を助ける力が、俺にあるって言ったか？」

（あるかもしれん、だ。まだ不確かだ。逃げて、確かめてからやりなおす手もある）

「長おさが逃げられない。俺がやれるかもしれないなら……やる。しょうがない時は……」

　やりたくないという気持は強いが、理屈ではやらねばならない。なら殺すしか。

（できるかどうかわからんが〈暗雲〉が姫巫み女こに刻んだ〈闇の紋章〉を消せれば、あいつら丸ごと、正気に戻せる。そうなりゃ、戦狼族ウオーウルフも撤退するだろ）

「色々と聞きたいけど、いまは時間がない。うまくいってから全部教えてもらう。今はまず、どうする？」

　たぶん、正体不明の自分の素性に関係しているのだろう。だが、ストームライオンに育てられて、自分は群れの一員だと思っている。正直、それだけでいい。

　いまはただ、群れを守りたくて、どうしてかあの姫巫女を殺したくなくて、そうせずにすむかもしれないというなら、やってみるだけだ。

「そしたら、〈粉砕怒涛の猛牛トランプルジヤガーノート〉……いえ、牛頭人ミノタウロスの姫巫女のところまで行きなはれ。その聖せい杖じようガンダルヴァを持って。道はわたしたちが開きます」

「わかった！　行く！　ついてこい！」

（いや、動けないんで持っていって……おおっ？）

　杖つえも驚くほどの速度で、少年は走りだした。

　遠ざかる彼を見ながら昏森人ダークエルフの女性が目を細めた。優し気な、そして気づかわしげな微笑ほほえみが浮かんでいる。

「ストームライオンに拾われて、どんなお子に育ったかと思うてました。今のところは、期待以上でした。けど、法王さまとして、わたしらを率いていけるかはこれから……ええ、そうです。試練をくぐってもらわないといけません」

　彼女は、誰かから話しかけられたようにうなずいた。

「この大戦争は、いままでの〈闇堕おち〉との戦いとは違います。これまではみんなで頑張って、〈闇堕ち〉した連中だけを倒せばよかった。けど、今回はもうたくさんの種族が〈闇堕ち〉して大きな軍勢にまでなり、そこへ〈獅し子し同盟〉とかいう対抗勢力まで出てきた。単に〈闇堕ち〉勢に対抗しようというだけやない。〈獅子同盟〉は、また別の種類の悪に囚とらわれて、世界は二つの邪悪に割れてしもうた。……うちらが、まさかの三番手。いえ、三番手になれるかどうかも、あの子にかかってます」

　どんどん遠ざる少年の背を見つめて、彼女の瞳に、哀かなしげな色が浮かんだ。

「あんな年端もいかん子に頼らんといかんのは情けないことですけど、他にできる人がおらんからには仕方ありません。さて、まずは今日のこの試練。背後はうちが守るとして、前と左右はみんなに頼まんといかんね。これ、出ておいで」

　メリアディスが呼びかけると、彼女の影からワタリガラスが二羽、出現した。使い魔だ。

「シーアドールには竜巻で法王さまの先導をするように、ギゼル小お父じさんには他のやつらに邪魔をさせへんように、と伝えておくれ」

　疾風の速度で影の鴉からすが飛ぶ。

　いくらか先に行ったところで、それぞれ空中でカアと啼なく。

　ワタリガラスの声が響いたところで、まずは魔法で作られた竜巻が動きを変えた。

　あたりをむやみに吹き飛ばすのはやめて、少年の先に立つ。

「おい、邪魔……するわけじゃない、のか」

　少年が呼びかけると、竜巻が左右に少しだけ揺れた。声に反応している。

　すぐに揺れはおさまり、少年の進路を先取りして、牛頭人ミノタウロスたちを次々に掃除していった。とはいえ、牛頭人ミノタウロスも少年に気づいたら、簡単には吹き飛ばされない。なんとか踏みとどまろうとしている。

　そもそも姫巫み女こは、八十八種族それぞれにとって象徴であり要だ。種族全体の母、あるいは姉や妹のような、大切な存在だ。たとえ〈闇堕おち〉していても、命に代えても姫巫女を守ろうとする点は変わりがない。

　竜巻をくぐりぬけ、あるいは回避し、それとも地面にしがみついてやりすごし、少年を迎え撃とうとする。

「邪魔するな！　俺は、おまえたちの姫巫女を助けようとしてるんだ！」

　斧おのを叩たたきつけてきた牛頭人ミノタウロスに向かってそう叫びながら、少年は身をかわす。もちろん、説得が通じる相手ではない。牛頭人ミノタウロスが、さらに容赦なく少年を追い詰めようとして──。

　背後から斬られた。分厚い筋肉で守られた胴体が、一刀両断である。

　斬ったのは小柄な老人だった。人間族ヒユーマンのようだが、額の左右には短い角がある。牛のものとは違うまっすぐな角だ。

　手にしているのは一本の、細身の刀だ。その刃やいばには血のりすらついていない。力で押し切ったのではなく、技で断ち切ったからだ。

「早はよう行きなされ、法王候補どの。きゃつらは、このギゼル爺じいがお引き受けする」

　思わず足を止めてしまった少年を、老人がうながす。

　さっき、牛頭人ミノタウロスに追い詰められた時よりも、味方のはずのこの老人に見つめられるほうが、ぞっとした。

「それとも、怯おびえてすくんでしまわれたか？」

「冗談じゃないっ！」

　少年は走った。先を開いてくれる竜巻に、危うく突っ込むほどの勢いで。

　この竜巻やさっきの老人ばかりではない。他にも、牛頭人ミノタウロスたちを食い止めている者たちがいるようだ。しかしさすがに、そこにまで注意を払う余裕がない。

　少年は、ひたすら前へと突き進む。

　その少年の道を開き続けていた竜巻がふっと散った。

　丘のいただきにたどりついたからだ。

　正面に玉ぎよく座ざがある。そこに姫巫み女こがいた。そしてもう、牛頭人ミノタウロス側に守り手はほとんど残っていない。待ち受けるのではなく、迎え撃つ。それが彼ら種族の流儀だ。

　少年に目前まで迫られても、それは変わらない。

「どけっどけっ！　俺はおまえらを救えって言われたんだ！」

（こらあ、俺は武器じゃないぞ、ふりまわすな！　繊細なんだ！）

　杖つえの悲鳴を聞いている余裕は少年にはなかった。それに杖自身の言っていることとは異なり、彼は──思念の響きは明らかに男性のものだ──頑丈だった。強きよう靭じんな牛頭人ミノタウロスに対して、この杖は打撃武器として充分以上に役立っている。

（おい、武器強化の魔法を使わせろ。俺は武器じゃないが、効果はあるだろう）

「なんでも好きにしろ」

　少年が返事をする。杖に飾られた宝石が、またひとつ壊れた。貯たくわえられていた魔力が解放されて、それが杖そのものに吸いこまれる。

（よし、いいぞ。俺を、こいつらにぶち当てろ。本当はよくないけどな！）

「こいつらを殺すのか？」

　一瞬、少年が躊ちゆう躇ちよした。

（いや、吹っ飛ばす、遠くまで）

　杖の返事があった瞬間に、少年は動いていた。武器を使う鍛錬はしていないから、かまえも何もあったものではない。勢い任せにふりまわした。

　杖を喰くらった牛頭人ミノタウロスたちが、文字通りに吹き飛ぶ。吹き飛んだ牛頭人ミノタウロスがまた次の仲間を吹き飛ばし、あっという間に姫巫女に至る最後の道が開いた。

　もう、姫巫女と少年の間には、三人の守りを残しているだけだ。

　豊かな胸、垂たれた目とふくよかな顔立ち。やはり美しい少女に見える。

　ねじれた長い角は恐ろし気だが、怯おびえた表情に邪悪さはない。

　その姫巫女のすぐそばに、牛頭人ミノタウロスの女性が控えていた。黄金で飾られた豪華な鎧よろいをまとった彼女が、実際の戦闘指揮をとっているのだろう。近衛このえ隊長といったところか。

　他の牛頭人ミノタウロスと違い、戦いの狂乱に意識を乗っ取られていない。

　豪華な鎧の牛頭人ミノタウロスが落ち着いた声で進言した。

「姫巫女さま、ここは退却がよろしいかと」

　それにうなずきを返しかけたところで、姫巫女の表情が変わった。

　あどけない──だけれど残酷な、命の大事さをまだ知らぬ幼児の顔つき。

「だめよ。わたしたちは牛頭人ミノタウロスだもん。死ぬまで……」

　愛らしい形の口もとが震えた。哀かなしげに。言葉が変わろうとした。

「死ぬ前に……死ぬなんて……」

　けれどそこまでだった。内側から湧きあがった闇が、口もとに邪悪な笑みを形作る。

　彼女の瞳が真っ黒に染まっていった。白い部分がなくなり、眼球が闇の塊になる。

「死ぬまで戦うことが牛頭人ミノタウロスの誇り。真っ向から粉砕するのよ。勝たなくてもいいから。どんどん戦って。敵が死なないなら、あんたたちが死んでみせて」

　その目が、かたわらにいた豪華な鎧よろいの牛頭人ミノタウロスに向いた。

　瞬間、近衛このえ隊長から冷静な判断が吹き飛んだ。

「姫巫み女こさまの仰おおせだ！　死ね死ね、死ぬまで戦い続けるのだ！」

　彼女は斧おのをふりあげた。

　牛頭人ミノタウロスたちは、少年に立ち向かってくる。

「だから、邪魔しないでくれって！」

　悲痛な声で叫びながら、少年が杖つえをふるう。

（ほんとに勘弁してくれよ。俺はそういう武器じゃないんだってば）

　ぼやきながらも、杖は牛頭人ミノタウロスを吹き飛ばした。ただの打撃ではない。頑丈さで知られた牛頭人ミノタウロス戦士たちが起き上がれないでいる。

「お前を助けに来たぞ！」

　自分に何ができるのかは、よくわかっていないまま、決意だけを持って少年が叫んだ。

　たった今、黒く染められた瞳が少年に向けられる。

「あははは、お兄さん。何を言ってるの？」

　声そのものは、やはり幼い。だが、秘められた悪意は強烈だ。

　牛頭人ミノタウロスの姫巫女が立ちあがった。ぐらりとその身体が揺れる。角が長すぎて、バランスがとれないのだろう。しかし、次の瞬間、その角がぐにゃりと曲がった。玉ぎよく座ざに手をついて、身を支えながら、姫巫女は首をふるった。

　柔らかくしなった角が、鞭むちのように少年を狙った。動きは鞭だが、先端は槍やりのようだ。

（危なッ……くなかった、な）

　警告を発しようとした杖だったが、それは拍子抜けに終わった。

　少年の動体視力と反応速度が、敵の攻撃をはるかに上回っていたからだ。

　姫巫女の鞭のような角が、杖に弾はじき飛とばされて、先端が地面に突き刺さる。

（あとは俺に任せろ）

「任せた」

　出会ったばかりなのに、少年と杖は十年来の相棒のような息の合いっぷりだ。一瞬のやりとりで魔法が使われた。土の地面を硬化させて岩にする。刺さった角が引き抜けなくなった。

　姫巫女が奥歯を噛かみしめて身をよじる。ぎゅるぎゅると音を立てて角が回転し、岩を削った。

　少年はその隙を利用して、一気に間合いを詰めた。

　姫巫み女こが彼を見上げた。彼女も背が低いわけではないが、少年はもっと長身だ。

　吹き飛ばされたまま起き上がれないでいた牛頭人ミノタウロスが声をあげた。

「姫巫女さま……お逃げください……」

「で、き、ない……」

　姫巫女は呻うめいた。その目が、一瞬だけ元に戻った。

「できないよ、それは……。角、捕まってるし。みんなも、いっしょでないと……」

　また途中で口調が変わった。いっしょでないと、という言葉には、仲間を想おもう優しさがある。

　黒いものが、彼女の目じりから、つうっとしたたり落ちた。涙のようだが、いまどうして泣くのか。彼女を守って倒れた牛頭人ミノタウロスたちの声を聞いたからか。何の意味もない、ただの生理現象だったかもしれない。

　だが、少年には意味があった。自分がどうしたいのか確認する、という効果があった。

　少年は、手にしていた杖つえを地面に突き刺した。空いた両手で、しっかりと姫巫女の両肩を掴つかむ。その顔をのぞきこんだ。

　ぎょっとした姫巫女が怯おびえて顔を引こうとしたが、少年の力強さに動けない。

「安心しろ。おまえを助けに来たんだ。さっき、俺のこと、お兄さんって呼んだな。だったら、おまえは俺の妹ってことじゃないか？」

　家族を持ったことがなく、人間の社会で暮らしたことのない少年は、単なるからかいの言葉として、そういう呼びかけがあることを知らない。

　知っていたとしても、彼はこう言ったかもしれないが。

「何を言っているのだ、おまえ。殺す……たすけ……いや殺す」

　一瞬、優しい声が出てきて、しかしすぐに闇が牛頭人ミノタウロスの姫巫女を包みこんでしまった。

　少年は笑った。牙のような犬けん歯しが、陽光に輝く。

「兄は妹を守って助けるものだ。俺は、大平原でそう教わった。大丈夫。すぐに助けてやる。待ってろ。……で、どうするんだ？」

　少年は杖に尋ねた。

（言っただろう。姫巫女に刻まれた、闇の紋章を消すんだ。……どうだ、やり方が勝手に頭に浮かんだりしないか？）

「わからない。けど、あきらめねえ。おまえもあきらめんな」

　少年の呼びかけは、牛頭人ミノタウロスの姫巫女のものだ。

「何を……言っている。あきらめない、とも。おまえを殺す！」

　地面に突き刺さっていた彼女の角が、引き抜かれた。殺意が表情に満ちる。

　少年の背に、鋭い先端が迫った。

「違うだろ！　おまえは殺しあいなんてしたくないはずだ！」

　牛頭人ミノタウロスの姫巫み女こは、何度も優しさをのぞかせていた。少年は、一瞬見えただけのその優しさを信じた。

「あきらめないぞ、俺は！」

　少年は、彼女の瞳をのぞきこんだ。

「俺は群れのみんなを助ける！　おまえだって、本当は仲間を助けたいんだろ。生きててほしいんじゃないのか！」

　少年の呼びかけに、黒く染まった瞳が反応した。

　覗きこまれたそれが、澄んだ輝きを取り戻す。

　だが、それは一瞬だった。また闇が彼女の輝きを呑のみ込んでいく。

「あきらめるな！」

　少年が叱しつ咤たする。瞳に、また澄んだ輝きが戻る。

　聖なる杖つえが、そこで彼らを励ました。

（姫巫女はそれぞれ、自分を生んだ女神につながってる！　種族を守る星の光が宿ってる。彼女に無理に入りこんだ〈暗雲〉が光を覆い隠してるだけだ！）

「どこだ！　お前を生んだ女神さまは、どこにいる！　〈暗雲〉を追い払って、お前の奥底にある光を見つけてやる！」

　少年が叫んだ。姫巫女が、彼に向かって手を伸ばす。

　瞳を喰くらおうとした闇が、吹き払われた。

　澄んだ輝きを宿した時、少年の姿が彼女の目に映った。少年の目にも救われようと手をのばす彼女の姿が映った。瞳と瞳が合わせ鏡になって、無限に彼らの姿が重なり合った。

　無限のその先に──牛頭人ミノタウロスの姫巫女の母である女神がいた。

　この姫巫女に良く似た姿だ。

　太古の昔、大地を去って、いまは天空の星座となった女神たちの一柱。牛頭人ミノタウロスを創造して、いまも姫巫女を通じて、彼らに命の源と〈加護〉を授けている存在である。その姿を見た時、少年は、優しさに包まれたような気がした。牛頭人ミノタウロスの姫巫女から感じていたものと似ている。

　しかし、牛頭人ミノタウロスの女神の姿は、またすぐに闇に隠されてしまった。

「くそ、なんだこれ。気持悪いぞ」

　闇は、少年にまで流れこもうとしている。憎しみや怒り、嫉妬といった、負の感情が噴きあがってこようとしている。助けたいと思っていた相手を、身も心も、めちゃくちゃにしたいという衝動が襲ってきた。

「これが……〈闇堕おち〉かよ。……ぜったい、いやだ」

　欲望と衝動を、少年は、全力で押し返した。

　姫巫み女こは、種族と女神をつなぎ、女神が授ける力を伝えるいわば導管パイプだ。〈暗雲〉は、その導管を乗っ取り、清らかな力の代わりに闇を流しこんで、それぞれの種族を、欲望の権化や、衝動的な殺さつ戮りく者、生産をしない略奪者に変えてしまう。

（やっぱり、闇の力が強すぎる。この闇さえ追い払って、さっき見た女神を取り戻せれば、この姫巫女も元に戻るんだが……）

　聖せい杖じようガンダルヴァが唸うなる。少年は、必死の思いで問いかけた。

「どうすれば、それができるんだ？」

（俺に思いつけたのは、闇より強い光を浴びせるって方法だけだ。おまえに法王になるだけの資質があるなら、光を呼べるかもしれん。リルアリアに呼びかけてみろ。実はな、リルアリアは、前の戦いで、神としての力のほとんどを使い果たして眠りについてるんだ。だけど、特定の資質を持ったやつだけが、彼女に声を届かせることができる）

「それが……俺なのか？　だけど……」

　どうしてそんな資質を持っているのか、という疑問がわいてきた。

「いや、そんなことは後回しだ。女神リルアリア、俺はどうしても目の前にいる子を助けたい。頼む！　助けさせてくれ！」

　心底からの願いに応える声は、少年の内側から聞こえた。

（仕方ありませんね。たくわえた力を、あなたにあげましょう。けれど、あなたにはまだ、わたしの力を制御できない。力ずくで、闇を押し流すことしかできませんよ。あなた自身さえも流されて消えるかもしれない）

　それが女神リルアリアの声だと認識する前に、少年は答えていた。

「流されたりしない。しっかり踏ん張ってる。やってくれ！」

　すさまじい力があふれて、あたりを真っ白に染める。

　そして、少年の意識は、ここではないどこかに飛ばされた。




　──穏やかな、真っ白い世界に、少年はいた。

　さっきまで、両手でつかんでいたはずの姫巫女の姿もない。杖つえもいない。

　けれど正面に、優美な姿の女性が立っていた。まだ幼いようでも、とてつもなく年をとっているようでもある。足元まで伸びた、薄い紫色の髪。もう少し濃い、紫の瞳。それは、美しい夕暮れと、さわやかな夜明けの色だ。

　彼女が何者なのか、少年は気がついた。

「あなたが女神さま、か？」

　女神は微笑ほほえんで言った。

「ええ、そうよ。わたしはリルアリア。この世界を創った兄神の意志を継いで地上に残った、最後の女神。そしてここは、あなたの夢の中。いま、あなたの身体は、みんなが守ってくれている。安心しなさい。ストームライオンたちも無事だし、牛頭人ミノタウロスの姫巫み女こもちゃんと〈闇堕おち〉から〈浄化〉できたわ。あの子はもう〈闇堕ち〉勢ではありません。……私が貯たくわえた力は、ほとんど使い果たすはめになったけれど、仕方ない代償でしょう」

「そうか、みんな助かったのか……。牛頭人ミノタウロスのみんなも？」

　少年の問いに、女神と名乗った女性はうなずいた。

「ええ、正気に戻りました。今は、まだ〈闇堕ち〉したままの戦狼族ウオーウルフと戦っています。そろそろ、お互いに退ひくことになるでしょう」

「逃がすのは嫌だな。俺がぶちのめしてやりたかった」

　そう言った少年に、女神ほほえみつつ、首を左右にふった。

「いけません、フェリクス。そんなことを言うものではないわ」

「え？　女神さま。いま、俺のことをなんでフェリクスって呼んだんだ？」

「それがあなたの名だからよ、フェリクス」

　とても優しい笑顔で、慈いつくしみをこめた声で、女神は少年をそう呼んだ。

「勇者が、あなたに用意していた名です。幸運の子、という意味」

「誰、勇者ってたしか……。百年前の〈闇堕ち〉を終らせた人だよな？」

　少年──フェリクスの問いに、女神はうなずいた。

「そうです。百年前に、わたしと一緒に戦ったあの人。そして、あなたは勇者の血を継いでいる。こうして夢の中で、私と話せるのがその証拠。女神リルアリアの法王になるには、こんなふうに夢の中であれ、わたしと話せるのが条件なのです。わたしと話せるあなたこそ次代の法王。そして、この世界の救い主。あの、勇者と同じ。だから、教団のみんなにずっとあなたを探してもらっていた。ほんのわずかな手がかりから、やっと見つけたの」

　一気に告げられた真実のうち、ひとつを選んで、少年──フェリクスは繰り返した。

「勇者ってのが俺の父親？」

「そうよ。お父さんとお母さんのことを聞きたいでしょうけれど、いまはまだ……」

「いや、それはどうでもいいんだ」

　けろりとした顔で言われて、女神がきょとんとした。しばらくまじまじと少年を見つめて、本気だとわかると、少しがっかりした顔になった。女神そのものという雰囲気だったのが、少し人間くさくなったように思える。

　フェリクスは、言葉を続けた。

「知りたくないわけじゃない。捨てたって恨んでるわけでもない。名前をくれたぐらいだから、俺のことを嫌ってたんじゃないだろ？　だったらそれでいい。今はただ、昔のことより先のことが気になるんだ」

　そう言われて、女神は表情をあらためた。厳粛な、世界を見守る女神の表情だ。

「良い子に育ってくれましたね。あなたになら、いま苦しんでいる姫巫女たちを託せます。八十八種族の姫巫み女こたちは、百年前に勇者によって生みだされました。つまり、全員があなたの妹ということになる。あなたは彼女たちの兄だけれど、いずれは世界そのものの兄になってもらわねばなりません」

「……姫巫女が妹だってのはともかく、その先がわからない。世界の兄、って……？」

「あなたが姫巫女たちを〈闇堕おち〉から救い、私を目覚めさせることができればおのずとわかります。それまでは、説明しても実感できないでしょう」

　フェリクスは、むすっとした顔つきになった。

「長おさも、子どもに聞かせたくない話の時にそういうことを言うんだよ。まだ子ども扱いかよ。戦いを終らせようって頑張ったのに」

「まだ終わったのはひとつの戦いだけですからね。すべてを終らせたら一人前として認めてあげましょう」

　女神の言葉に、フェリクスは複雑な表情になった。

「……そうか、名前がついても、成人の旅をすまさなきゃ一人前じゃないよな」

　フェリクスが口にしたのはストームライオンの常識だ。大平原の覇者たちは子供時代には、通称以外の名を持たない。少年にとっては〈黄金の髪ゴールド〉がそうだった。一人前と認められれば本当の名を授かり、若者は、見聞を広めるため孤独な旅をする。

「旅をする代わりに、俺は、この戦いを全部終わらせないといけないんだね、女神さま」

「そういうことになります。敵は〈闇堕ち〉勢だけではありません。それに対抗するという名目で生まれた種族同盟の〈獅し子し同盟〉も、支配欲に毒され歪ゆがみつつあります。この二つを、あなたが打ち破る……いえ救ってもらわねばなりません。……大変だろうけれど……」

「いや、いいよ。なんか面白そうだし」

　自分の担う宿命を、まだフェリクスは理解していない。

　痛ましそうに彼を見た女神は、続けてこう告げた。

「そうですか、フェリクス？　次にあなたが救わねばならないのは、この子ですよ」

　女神が虚こ空くうを指さした。そこにひとりの青い髪の少女が姿をあらわす。幻だが、フェリクスは激しい嫌悪をしめした。

「やだよ、なんでこいつを！」

　戦狼族ウオーウルフの姫巫女だ。

「こいつは牛頭人ミノタウロスの姫巫女と違った。みんなを傷つけて喜んでた！」

「きちんと確かめなさい。確かめた上でそうであっても、あなたは彼女を救います。わたしは女神としての力の大半を、さっき使わされてしまったけれど、まだ明日くらいは読み取れる。あなたは、この子を救ってくれます」

　女神にきっぱりと言われて、少年は苦い顔になった。

「そして、もうひとり守ってほしい子がいるのです」

　女神が、もうひとつ、幻を生み出した。また女の子の姿だ。

　左右に大きく、犬のような垂たれた耳を持つ少女が、小柄な犬型の種族と、楽しげに会話をしている。

「この子は犬耳族コボルドの姫巫み女こ。フェリクスは犬耳族コボルドについて何か知っていますか？」

「ちっちゃい、気のいいやつらだろ。旅商人なら会ったことある」

「詳しいことはあとで教えましょう。彼女たちはいま〈獅し子し同盟〉と〈闇堕おち〉勢の双方から狙われています。支配をもくろむ者と破壊を求める者とに」

　女神は、フェリクスをじっと見つめた。そしてこう言った。

「そう、色々教えなくてはね。いまからしばらく、あなたは目覚められません。わたしの力を無理やり使ったせいで、身体を癒いやす必要があるからです」

「つまり、しばらく寝てろってこと？　でも、夢の中だろ？　夢の中で寝られるのか？」

「もちろん眠れませんよ。眠る暇なんてないの。ストームライオンたちはあなたに色々なことを教えてくれたかもしれないけれど、それはディアラント大平原でしか通じないことなの。いまから十日で、あなたに徹底的に常識を叩たたきこみます」

　女神はにっこりと笑った。目の奥は、笑っていなかったが。




　目覚めるまでの十日間、フェリクスは、眠ることのできないこの夢の中で、なすべき旅に必要な基礎知識を教えこまれた。金銭という概念や服の着方といった日常の知識から、神の力の扱い方といった世界の秘密に関わることまで。




　さらに目覚めた後の二十日で、あのメリアディスをはじめ、教団の猛も者さたちを先生役として、その他の面々からも魔法の基本や、武器を使った戦闘術、礼儀作法やさまざまな儀式の手順などを叩きこまれることになった。眠気がさしてくるぶん、こっちのほうがきつかったかもしれない。

　リルアリアの教団は、ストームライオンの長おさが言っていたような歌劇団ではなかった。ごく少人数だが〈闇堕ち〉勢から世界を守るため鍛えあげられた精鋭だったのだ。

　何度も音ねをあげそうになったが、女神をはじめとする教師役の者たちは、いっさい容赦しなかった。これから、あなたが出くわす試練に比べれば、こんなことは遊びのようなものだ、と言って。

　それが本当だと、フェリクスはすぐに思い知ることになる。

　だが、その試練を乗り越えたフェリクスが、この世界をどう変化させてしまうのかは、明日を見通せる女神さえ、予測できていなかった。
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「およそ三十日前に、この先、ディアラント大平原で〈闇堕おち〉勢は、聖獣ストームライオンとぶつかりあい、大きな損害を受けた」

　という言葉が発されたのは、草原の真ん中にしつらえられた広大な天幕テントの中だ。

　長い机をはさんで、軍人の一団と、民間人の一団が向かい合っている。種族も、それぞれ異なっていた。軍人は獅し子しの頭を持った筋骨隆々たる戦士たち。知恵ある八十八種族のうちでも、戦いの強さで知られた獅子人アスランだ。〈闇堕ち〉勢に対抗しようと結成された〈獅子同盟〉の中核種族である。民間人は直立歩行する小柄な犬といった姿の犬耳族コボルドだった。〈獅子同盟〉に助けを求めに来たのだが、後悔の色が濃い。

　両方ともいちばん高い地位にいる者だけが、異なる姿をしている。

　話している──というより演説しているのは、軍隊側のリーダーである。指揮官、というほうが適切か。

「かの〈粉砕怒涛の猛牛トランプルジヤガーノート〉が姿を消し、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は強力な配下を失った。彼女自身も、それ以来、姿を見せていない。かろうじて北の戦線は維持しているが、それだけだ」

　彼が口にした名は、それぞれ牛頭人ミノタウロスの姫巫み女こと、彼女を配下にしていた戦狼族ウオーウルフの姫巫女のものだ。〈闇堕ち〉した姫巫女は、このような異い名みようを名乗る。そして、種族の軍団としても往々にして姫巫女の異名で呼ばれる。

　先日、いきなり牛頭人ミノタウロスたちが〈闇堕ち〉から正気に戻った。それは、種族の姫巫女が失われたからだろうと、ほとんどの者は解釈している。犬耳族コボルドにとっては安心と同時に、哀かなしいことだった。まだ〈闇堕ち〉する前は親しかったからだ。

「戦狼族ウオーウルフの本隊も大きな打撃を受けた。まだ配下に妖鬼族ゴブリンどもがいるとはいえ、その戦力は半分以下になった。〈闇堕ち〉勢中の三巨頭に次ぐと見られていた〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉はライバルとの権力争いで大きく後退したといっていい……だが！　むしろそれは、あなた方の危険が増したことを意味するのだよ！」

　指揮官は声をはりあげて、相手方の筆頭を睨にらみつけた。

　テーブルの端から端にずらりと並んだ小さな犬たち。その後ろに、おとなしげな雰囲気の、美しい少女が腰かけている。牛頭人ミノタウロスの姫巫女のことを思い出して、涙をぬぐっていた彼女が、顔をあげた。

　少女は、犬耳族コボルドの姫巫女だ。他の姫巫女と同じく、基本的な姿は人間族ヒユーマンに似ている。

　犬耳族コボルドらしい特徴として、垂たれ下がった犬のような耳が目立った。本当は尻尾もあるのだが、いまは大きなマントに隠されている。さすがに姫巫女用とあって、派手で豪華な刺し繍しゆうがほどこしてあった。マントの下の衣装は落ち着いた雰囲気だ。そちらのほうが、本来の好みなのだろう。

　指揮官がねちっこい目つきで、犬耳族コボルドの姫巫み女こを見つめている。

　その視線をさえぎるように、姫巫女のおつきをつとめている、幼い少女が前に出た。恐れげもなく、指揮官を睨にらみ返す。幼女の生意気さに、不機嫌な表情を見せた指揮官だったが、ここで怒鳴りつけてくるほど短絡的ではなかった。

「ご承知のように、姫巫女を捕え、〈闇の紋章〉を刻んで〈暗雲〉の力をそそぎこめば〈闇堕おち〉となる。種族すべてが邪悪に染まるのだ。しかも、自分を闇に堕とした相手には逆らえなくなる。大きく戦力を失った〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉はなりふりかまわず、どんなに弱小であろうが役に立たなかろうが、とりこもうとしてくる。これまで無視してきた相手でもな。つまり、きみたちだ」

　指揮官が、見下した視線を犬耳族コボルドに向ける。

「うちのみんなは……！」

　犬耳族コボルドへの侮ぶ辱じよくに、彼らの姫巫女が声をあげかけた。けれど、当の犬耳族コボルドたちがふりかえって、我慢してくれと目で訴えた。

「戦狼族ウオーウルフの戦力が半分どころか十分の一でも、あなたたちは確実に敗北する。そして、ひとたび闇に染まったら、姫巫女を殺すしか、種族解放の術すべはない」

　軍隊の指揮官は、ぎょろっとした目で、犬に似た姿の民間人たちを睨みつけた。

　相手側からおぞましげな呻うめきがあがるのを確認して、指揮官はさらに声をはりあげた。

「そうなりたくはないだろう！　我ら〈獅し子し同盟〉に守ってほしいというなら、相応の代価を払うことだ。〈闇堕ち〉勢の奴隷になりたくないなら義務は果たしていただこう！」

　怒声と同時に、尾羽を広げて、そこにある無数の目玉模様で、相手を睨みつける。

　彼としては威厳を演出したつもりなのだろうが、種族間の認識の落差があった。

　指揮官は、孔雀王族ガルーダだった。腰から下が孔く雀じやく、という種族である。

　見かけによらず、戦士としては優れた力量の人物を輩はい出しゆつしてきた種族だ。その種族においては大きな意味がある仕草なのだが、犬耳族コボルドたちは、ぽかんとしている。彼らが失笑しなかったのは、左右には、ずらりと獅子人アスランの屈強な戦士たちが並んでいるからだ。ライオンの頭部を持つ獅子人アスランは、八十八の種族のうちでも、戦闘力の高さで知られている。完全武装して、いかにも威圧的だ。

「さて、そういう状況で、きみたちは我々〈獅子同盟〉に救いを求めてきたわけだ」

　邪悪な〈闇堕ち〉勢と戦うために力を合わせよう、という名目の〈獅子同盟〉だ。本来ならすべての種族がこぞって参加していいはずのこの組織に、名を連ねる種族がいまだ二十に満たないことには理由がある。

「果たすべき義務も果たさぬまま、利益だけ享受できるなどと思ってはいるまいね？」

　指揮官の威圧的な態度を受けて丸まりそうな尻尾を、犬耳族コボルドたちは、なんとかぴんと立てている。

「もちろん、ただで戦ってくれ、などと思っているわけではないです」

　犬耳族コボルドの長老がおずおずと言った。

「できることはいたします。しかし、できないこともあり……」

「それが甘えだというのだ！」

　指揮官は、長老の言葉をさえぎって怒鳴った。交渉ではない。ただの恫どう喝かつだ。

「我ら〈獅し子し同盟〉に加わった全種族が、世界のために義務を果たしている。あなたたちだけに虫のいいことを言わせることはできん。全体のために個々が犠牲を払うことこそ、崇高な〈獅子同盟〉の理念だ。〈暗雲〉に覆われた、強者が弱者を蹂じゆう躙りんする世界にしないために。そんな世の中になれば、きみらのような弱小種族は餌にしかならんのだ」

　指揮官の言葉に獅子人アスランの戦士たちがうなずき、犬耳族コボルドに向かって『喰くってやろうか』と言わんばかりに牙をむきだした。これもまた蹂躙ではなかろうか。

　犬耳族コボルドたちは、尻尾を丸めてうつむきかけ……ぎりぎりで踏みとどまった。

「なんとおっしゃられようと、無理なものは、無理です。姫巫み女こさまをさしだせ、などと」

「長老、私は……」

　口をはさもうとした姫巫女の手を、おつきの幼女がぎゅっと握った。

　姫巫女に話をさせないよう、長老が言葉を続ける。

「……我らが〈闇堕おち〉するのを放置されるのも〈獅子同盟〉の名を汚すのではありませんか。最弱の犬耳族コボルドの手を借りないと、最弱の妖鬼族ゴブリンにも勝てないやつらだと〈闇堕ち〉勢に舐なめられますぞ」

「……舌だけはよく回るな」

　苦い表情で指揮官が言った。そのいやみに、長老はこう切り返した。

「はあ、長いもので」

　テーブルの下に隠れた手や膝ひざは、ぶるぶる震えている。だが、それでも犬耳族コボルドたちが逃げずに頑張っているのは、姫巫女がいてくれるからだ。八十八の種族、それぞれに一人ずついる。女神の現うつし身みとして種族を見守る乙女たち。

「その長い舌で〈闇堕ち〉勢も言いくるめられると思ったら大きな間違いだぞ」

　指揮官が、どんと拳をテーブルに叩たたきつけた。

　その拳の下に、大陸全土の地図が置かれている。知恵ある八十八種族のすべてが暮らす、広大な大地だ。大おお雑ざつ把ぱにいえば、大きな円の中に内海があり、そこに巨大な島が浮かんでいる形だ。大陸の西側に、外海と内海をつなぐ通つう廊ろう海と呼ばれる海がある。

　その巨大な島と通廊海が真っ黒に塗りつぶされ、さらに大陸の多くの場所に黒い染みがある。染みのそばに種族の紋章が描かれていた。

　既に〈闇堕ち〉してしまった種族のものだ。

　中央の巨大な島は、人間族ヒユーマンのものだ。いま、その姫巫女は〈麗しのきみプレシヤス〉もしくは〈統べるものオンリーワン〉と呼ばれる。

　彼女によって、直接〈闇堕おち〉した龍ロン神ジン族は通つう廊ろう海周辺を支配している。三巨頭のひとりである〈滅嵐公主テンペストロード〉が率いる種族だ。

　その渦巻きのような紋章から、五本の線が引かれて、それぞれ異なる種族の紋章と結ばれている。〈滅嵐公主テンペストロード〉が支配下において〈闇堕ち〉させた種族をあらわしているのだ。もちろんその五つからまた延びる線もある。

　ほぼ同数の種族を支配しているのが、やはり〈麗しのきみプレシヤス〉直系の二種族。吸血鬼バンパイアの〈血華の十字ブラデイクロス〉と翔翼族アンジユの〈覇天の焔鎚ラス・オブ・ヘブン〉だ。

　最初に人間族ヒユーマンが〈闇堕ち〉してから、およそ半年あまり。

　ついに戦火は、大陸南東部の辺境であるこのドッガ草原にも及んできたのだ。

　地図には、獅し子しを図案化したマークも二十カ所ほど描かれていた。〈獅子同盟〉に加わった種族をあらわしている。

「もう一度言うが、あなたたち犬耳族コボルドは数も少ない。力も弱い。我が身を守ることもできない。〈獅子同盟〉にくわわっても、戦力としては役に立たない」

　それは確かにその通りなので、犬耳族コボルドたちは押し黙ることしかできない。

　犬耳族コボルドは、指揮官が言うほど、数が少ないわけではない。けれど、たいした産業もなければ、種族の〈加護〉も地味なので「忠義に厚い」という性格を見込まれて、あちこちの種族に雇われ、世界のあちこちに分かれて住んでいるのだ。

　故郷と呼べる里はひとつだけで、地図上のそれはちょうど〈獅子同盟〉指揮官の指先で隠れていた。里を取り巻く数カ所の村もあったのだが……。

「うちの兵士たちが見てきたが、きみらの同種族の村は、既に焼き尽くされ、村人もことごとくさらわれていたようすだったそうじゃないか」

　指揮官の無神経な言葉に、犬耳族コボルドの姫巫み女こは、大きな目を揺らした。膝ひざの上の握り拳が震えている。

「姫巫女さま、泣かないで」

「……大丈夫ですよ、チャミ」

　姫巫女がおつきの幼女の頭を撫なでてやる。

　だが〈獅子同盟〉の戦士たちは、その光景に同情するどころか、険しい目つきを向けていた。おつきの幼女が、既に〈闇堕ち〉した種族の血をひいているからだ。

「まったく、重要な会談の場に……こんな者を連れてくるなど……」

　指揮官が聞こえよがしの舌打ちをする。犬耳族コボルドたちは、さすがに怒りの表情を見せたけれど、獅子人アスランの戦士たちに睨にらまれると、身体からだが動かない。

　指揮官は、ははっと笑った。

「そのようすでわかる。村が襲われた時も、縮こまっていることしかできなかったのだろう。いやいや、種族の特性ゆえ羞はじることではない。ではないが、これが現実だ。きみたちには我々に従う以外に選べる道はないのだ。それとも、あえて〈闇堕おち〉をするか？　世界はいまや真っ二つに割れている。どちらかにつくしかない。第三の選択はないのだ」

　言葉を飾っているが、要するに、自分たち〈獅し子し同盟〉に忠誠を誓うよう強要しているのだ。参加種族を増やしたい〈獅子同盟〉だ。兵に損害を出さず、新たな種族を屈服させれば大手柄だろう。彼個人も、属する種族も出世できる。

　しばらく時間をおいて、犬耳族コボルドの長老が口を開いた。

「助けは……欲しいです。しかし、あなたがた〈獅子同盟〉にくわわった種族の方から聞きましたぞ。姫巫み女こは獅子の都に連れ去られて戻ってこられないと。あなたがた〈獅子同盟〉が〈闇堕ち〉勢を追い払う魔法の〈障壁結界マジツクウオール〉を作ったという話も聞きましたが、それは姫巫女さまがたを生いけ贄にえにしておると……」

「生贄などとは人聞きの悪い。それぞれの種族を創造した女神がたから種族に送られる根源の力を提供していただいているだけだ。種族の守り手である姫巫女としての義務を果たしてもらっただけのこと。我らが偉大な〈獅子の女王レオーネ〉が、同じ姫巫女さまを傷つけたりはしない」

　指揮官は、姫巫女を見つめた。

「あなたはおわかりのようだ。二つしかない選択肢の、片方しか選べないことを。そうです、あなたの種族を守るため、義務を果たすべきなのです」

　姫巫女は、膝ひざの上でそろえた手をぶるぶると震わせている。うつむいていた顔をあげた。こちらを見透かすような表情の指揮官と目があう。ぐっと力をこめて見つめ返した。ぎゅっと結んでいた口を開く──。

　その直前に、舌足らずの声が割って入った。

「姫巫女さま、ダメなのですよ。おじさんたち、みんな、目がイヤらしいのです。姫巫女さまを連れていって、変なことをするつもりなのです」

　おつきの幼い娘、チャミが、姫巫女と指揮官をへだてるように、大きく手を広げて、彼女の前に立った。

「薄汚い混在種ハイブリツドが、侮ぶ辱じよくは許さぬぞ」

　指揮官が激げき昂こうし、控えていた兵士たちが身構えた──その時だ。

　天幕テントが揺れた。地面が小刻みに揺れて、天幕テントの柱に伝わったのだ。

　数えきれないほどの何かが地面を踏み荒らしている、そういう震動だった。

　外で、わあっと声があがった。歓声ではない。ときの声のたぐいでもない。悲鳴に近い、混乱の叫びだった。

「なにごと……」

　問いかけるまでもなく、指揮官の疑問は解消された。飛びこんできた兵士が叫ぶ。

「妖鬼族ゴブリンが！　妖鬼族ゴブリンが襲来しました！」

「それがどうした！」

　指揮官が怒鳴り返した。しょせんは妖鬼族ゴブリンだ。いかに〈闇堕おち〉勢でも、個々の力は最弱にすぎない。

「いま戦狼族ウオーウルフたちは態勢を立て直している途中だ。山脈部で攻勢をかけている〈獅し子し同盟〉の味方に抑えられているはず。妖鬼族ゴブリンだけが勝手に動くなどありえん」

「仰おつしやる通りではありますが、事実、襲撃を受けております！」

　伝令兵は、あたりまえの事実を返した。

　指揮官は、一瞬、ぐっと言葉に詰まった。けれど、すぐに大きな声でわめきはじめた。

「だからどうした。撃退すればよいのだ。所詮は妖鬼族ゴブリンだ。敵の中でも最弱の種族ではないか」

「ではあります。ありますが、今回は交渉のみ。敵は動かぬというご判断で、むしろ目立たぬように小人数でありましたゆえ……」

「それでも獅子人アスランの戦士か！　敵が十倍、いや二十倍いたとしても、たかが妖鬼族ゴブリンに負けるはずはない！」

「敵は、こちらの人数の百倍。いえ、それ以上おります！　まるで津波のように押し寄せて……。どこからどうやってあらわれたものか、まったくわかりません」

　また外で声があがった。戦士たちが命令を待たずに戦いをはじめている。だが、戦士たちの気迫の叫びも刃やいばの響きも、無数の足音にかき消されつつあった。

　指揮官のまわりにいた戦士たちが外へ飛び出していき、犬耳族コボルドたちも席を立った。みんなで、姫巫み女こを囲んでいる。

「なぜだ！　そもそも、やつらに気づかれぬために、わざわざこんな草原の真ん中で会合を持った……。そうか、おまえが〈闇堕ち〉勢に知らせたな！　そいつを殺せ！」

　指揮官の目が、犬耳族コボルドのおつきの幼女、チャミに向かった。偏見による、根拠のない決めつけだ。

「この子に手出しはさせません！」

　犬耳族コボルドの姫巫女が大声で怒鳴って、すっくと立ちあがった。

　垂たれているはずの耳が、ぴんと天に向かっている。彼女は、泣いていたのでも怯おびえていたのでもなくて、怒って震えていたのだ。仲間のためにじっと我慢していただけで。

　とはいえ、どんな相手にでも暴力をふるうことはできない性格だった。

「逃げますよ、チャミ！」

　彼女はそう言って、とっさにマントを外し、指揮官に投げつけた。運が味方したのか、それは彼の頭にすっぽりとかぶさってしまった。

「ぬおっ、なんだ。おのれ、まさか既に我らを裏切っていたのか！」

　指揮官が、短絡的な誤解から怒声を発した時、無数の妖鬼族ゴブリンが天幕テント内に走りこんできた。妖鬼族ゴブリンは、長毛に覆われた醜い猿といった姿だ。奇声をあげて駆け回り、手当たり次第にそこにいる者に襲いかかった。天幕テントの柱が倒れ、大混乱になる。それに乗じて、姫巫み女ことチャミという幼女、そして犬耳族コボルドたちがあわてて逃げ出した。

「ええ、追え！　犬耳族コボルドどもを追え！　捕まえろ」

　指揮官は、奇襲で頭に血が上っている。犬耳族コボルドたちが〈闇堕おち〉勢に与くみしたと誤解して命令を出したのだ。兵士たちにも、犬耳族コボルドが敵ではないとわかっている者もいた。だが、命令には逆らえない。裏切りの可能性を完全に否定できないと考える者もいた。結果、大半の兵士は妖鬼族ゴブリンに対処しつつ、少数が犬耳族コボルドを追うことになった。とはいえ、彼らが追跡をはじめるには、まず倒れてきた天幕テントの中から抜け出さねばならなかった。

　そのおかげで、犬耳族コボルドの姫巫女と、おつきの少女はかなりの時間を稼ぐぐことができた。彼女たちが走り出たのは、ドッガ草原の真ん中だ。

　そこに、フェリクスという名の少年がちょうどやってきていることを、彼女はまだ知らない。彼との出会いが、自分のみならず世界の運命を変えることなど知るよしもなかった。
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　このドッガ草原は、三十日前に戦いのあったディアラント大平原とは、高い山脈でへだてられた南に広がっている。大平原には及ばないものの、東西のさしわたしで徒歩三十日、南北で二十日くらいはあるだろう。

　大平原はストームライオンが支配する、動物たちの領域だが、この草原地帯にはさまざまな種族が居住地を作っていた。単独の種族による里もあれば、複数種族が作る交易都市もある。それらを街道がつないでいた。

　うっかりすると、自分がどこにいるかもわからなくなる、単調な景色の草原だが、いくつか目印がある。

　犬耳族コボルドの里を目指す者は、巨大樹を目印にする。ちょっとした山ほどの高さがある、杉によく似た巨大樹だ。

　そのてっぺんに、ひとりの少年が立っていた。

　枝をまたいだり、幹にしがみつくのでなく、右足一本でつま先立ちしているのだ。

　地面近くでは、草原を波のように揺らす穏やかな風も、この高さではかなりの強風だ。

　少年の黄金の髪を、はためかせている。

　西に傾きかけた陽ひが、その髪をきらきらと輝かせていた。

　フェリクスだ。ただし、三十日前にディアラント大平原にいた頃とは、かなり雰囲気が違っている。少年というよりも、若者と呼んだ方がいいのかもしれない。

　雰囲気が、どこかおとなびていた。

　上半身は袖のないシャツ一枚。下半身は、ゆったりしたズボン。本来なら、もっと豪華な衣装の下に着るものである。

　で、その本来の豪華な衣装というやつは、巨大樹の根元に落ちている。

　風が強い。さすがに、マントのように広がるその豪勢な衣装を身につけたままでは、吹き飛ばされてしまう。だから、途中で脱ぎ捨てたのだ。

（帰りにちゃんと拾っていけよ。またシーアドールが、やりくりを考えてくれって怒るぞ。法王の聖衣はけっこう金がかかってんだから）

　思念の声が響いた。三十日前の戦いをともにした、ガンダルヴァである。

「なんで、みんな服とか面倒なもんを着てるんだ。動きにくいばっかりなのに」

（うん、まあ。おまえにそこを説明しても無駄なのはわかってる。文句言いながらでも、ちゃんと着てくれるようになっただけでもたいした進歩だよ）

　杖つえは、思念だけでため息を表現してみせたが、少年はそれに気がつかなかった。

「俺はストームライオンとして育ったから、服はほとんど着たことない」

　フェリクスは、ぽつりと言った。

「でも、いまはリルアリア教団法王なんだから着るよ。おっさんらは、色々教えてくれたけど、俺はまだ世界を癒いやす法王って、何だかわかってないからな。形から入っとく。ストームライオンの長おさのやり方を見習ってればなんとかなると思ったけど、やっぱ難しいや」

　風がフェリクスの髪をなびかせる。たてがみのように。笑ったくちびるからはみだした犬けん歯しは、牙と呼んでいいくらい大きく鋭い。

（群れの長は、なわばりを守る。おまえが守るなわばりは世界だ。まあ、がんばれ。おまえをストームライオンが育ててくれて、よかったのか、悪かったのか）

「よかったんだよ」

　フェリクスは断言した。

「そうでなきゃ、自分が何かもよくわかんないままだった。百年前の勇者の子だとか、法王だとか言われて、わけわかんないけど、大平原で教わったことがあるおかげで、なんとかなってるんだ」

（……そうか。……ま、おのれが何者かなんてのは一生かけて考えてけばいいさ。俺だって、よくわかんねえよ、自分の正体なんてものはな）

　しばらく沈黙が続いたのち──杖が、思念の声をはりあげた。

（まあこれから、いろいろ経験してから考えればいいさ。まずは妹だな。あいつらに近づくには、法王って名乗ればやりやすい。姫巫み女こにはまわりに控えてる臣下が大勢いるもんだからな）

「わかってるよ。牛頭人ミノタウロスの姫巫み女このまわりにもいただろ」

　フェリクスは、彼になつきすぎてしまった少女のことを思い出して、憂鬱な顔になった。

「くっついてき過ぎだけど、妹は可愛かわいいな。けど、リルアリア女神さまは厳しい。夢の中だと思って寝かせてもくれなきゃ飯も食わせてくれないんだぜ。容赦ないったらない。ああいうのが、お母さんってもんなのかな？　だったら、俺にはいなくてよかったよ」

（……そういうことを言うなよ。ほったらかされてたのを恨む気持ちもわかるけど）

　ガンダルヴァが、おずおずと思念を発した。罪悪感を覚えているようだったが、フェリクスはそれに気がつかない。

「いや、別に恨んじゃいない。理由があったんだろ。女神さまも、俺の親の行方はわかんないって言ってるんだから、会いたがってもいまはどうしようもないし。いつか見つけたら、会ってもいいかなって思う。百年前の勇者って、父親には会ってみたいけどな。これからどうすりゃいいのか、教えてほしい」

（……教わるのは無理じゃねえかな。百年前とは違うんだ。勇者ってのは勇気があるとか強いとかじゃあないんだ、フェリクス。頭の固いやつらの思いこみを無視して、これまでの決まりごとをぶっ壊して、怖がらずに世界をひっくり返して、新しいルールを作れるやつのことなのさ。だから、前にそれをやってから百年もすぎちまうと、もうしがらみができてて、いまさらぶっ壊す勇気はなくなってんじゃないかな、かつての勇者も）

「いつもながら、おっさんの言うことはおっさんくさいな」

　フェリクスは、聖せい杖じようガンダルヴァの思念が、中年男性っぽく響くからと『おっさん』呼ばわりしている。リルアリア女神に聞いた話では、ガンダルヴァは、創世の兄神がこの世に遺のこしたわずかな神の力を集め、女神たちが共同で創った、最高の魔術至宝アーテイフアクトだそうだ。

（うるせえよ、おっさんって言うな。ともかく、犬耳族コボルドの姫巫女を守って、戦狼族ウオーウルフの姫巫女を解放しろってリルアリアが予言したろ？　牛頭人ミノタウロスの姫巫女ん時みたいに無む茶ちやな力の引き出し方だけはするなよ）

「できるだけやってみる」

　フェリクスの答えがぶっきらぼうになったのは、〈闇堕おち〉した戦狼族ウオーウルフの姫巫女、またの名を〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の話が出たからだ。

　大平原の戦いで、彼女と戦ったストームライオンも多くの犠牲を出した。あの時、ガンダルヴァの魔法で見たあの姿は、救いようがあるとは思えなかった。

「どっちにしても見つけてからの話だ。配下はともかく、本人は姿を消してるんだろ」

　大平原の戦い以来、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は姿をくらましている。教団の面々は、あちこちに散って情報を集めていた。

　戦狼族ウオーウルフの姫巫女本人は行方不明だが、戦狼族ウオーウルフや配下の妖鬼族ゴブリンがこのあたりに出没しているという情報があった。フェリクスは、守るべき犬耳族コボルドの姫巫み女こを見てみたいと言って、ガンダルヴァだけは連れ、ひとりで出てきた。実のところ、そろそろリルアリアの法王としての勉強漬けが、辛つらくなってきたこともある。

（どうせすぐに、メリアディスあたりが追いかけてくるだろうけどな。それまでは、三十日ぶりに羽を伸ばすがいいさ）

「あの街道をずっと行けば、次の妹がいる犬耳族コボルドの里か。手前のあれは、また別の町だよな？　なんてとこだ？」

　フェリクスは、草原を貫いて延びるふたつの街道が交差する点にある、城壁に囲まれた都市を指さした。夕ゆう陽ひが長い影を落としている。

（あれは交易都市だな。カイエンって言ったか。行ってみるか？　たぶんうまい食い物とかあるぜ、俺は食えなくなっちまった身だけど）

「料理か。あれはあたりはずれがでかいよな。美う味まいのもあるけど、熱いしな」

　フェリクスは、複雑な顔つきになった。

「あと、自分で狩ったんじゃない食べ物は、どうも落ち着かないんだよなあ。……このなわばりって、どんな獲物がとれるんだろうな？」

（さてねえ。……おい、フェリクス。あそこでやってんのは、狩りじゃねえよな？）

「うん？　どれだ？　……ああ、違うな」

　彼らが見つけたのは、草原のひとすみで起こっている騒ぎだった。

　屈強な十人あまりの兵士が、幼い少女を連れた若い娘を追いかけている。兵士は、頭部が獅し子しの形をしている。逃げているほうは、耳と尻尾だけが動物のものである。

　この木から、千歩ぶんくらいの距離があるだろうか。

「ストームライオンと頭の形が似てる種族もいるんだな。弱いものいじめするとか、中身はだいぶ違うけど。あれは生きるのに必要な、食べ物を獲るための狩りじゃないよな？」

（ああ、そういう狩りじゃないと思うぞ。あれは獅子人アスランって種族だ。ほら、例の〈獅子同盟〉の主力だよ。喋しやべってる声を魔法で聞いてみるか？）

　杖つえは、しゃららと黄金の鎖を震わせ、聴覚強化の魔法を発動させた。

　まずは兵士たちの言葉が届いた。

「待たれよ、姫巫女どの！　これ以上の逃亡は、もはや〈闇堕おち〉なすったものとみなしますぞ。指揮官ラーコック殿の命令です、その子どもをお渡しなされ」

「先ほどの襲撃を手引きしたのはそやつということになっております！」

　追われている娘は、ふりかえって何か叫んでいたが、フェリクスはもうそれを聞いていなかった。

「妹じゃないかっ！」

　既に走りだしている。

（こらっ、相棒の俺を置いていくな！）

　聖なる杖つえの思念が虚こ空くうに響く。てっぺんの枝に引っ掛けられたままだ。意識もあり知恵もあり、多彩な魔法を秘めているが、自分だけで移動することは無理らしい。

　杖の呼びかけを放置して、フェリクスは、幹をまっすぐに駆けおりていく。彼は裸足はだしだ。足の指の力だけで幹にしがみつき、空中に飛び出さずに、すさまじい勢いで下っている。

　加速をそのままに保持して、地面に到達した。

　九十度向きを変えて、まっすぐに走る。

　素足のままで、石を踏もうがトゲのある草を踏もうがおかまいなしだ。

　痛くないわけではないだろうが、もう勢いが止まらない。

　追われている娘が見る見る近づいてきた。

　頭の左右に垂たれた大きな耳は、毛皮に包まれている。犬耳族コボルドによくある形だ。それ以外の特徴は人間族ヒユーマンだ。つるりとした白い肌。ちんまりした鼻と口、大きな眼め。やや小柄で、髪は背中あたりまでまっすぐ伸びて黒い。

　犬耳族コボルドの姫巫み女こだ。彼女はふりかえって叫んでいる。

「チャミに罪はありません。あれはこの子とは関係ない……」

　姫巫女が胸に抱いている、幼い少女がチャミだろう。基本的には人間族ヒユーマンだが、くわえて犬とは別の動物の特徴をそなえていた。頭頂に近い位置に、動物風の大きな耳がある。頬ほおから短いヒゲが、左右それぞれ三本ずつ。そして、ふかふかした縞しま模も様ようの尻尾もあった。アライグマだ。

「あいつも妹か？　いや、でもやりとりからすると違ったな。混在種ハイブリツドってやつか」

　異なる種族の親から生まれた者をそう呼ぶ。

　犬耳コボルドの姫巫女の、地味だが高級な衣服と違って、アライグマの幼女は、ごく質素な、庶民の服を着ていた。

　幼女をかばって、兵士たちに追われているのは、フェリクスにもわかった。

　詳しい事情はわからなくても、姫巫女だというだけで助ける理由は充分だ。

　あと、久しぶりに手足をのばして暴れられる。

「おーい、妹、助けに来たぞ！」

　呼びかけられて、犬耳コボルドの娘が、フェリクスに気がついた。

　もともと大きかった娘の瞳がさらに見開かれた。きらめきを帯びた彼女の瞳と、何もかも射貫くようなフェリクスの瞳が出会う。

　フェリクスは、彼女に笑いかけた。

「ひゃうっ!?」

　姫巫女が怯おびえた声をあげて立ち止まった。

　笑いかけられたというより、牙をむきだして威い嚇かくされた、と感じたのだろう。フェリクスの笑いは、肉食の野獣みたいな雰囲気なので、無理もない。

　娘は、ぺたんと座り込んで、一瞬だけこわばっていたけれど、次の瞬間、かかえていた幼女を背後にかばった。

　まっすぐにフェリクスの目を見て、大きな声で叫ぶ。

「お願いです、この子は見逃してくださいっ！」

　そう言った次の瞬間、背後からは獅子人アスランの兵士が追ってきていることを思い出し、今度はフェリクスに背を向けた。声は震えていたけれど、スカートの尻尾穴から飛び出した犬そっくりの短い尻尾は、フェリクスに立ち向かうように、ピンと伸びていた。

　それを見た時、フェリクスは胸がどきりと高鳴るのを感じた。

　彼は、その高ぶりのままに、また吠ほえた。

「大丈夫だ！　〈千せん牙がの王者〉は子供を食べない！」

「ひゃううッ!?」

　犬耳を持った娘の尻尾が、パタパタと左右に動く。

　飛びかかってくる敵を、なんとか払いのけようとする動きに見えた。

「そういうのいいぞ。敵と力の差があってもあきらめるな。ただし、俺は敵じゃないけどな。おまえの兄貴だ、姫巫み女こ！」

　駆け寄ったフェリクスは、そのまま犬耳族コボルドの姫巫女を、ひょいとかかえあげた。胸の前に抱きかかえる。












「はいっ？　私のですか？　そんなはずはありませんよ!?」

　驚きのあまりか、抵抗するのも忘れた彼女をかかえたまま、フェリクスはふたたび走りだした。後ろから、獅子人アスランたちの怒声が飛んできたが放置する。

　ほうっておけなかったのは、がうーという可愛かわいい声だ。

　フェリクスに抱えられた姫巫み女こに、さらに抱えられている幼女の、精一杯の威い嚇かくだった。

「なにをするですかー。姫巫女さまを放すですよー。がうー」

「だけど、俺が放すと、あいつらに捕まるぞ」

　幼女が返しに詰まった。娘のほうは、さっきのフェリクスの言葉の意味を考えている。

「もしかして、わたしはあなたの妹さんに似ているのでしょうか？　だとしても勘違いですが、助けていただけるとありがたいです」

「勘違いじゃない。おまえは犬耳族コボルドの姫巫女だろう。なら俺の妹だ」

「それはいったいどういう意味……でしょう……か？」

　フェリクスの声に含まれた、優しげな雰囲気が、姫巫女が続けようとした言葉を封じた。大きな目が、じっとフェリクスを見つめる。

「……可愛いな、おまえ。妹だから、かな？　いや、ふつうに可愛いのかな？」

「え？　あの……はい、ありがとうございます。ええと、あなたは、怖いですけど、かっこいいですよ」

「そりゃ嬉うれしいな。前に助けた妹も可愛いんだけど、ちょっとなつかれすぎて……おっと、そうはいかないぜ」

　突然、フェリクスが跳んだ。身体をくるんと回転させる。

　はねあがった足が、追いつきかけていた獅子人アスラン戦士の顔面を蹴り飛ばす。突っこんできたところへの逆撃で、そいつは遠くへ吹き飛んだ。

「大丈夫だっ！」

　そう声をあげながら、フェリクスは、姫巫女たちを高々と宙へ放り投げた。

「おまえは俺が……っ！」

　両腕が空になった。それで、さらにもうひとり、追いついてきた獅子人アスランの戦士を掴つかみ、投げ飛ばした。相手の突進の勢いを利用してそのまま地面にめりこませる。ついでに背中を踏んづけた。

「……守るから！」

　落ちてきた姫巫女たちを受け止めて、フェリクスまた笑った。

　幼女が、またがうーと唸うなった。

「あんた、なにを言っているですか。姫巫女さまは女神さまの分身なのです。おまえは俺が守るとか、求婚ですか？　そんなの意味ないのです。無理なのです」

「キュウコンっ？」

　姫巫み女この声が裏返る。耳が激しく動いている。

「兄と妹だぞ。結婚するわけにはいかないだろ。あれ、神さまだと、それもいいのかな？　兄神って、妹女神たちと結婚してたんだっけ？」

「してないです。わ、わたしもできませんですよっ」

　真っ赤な顔になって姫巫女が答える。

　代わりに、幼女が冷静な声で言った。

「姫巫女さまに、お兄ちゃんがいるはずないです。いい加減なことを言ってると噛かみつきますよ」

「ははあ、そういう度胸のあるやつは好きだぜ。けど、おまえの前に、俺に噛みつきたそうなのが、まだいるからな」

　フェリクスは、踏みつけていた獅子人アスランの戦士からおりた。

　気絶して動かない戦士に、駆けよる仲間はいない。フェリクスに警戒の目を向けている。

　追いついてはきたが、どうするか決めかねていたらしい獅子人アスランの戦士たちは、半円の形に、フェリクスらを囲んでいた。

「ちょっと待ってろ」

　姫巫女とチャミをおろすと、フェリクスは追っ手に向き直った。

「悪かったな、来いよ」

　手まねきをする。

「我ら〈獅し子し同盟〉の精鋭に歯向かうとはなかなかの度胸だ。命だけは助けてやろう」

　残る敵は十人ほどいる。そのうち、まず二人が跳びかかってきた。先に仲間が倒されているのを見ているから、油断はない。素す手でのフェリクス相手なので剣は抜いていないが、そもそも牙と爪がある。

　鍛えられ完全武装した人間族ヒユーマンの兵士五人で、未訓練で素手の獅子人アスランの若者一人とようやく互角だと言われている。

　だが、その牙も爪もフェリクスには届かなかった。

　フェリクスは、一瞬身を沈めて攻撃をかわすと、伸びあがりざまに、拳で、敵の顎あごを砕いた。のけぞったそいつを踏み台にして空中に舞い上がり、もうひとりの顔面に膝ひざ蹴りを叩たたきこむ。敵は、左右に吹き飛ばされ、地面に転がった。

　先に倒したのとあわせて四人、起き上がってくる気配がない。頑丈さでは、八十八種族でかなり上位の獅子人アスランなのに、だ。

　なびく黄金の髪が、陽光を照り返した。

「すごーい。すごーい！」

　半洗熊人ハーフラスカルの幼女が声をあげた。さっきまでの警戒しまくった態度が、一瞬で手のひらを返すよう変化していた。

「そうだろう。すごいだろ？　俺をもっと褒めてくれ。俺は、褒められて成長するから」

「はいはい、褒めるですー。すごいですよ。へなちょこぷーをやっつけちゃってください」

　幼女の挑発に、戦士たちはやすやすとは乗らなかった。

　きちんと陣形を組んで、武器をかまえる。

「素す手でだと見くびってすまなかったな。だが、実力を見たこれからは命のやりとりだ！」

　背負っていた両手槍やりをかまえたのが四人、剣と丸盾を使うのが四人。剣と盾が、他のたいていの種族なら両手が必要な大きさである。連係もよく訓練されており、各人の技量もかなりのものだ。

「なるほど、なかなかやるじゃないか。弱い相手を追い回してたのは感心しないけど、おまえたちもライオンのはしくれっぽいな。なら、本物の吠ほえ声を教えてやるぜっ！」

　フェリクスは息を吸いこんだ。胸囲がひとまわり大きくなった。あばらの形すら変わっているように見える。

　次の瞬間、フェリクスの喉のどからほとばしった、とてつもない大音声の咆ほう哮こうが、獅子人アスランの兵士たちを打ちのめした。ストームライオンは、実際に力をふるうまでもなく、吠えるだけで敵を屈服させる。

　獅子人アスランの戦士たちが、矜きよう持じも勇気も吹き飛ばされ、膝ひざを折りかけた。

　だが、倒れはしない。リーダー格のひとりが声をふりしぼって仲間を支えた。

「まさしく、名誉を賭けるに値する強敵！　みな、かかれっ！」

　だが、その時にはもう、フェリクスがふところに踏みこんでいた。

　どん、と腹に重い一撃を喰くらって、獅子人アスラン戦士のリーダーがそのままうずくまる。

　残りの兵士たちが、唖あ然ぜんとした顔でフェリクスを見つめた。

「武器を持った、本気のやつと戦うのはまだ二度めなんだ。ここしばらくで教わったことを試してみたいから、まだかかってきてくれるとありがたいんだけど」

　のんびり、と形容してもいい口調でフェリクスが言った。それが、かえって萎なえかけた戦士たちの気持ちをふるい立たせた。

「むろん、我らは退ひかぬ。獅子人アスラン戦士にとって一度の負けは負けにあらず！　獅し子し奮ふん迅じんせよ！」

「おうっ！」

　槍を持っている四人がみごとな連係で突きかかってくる。どうかわそうが、誰かひとりの穂先にはかかるはずだった。

「ありがたいけど、敵の強さはちゃんと見抜けるようにしたほうがいいぜ。強さの判断を間違えたら、逃げなかったことを恥じろって、武術の先生が言ってたよ」

　フェリクスが、戦士たちの突きを紙一重でことごとくかわしながら言った。

　獅子人アスランの戦士らの連係は、みごとではあっても完璧には至っていなかった。

　ほんの紙一重、わずかな隙間がある。

　フェリクスは、そこをかいくぐった。彼の動きは、まさしく風を超え、嵐を超え、電光と化すと謳うたわれるストームライオンそのもの。

　まずひとりが、横っ腹に蹴りを喰くらって吹き飛び、動かなくなる。続いて、眉み間けんを、こめかみを、みぞおちを拳に打たれて、三人が一瞬のうちに倒れた。

　その手から、槍やりを取り上げたフェリクスは、三本を、まとめて投げた。無造作に投げたように見えるのに、正確に残る三人の盾に向かって飛んでいく。

　槍と同じ速度でフェリクスが迫った。盾を動かして本人の攻撃を防げば槍が刺さる。槍をふせぐために動かなければ、拳の一撃を受ける。

　とっさにどうするかわからないまま、棒立ちになっていた三人が、次の瞬間には、それぞれぶん殴られ、気を失って倒れていた。

「はー……。ほんとにすごいです」

　あっけにとられたままの褒め言葉が、最後の拳をふりきった姿勢のままでいたフェリクスの背後から聞こえた。

「おっ、そうか。すごかったか？」

　フェリクスは、ふりかえってにやりと笑った。姫巫み女こも、こくこくとうなずいた。

「はい、すごかったです。これまで見たこともない強さでした。……わたしは戦いとか、あまり知らないんですけど」

　フェリクスは、胸を張った。

「けっこうがんばったぞ。妹を守るためだからな」

「うーむ、悪い人ではなさそうだし強いですが、姫巫女さまに兄などいないのですよ。そこは、わきまえてもらわないと困ります」

「本当にそうなんだけどなあ」

　フェリクスは、がりがりと頭をかいた。

「姫巫女は百年前の〈闇堕おち〉との戦いで生まれたんだろう？　それまでは〈精せい髄ずい〉っての通じて、八十八の種族は夜空にいる始祖の女神から生きてく力を授かってたってな」

　八十八種族は、それぞれ別の妹女神によって産み出された。女神は、天空に昇って星座になり、各種族を見守っている。種族固有の魔法や特殊能力である〈加護〉なども、女神たちがそれぞれの種族に、天空から神の力を注いでくれるから使えるのだ。子孫を作れるのも、知恵を持てるのも、女神から注がれる力があってことなのである。

　かつては〈精髄〉と呼ばれる、巨大な魔法の宝玉が、女神の力を受け取り、種族に分け与えていた。ところが、前回の〈闇堕ち〉では、強大な魔力を持つ魔神族デーモンが〈暗雲〉に乗っ取られ、すべての〈精髄〉同時に危機に陥った。あやうくすべての種族が〈闇堕ち〉するところだったのだ。

　それを防いだのが勇者だ。正体は伝わっていない。勇者は、固定されている〈精せい髄ずい〉が動いて逃げられるようにしようと考えた。八十八の女神と契ちぎりを結んで、魔法の宝玉を、生きた乙女に生まれ変わらせたのである。それが、いまの姫巫み女こたちなのだ。

「つまり姫巫女はみんな、勇者と女神の娘みたいなもんだ」

「……そう言われるとすごく俗っぽくて困るのですが」

　姫巫女が、むうっと口をとがらせる。

「でも、それと、あなたがお兄さんだということにどんな関係が？」

「つまり、あなたは女神さまたち全員の子どもか、百年前の勇者さんの子どもとかになっちゃうですよ。ありえないこと言っちゃだめなのです」

　まさかという口調で言ったチャミに、フェリクスは、にっと笑いかけた。

「ところが、それがあったらしいんだな。俺は、百年前の勇者の子だってよ。長い間、赤ん坊のまま隠されてたとかなんとか、リルアリアさまが言ってた。魔法で、だって」

「魔法といえばなんでも納得すると思うなですよ。そんなことした理由は？」

「さあ？　そいつは聞いてない」

「理由などなくても、あなたの力を見れば、その素性は納得できる」

　かすれた声が割って入った。倒れていた獅子人アスランの戦士のひとりが、いつの間にか上半身を起こしていた。ほかはみな気を失ったままだが、リーダー格の一人だけは、気がついたらしい。

　フェリクスは身がまえ、姫巫女はチャミを抱き上げて逃げる姿勢になった。だが、戦士は首を左右にふった。もう敵対するつもりはなさそうだ。

　彼は重々しい声で言った。

「あなたの速さ、力、技。すべてみごとなものだった。百年前の勇者の子、そう言われれば納得もできる。そうでなければ、我ら精鋭が、こうも一方的に倒されはせぬ」

　犬耳族コボルドの姫巫女が、おずおずと口をはさんだ。

「みなさんが弱いわけはない、っていうのはその通りだと思います。でも、勇者さまの息子だっていうのは、それはやっぱりありえないのでは……」

「ええと、じゃあこれでどうだ」

　フェリクスは、さっきまで自分がいた巨大樹の方角に顔を向けた。

　手を開いた右腕をそちらに伸ばし、声をあげる。

「来い、おっさん！」

（せめて聖せい杖じようガンダルヴァと呼べやぁぁぁ！）

　思念で怒鳴りつつ、フェリクスの召喚に応じた杖つえが、物理的に飛来してきた。

　娘たちが目を丸くして、フェリクスの手に収まった杖を見つめている。飛来してきたことと、その豪華な見かけで、強力な魔法の品マジツクアイテムだということは、わかったからだ。

「おっさんの言ったとおりだわ。信用してもらうのに、見かけは大事だ。服を頼むよ」

（へいへい。状況は把握してるよ。すまないね、お嬢ちゃんたち、脅かして）

「ふえ？　姫巫み女こさま、杖つえがしゃべってるですよ？」

「魔術至宝アーテイフアクトさん……なのでしょうか。すごいですね」

　種族の姫巫女は、彼女たち自身が魔術の結晶のようなものだが、この犬耳族コボルドの姫巫女は、素直に感動している。

「もうちょっとびっくりするぞ。おっさん、頼む」

（へいへい）

　フェリクスの周辺を光が取り巻いた。聖せい杖じようガンダルヴァの魔法で、巨大樹の根元に置いてきた法王の聖衣を呼び寄せたのだ。

　もちろん儀式などで使う本式のものではなく、日常生活で使う略式の聖衣だが、それでも姫巫女には、それが何か見分けることができた。

「リルアリア女神の法王聖下の衣です！　長いこと空席だって聞いていましたけれど」

（こいつ、本当に勇者の息子なんだ。だもんで、長いこと空いてたリルアリア教団の法王を継いでもらった）

「失礼をいたしました。ならば、勇者の子、と名乗られても納得できます」

　姫巫女は、あわてて立ち上がり正式の礼をした。

「この世に残った最後の女神さま。私たち姫巫女の母たる星の女神方の姉ぎみ、リルアリアさま。その地上における代理人、法王聖下とは存じませず、御無礼をしました」

　彼女は、深々と頭を下げた。

「ほへ？　この変な人は、実は偉い人だったですか？」

　幼女は態度を変えない。

「八十八の種族は、いまは星座になっておられる八十八柱の女神さまが創造したもの。その女神さまたちのお姉さまで、種族を創造せず、大地全てを見守る役目をはたしてられるのがリルアリアさま。けれど、リルアリアさまは百年前に〈闇堕おち〉した魔神族デーモンとの戦いで、ほとんどの力を使い果たして眠りにつかれたの。夢を通じて、女神さまとお話しできるのが歌劇団……教団の法王さま。先代はお優しいおじいさまだったわ」

　姫巫女が、なつかしそうな表情で言った。

「らしいよな。勇者の血を引いてたらしいから、俺の親戚かなんかだろうけど、特別な〈加護〉はなくて、寿命で亡くなったそうだ。ただ、女神さまは言ってたぜ、油断するとお尻を触ってくる悪い癖があったって」

「はうっ？」

　姫巫女の顔が、また真っ赤になった。

「……あなたは本当に女神さまと話されるのですね。いまのことは、リルアリアさまと姫巫み女こだけの秘密のはず……。あっ、あの。チャミの口封じはご勘弁を」

（しねえよ。そっちの獅子人アスランも安心しな。そこまでして守る秘密じゃねえっての。いや先代がむっつりスケベだった、てほうの秘密な。こいつが勇者の子だったのは秘密で頼むわ。あとは〈獅し子し同盟〉にでもどこにでも報告してもらっていいぜ）

「……承知した。獅し子しの誇りにかけてお約束する」

　獅子人アスランの戦士は、彼ら種族の誓いの仕草をした。

　それを確かめて、フェリクスは、姫巫女とチャミに言った。

「さて、ところでこれからどうする？　俺は、おまえたち姫巫女を〈闇堕おち〉勢から守ることになってるんだけど、どうすればいちばん確実かな？」

「ならば、我ら〈獅子同盟〉と手を組んでください！」

（あ、これは起きてるとめんどくさいやつだ。眠ってもらおう）

「そうだな」

「お待ちください、我らは……」

　杖つえから安眠の呪文が飛んで、獅子人アスランの戦士は眠った。

　フェリクスは、それを見届けて、あらためて姫巫女たちに向き直った。

「まだ名乗ってなかったけど、俺はフェリクス。法王聖下はなしだ。妹は特にそう呼ぶな」

（教育係の三人以外からそう呼ばれると、やたら照れくさがるんだよ、こいつ。だから、フェリクスって呼んでやってくれ。姫巫女さんなら同格みたいなもんだから、呼び捨てでいい。ちなみに、俺は聖せい杖じようガンダルヴァ。名前よりは、おじさま、って言われたいな）

　杖も割りこんで名乗った。

「わかったですよ、変な杖のおじさん」

（ぜんぜん、わかってねえじゃねえか）

　ガンダルヴァがぼやく。

「フェリクスと呼んであげるです。あたしのことも、チャミと名前で呼ぶですよ」

「よし、わかった。チャミだな。ところでチャミ。おまえたちの姫巫女に、なんか愛称はあるのか？」

「はい？　姫巫女さまは姫巫女さまですよ？　他に呼び名とかいるですか？」

　姫巫女は、それぞれの種族にひとりきりだ。だから、姫巫女としか呼ばれない。他種族の姫巫女を呼ぶ時は、種族名をつけるのがふつうだ。

「そうか。ストームライオンは正式の名乗りをもらう前に、仮の名前をもらうんだ。ないと不便だろ？　なら、俺がつけてやる。法王は、そういうことをしていいらしいんだ」

（そりゃおまえ、聖職者として名付け親を……）

　ガンダルヴァのツッコミに耳を貸さず、フェリクスは犬耳族コボルドの姫巫女の瞳をのぞきこんだ。

　彼女の瞳に、フェリクスの顔が映りこんでいる。たてがみのような黄金の髪、くちびるからはみだした牙。どちらも陽光を照り返して、彼女の目に映るフェリクスは、きらきらと輝いていた。

　フェリクスの瞳には、姫巫み女この姿が反射している。

　背中までの黒髪。オレンジの大きな瞳。鼻はわりと小さい。口も小さいが、犬けん歯しが大きめなのは、少しフェリクスと似ている。

　彼女の姿が、彼の瞳の奥に吸いこまれた。

　フェリクスが、まばたきをしたのだ。

　彼は言った。

「おまえを見てると、なんでかのんびりした気持ちになるな」

「わたしたち犬耳族コボルドは全般にそうらしいです。撫なでると気持ちがいい、とも」

「そうなのか？」

　フェリクスは首をかしげたが、実際に撫でようとはしなかった。

「撫でる。安らぐ。……ストームライオンの古い言葉で、ふわふわするって意味の……なんだっけ？　そうだ、コニー。おまえは今日から、ふわふわのコニーだ」

「ふわふわ……」

　コニーと名付けられた彼女は、そっと自分の新しい名をつぶやいた。

「はじめて呼ばれました、そんなふうに」

　はにかんで、うつむいている。

「なんでだ？　おまえっていかにもふわふわして、抱え心地よかったぞ。軽かったし」

「えっ、そういう意味なんですか？」

　顔をあげて、目を丸くしている。耳も、ぱたぱた動いていた。

「さわった感じだけじゃなくて、気持ちだな。ふわりって柔らかになれる」

　フェリクスは、ほとんど無意識に、彼女の頭を撫でようと手をのばした。

「ひゃっ」

　コニーと名づけられた少女は、小さく声をあげて首を縮めた。垂たれていた犬耳が、ぴーんと左右に伸びている。

　彼女はぎゅっと目を閉じていたが、フェリクスは、いつまでも頭を撫でてこない。

　もがもがという奇妙な声が聞こえる。

　不思議に思って目を開けると、フェリクスの手首にあむっと噛かみついて、チャミがぷらんぷらん揺れていた。もがもがいう声は、チャミのものだったらしい。

「わかった、わかった。勝手に撫でないから放せって」

　フェリクスが苦笑している。

　コニーは、小さく息を吐いた。ほっとしたのか、がっくりしたのか、自分でもよくわからない。チャミが、顎あごをはなして、ぽとんと地面におりた。

「女の子の頭は神聖なのです。姫巫み女こさまも神聖です。神聖と神聖をあわせたところを触ろうとか、百万年早いのです」

　チャミが、がうーと威い嚇かくする。

「だけど、ふわふわを意味する言葉をつけるとか、その選択は褒めてあげるです」

「名前、つけてもらったほうがいいと、チャミは思うの？　わたしは姫巫女だから、そういうふうに扱ってもらってはいけないような」

「だったら、俺だけが呼ぶ。特別だ。俺は兄だからな！」

　フェリクスがにやりと笑った。

「特別とか……その、姫巫女には特別はいてはいけないので。民はみな平等で」

　うつむいた顔が真っ赤だ。

「だから、おまえは俺の妹だからいいんだよ。これから守ってやるのに、いちいち遠回しに呼ぶのも不便だし」

「妹というのはありえないんですけれど……。それに、出会ったばかりの方に守っていただくわけには……」

（戸惑うのもわかるが姫巫女さま。俺たちは女神リルアリアの遣いだ。どうあったって、姫巫女が危ないなら戦うのさ）

「そうそう。俺が言いたいのも、そういうこと」

　姫巫女は返事をしない。じっとうつむいて、考えこんでいる。

　それを不安の証拠だと思ったのだろう。フェリクスはことさら明るい声で言った。

「心配するな、妹。おまえの兄は強いからな」

「こら、さっき言ったですよ」

　また頭を撫なでようと手を伸ばして、フェリクスはチャミに唸うなられた。

　けれど、うつむいていた顔をあげた姫巫女が、その伸ばされたフェリクスの手をとって、両手で包みこんだ。ぐっとくちびるを結んだ、決意の表情だ。

「お、おうっ？」

　今度はフェリクスが戸惑っている。

「わかりました。でも、守ってもらうのはわたしではなく、わたしの犬耳族コボルドのみんなです。守られるだけじゃなく、いっしょにできることはさせてくださいね」

「姫巫女さま。決意されたのはいいですけど、なんでフェリクスの手を握っているですか」

「え？　チャミ、わたし、そんなことなんて……あららっ」

　どうやら無意識のうちだったらしい。あわててふりはらうと、またうつむいた。耳がぱたぱた動いている。

「すみません。失礼なことを。こんなはしたないこと、したことないのですが」

　顔も真っ赤だ。男性の手を握りしめるなんて、はじめてらしい。

　フェリクスは、まじまじと自分の手を見つめている。

　実のところ、女の子に手を握られたのは、彼も生まれてはじめてだった。

「……なんだろうな。さっきも抱きかかえたのにな」

　手を握られるのは、なんとなく違っていた。戦いのさなかに、牛頭人ミノタウロスの姫巫み女この肩をつかんだ時とも違う。大平原で、動物たちを撫なでるのと同じ気分で、彼女の頭をなでようとしたが、いまはなんだか、それが恥ずかしかった。

「ところで、これからのことですけど」

　妙な雰囲気になってしまったフェリクスとコニーを交互に見つつ、チャミが言った。

「姫巫女さま。こいつは変な人ですが、強いです。しばらくは助けてもらうのがいいかもしれません。チャミは、そう考えました。母さんの種族は悪知恵が働くのです。ひとまずは、交易都市カイエンに行くのが、ちりぢりになった時の犬耳族コボルドのみんなとの約束でした」

　複数の種族が共存する目的で作られる交易都市は、ほとんどが独立独歩の立場をとり、そして強固な城じよう塞さい都市でもある。

　ふつうなら交渉の場としてそこを使うのだが、今回は〈獅し子し同盟〉が『敵か味方で、中立は認めない』と脅してきて、カイエンの人々を怒らせてしまい、使えなかった。彼らは既に〈闇堕おち〉勢の攻撃を数回受けているが、ことごとく撃退している。

「だから、まずはカイエンまで送ってもらうといいと思うです」

　コニーは、しばらく考えた。リルアリアさまに仕える教団は、音楽や芝居、曲芸で人を楽しませて心をひと時救う存在だと思っていた。だが、この少年は雰囲気が違う。

「わかりました。カイエンまではお願いします」

　ぺこりと頭をさげる。

「よし、じゃあ行くか」

　即断即決のみならず、決めればすぐに動くのがフェリクスだ。おかげで、ほかの仲間をおいて、ついここまで先行してしまったわけだが。

（そりゃあ、いいが。いまからじゃあ、いくらフェリクスの足でも、二人をかかえてると陽ひも暮れる。城門が閉じちまう。今夜は安全な木の上でも探して野宿したほうがいい）

　ガンダルヴァが言った。

「ううん、姫巫女さまはくたくただし。本当なら、いいお宿で休んでほしいのですが」

「わたしは大丈夫。でも、チャミの体力が……」

（まかせとけって。俺が魔法で、いろいろ整えてやるから）

「ああ、おっさんと一緒なら、一流の宿並みらしいぞ。知らないけど」

　宿に泊まったことのないフェリクスである。

　むしろ、空が見えないと窮屈で安眠できない。

「……ということでしたら」

　コニーはうなずいた。

「せっかくだから、いろいろと話も聞かせてくれ」

　言いながら、フェリクスが歩きはじめる。彼は、駆け下りてきた巨大樹を目指していた。

　コニーは、あわてて後を追いかけようとした。

「姫巫み女こさま」

　チャミが彼女を呼び止める。小さな手をさしだして、照れくさそうだ。

　にこりと笑いかけ、コニーはその手をつないでやった。

「それでさあ、教えてほしいんだけど」

　ふりむきもしないで、フェリクスが訊たずねた。

「はい。何からお話しをしましょうか。わたしたちの里はいま狙われ……」

「コニーは、好きな食べ物とかあるのか？」

「え、そういう話題なんですか!?」

「いや、なんていうか、辛つらい話をする前になんかなごむ話がいいかと思って」

「そういうのは気遣いではないですよ、変な人」

「わたし、綿菓子とか好きです。あのふわっとしたところが」

「ほら見ろ、やっぱりふわふわでいいじゃないか」

　フェリクスが声をたてて笑った。

　その笑い声を聞いているうちに、コニーは、ほっとしていた。

　これから、彼女の犬耳族コボルドは〈闇堕おち〉勢と〈獅し子し同盟〉にはさまれて苦難の道を歩むはずだ。〈闇堕ち〉するつもりはないが、あの〈獅子同盟〉に加わっても、ろくなことにならない気がする。覚悟を決めねばらないと、コニーは考えていた。

　そんな厳しい戦いに挑む前の、ほんのしばらくの間、フェリクスと一緒にいるのは楽しいだろうと思った。提案された野宿は初めてだが、彼が一緒なら、きっと面白いだろう。

　いまはまだ、コニーは、フェリクスに世界を救う力があることを信じてはいない。それどころか、自分たち犬耳族コボルドの苦難に巻きこんではいけないと思っている。

　遠い将来に、この時のことをふりかえったなら、コニーは、巻きこまれたのが自分たち犬耳族コボルドだったと気がつくはずだ。

　欲望に任せて世界を貪むさぼる〈闇堕ち〉勢と、野望を秘めて正義の顔をする〈獅子同盟〉の、いずれでもない存在が、この出会いから生まれるのだと知るはずもなかった。
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　街道に、夜が訪れた。

　さいわい、ふたつの月はどちらも満月が近い。歩くのに明かりは充分だ。

　疲れ切った人影が、ひとつきり。

　本来は上に向けて尖とがった耳も、もさもさとしたひげも、しょんぼりとうなだれて、ひとりの犬耳族コボルドが街道を歩いていた。かなりの老人だ。

　彼は〈獅し子し同盟〉との会談にいた、犬耳族コボルドの長老である。

　歩いているというか、よろめいている。杖つえにすがって、どうにか前に進んでいた。

　怪け我がはないようだが、ずいぶんと疲れているようすだ。

　それでも休まずに歩き続けては、時々、空中をくんくんと嗅いでいる。

　老人の頭部は、ほぼ犬そのものだ。猟犬の系統である。鼻はかなり鋭いはずだ。

「匂いはない……。姫巫み女こさま、無事に逃げられたであろうか……」

　彼はそうつぶやき、よろめきながら、とぼとぼと歩き続けた。街道とはいえ、あまり人の行き来は多くない。いまは、彼しか見当たらなかった。

　やがて、彼は街道の分かれ道にたどりついた。

　分岐を示す矢印がある。

　彼が来たほうには「草原街道」という道の名しかない。行く手は左右に分かれていて、左には「犬耳族コボルドの里」と書かれており、右には「交易都市カイエン」と記されていた。

　老人は、右に曲がろうとして、そこでばったりと倒れた。

　腹はら這ばいになって、ぜいぜいと息をつきながら、ぽろっと涙をこぼした。

「ああ、姫巫女さま。いずこにおわす。チャミよ、姫巫女さまを守っておくれ」

　ぐったりした体に、どっどっどという震動が伝わってきたのは、その時である。

　足音のようだ。複数の力強い足音が、歩調をそろえてこちらへ駆けてくる。

　犬耳族コボルドの長老は、もっさりと毛に覆われた顔をあげた。

　彼が住んでいる犬耳族コボルドの里のほうから、六本の足を持った巨大な生き物が駆けてくる。ぎょっとして逃げようとしたが、身体が動かない。

　そいつはどどどっと近づいてきたが、踏み潰つぶす前に止まってくれた。

「あれ、大丈夫？　ねえ、犬耳族コボルドの長老さんじゃない？」

　上からふってきた、すこし甘ったるい声に、聞き覚えがあった。

　ふりあおぐと、美しい少女の顔が見えた。

　ちょっと垂たれ目で、顔立ちだけでなく全体が柔らかそうな印象だ。

　頭には、短い角が二本、はえている。〈闇堕おち〉時とは違う、可愛かわいらしい角だ。

　六本足に見えたのは、三人の牛頭人ミノタウロスが組み上げた『騎馬やぐら』にまたがっているからだった。

「おお、あなたは、牛頭人ミノタウロスの姫巫み女こさまでは……いや、まさか、それはありえない！　まさか……幽霊ッ!?」

　勢いよく跳ね起きた長老は、そのまま走りだそうとして、思いきりころんだ。

　そのまま手で地面を這はいずって逃げようとしているが、動けない。

「え、どうしたの？」

　牛頭人ミノタウロスの姫巫女が、きょとんとした声で尋ねて、長老は泡を食いながら答えた。

「あなたさまは亡くなられたはず！　生まれてはじめて本物の幽霊を見ました。そうでなければ〈闇堕おち〉勢！　これが逃げずにいられましょうか」

「おちつきなされ、長老どの」

　冷静さを感じさせる、きりっとした美女の声が聞こえた。牛頭人ミノタウロスのひとりが言ったのだ。他の種族にはわかりづらいが、同族中では知的な美女である。近衛このえ隊長だ

「我が姫巫女は……」

「お兄ちゃんがつけてくれた名前で呼んで」

　牛頭人ミノタウロスの姫巫女は言った。

　フェリクスは、彼女にも呼び名を与えていたようだ。

「ミルクさまは、亡霊ではない。そしてもはや〈闇堕ち〉もしていない。していれば、とっくにあなたは殺されている」

　冷静な響きが、犬耳族コボルドの長老の頭も冷やした。

　彼は、おずおずとふりかえった。

　まずとびこんできたのは、たわわな胸だ。大きな乳房を見つめて、長老はうなずいた。

「た、たしかに。以前、平和な頃にお会いした時のままのお姿でいらっしゃる」

　と言ってから、顔を見た。彼女は、騎馬やぐらをおりて、気づかわしげに長老をのぞきこんでいる。

「しかし、どうやって？　聞いた話では〈闇堕ち〉した種族が解放されるには〈闇の紋章〉を刻まれた姫巫女をその……」

　当人を前に、殺す、とは言いづらかった。ミルクと呼ばれた牛頭人ミノタウロスの姫巫女はにこりと笑った。

「助けてくれた人がいるんだ。女神リルアリアさまの法王聖下。これから、あなたたちの里も助けてくれる人」

「……どういうことなのですか。歌劇団の団長がどうやって？」

　一般の人々にとって、リルアリアの教えは、歌舞音おん曲ぎよくで人々の疲れた心を癒いやせというものだ。法王といってもこの程度の認識である。正体を隠すための偽装だ。

「まずは、あなたの怪け我がと疲れを癒したほうがよさそうだ」

　あの冷静な声の牛頭人ミノタウロス女性が、腰に下げていた袋から薬草を取り出した。口にほうりこむと、くちゃくちゃと噛かみ砕き、すぐに手のひらに吐き出した。

「塗り薬で？」

「いや、呑のみ薬だ」

「……いただきます」

　親切心なのはわかっている。このあたりの種族による文化の違いは、文字通り、ぐっと飲みこまないと、異種族間の友人づきあいは難しい。

　見た目や製法はともかく、薬草の効果は抜群だった。

　長老は、なんとか身を起こせるようになった。

「あたしを〈闇堕おち〉から解放してくれたお兄ちゃんが、こっちに来てるってわかって、追いかけてきたの。〈闇堕ち〉勢と戦ってくれるために。あいつらには会いたくないけど、お兄ちゃんのためなら仕方ないから」

　ミルクは、かつて自分を〈闇堕ち〉させた戦狼族ウオーウルフやその仲間である妖鬼族ゴブリンに出会うのは怖いが、それでもフェリクスを手助けしたいのだ。彼女に、そんな衝動が根づいてしまっている。

　犬耳族コボルドの長老は、ミルクが何を言っているのかよくわからないまま〈闇堕ち〉勢については、うなずいた。

「はい。このへんに〈闇堕ち〉勢が出没します。わしらは、それから守ってもらおうと〈獅し子し同盟〉と交渉に向かったのですが……」

「それはやめたほうがよかったねー。姫巫み女こをさしだせって言ったでしょ、あいつら」

　ミルクはすぐにそう返事をした。

「知ってらしたので？」

　尋ねてから長老は気がついた。つい先日まで、彼女は、〈闇堕ち〉勢の一員として〈獅子同盟〉と戦っていたはずだ。しかし、以前にあった時と同じこの姿を見ると、とても信じられない。〈闇堕ち〉したという話そのものが間違いだった気さえする。

　だが、ミルクと名のついた娘はこう言葉をつづけた。

「あいつら、姫巫女をさしださせて、なんか変な魔法を使って、障壁結界マジツクウオールとかいうの作るでしょ。どうやってんのかは知らないけど、すごくヤバい感じはしたのね。世界を守るとか正義ぶってるけど、やってることは〈闇堕ち〉勢とたいして変わらないよ」

　ミルクの言葉に、長老は、がっくりと肩を落とした。

「もう一日早く、そのお言葉を聞いておれば、こんなことには……」

「大丈夫だよ。お兄ちゃんが、もうすぐそこまで来てるはずだから」

　ミルクはぎゅっと長老を抱きしめた。柔らかな胸に埋うずもれたが、既に枯れた老人は、温ぬくもりに癒いやされこそすれ過剰な反応はない。

「オニイチャン……ですか？」

　姫巫み女こに兄がいる、などというのはそもそも理屈にあわないので、怪け訝げんそうな顔だ。

「うん。〈獅し子し同盟〉なんかより、ずっと頼れる。きっと、あなたたちも助けてくれるよ。安心して。お兄ちゃんなら、もし、あなたたちの姫巫女ちゃんが捕まっちゃったとしても、きっとなんとかしてくれる」

　ミルクの、確信に満ちた表情が、長老にも安心感を与えた。

　彼ら犬耳族コボルドは、一度、心を開いた相手はずっと信用する。

　牛頭人ミノタウロスは、犬耳族コボルドがあちこちの種族に下働きに雇われるのと同じく、力仕事や戦いのために雇われる。どちらも、知恵ある八十八種族には珍しく、世界のあちこちに分散して住む種族だ。その縁で、なんどか種族全体で協力したことがある。姫巫女同士も、それなりに親しい。

　だからこそ〈闇堕おち〉から解放された、という、驚くべき話も信じたのだ。

「たぶん〈獅子同盟〉には、捕まってはおられぬと思いますが……」

「ならいいけど。姫巫女と種族を引き離すとか、ありえないからね」

　ミルクが、白い頬ほおをぷうっと膨らませた。おつきの牛頭人ミノタウロスたちが、なだめるように頭を撫なでた。

　彼女たち姫巫女は、種族の繁栄を支える存在だ。種族ごとに立場はいろいろで、自ら統治に乗り出す者もいれば、象徴として君臨する者、ごくふつうに共に暮らすだけの者もいる。

　ミルクは、象徴として種族みんなから可愛かわいがられる立場だ。人間族ヒユーマンなら標準的な女性の身長だが、男女ともに巨漢ぞろいの牛頭人ミノタウロスにとって、彼女は幼い子供のように感じられるのだろう。一方、小柄な種族である犬耳族コボルドには、人間族ヒユーマン基準でやや小柄な姫巫女も大きな母のように感じられる。種族すべてで、疑似家族的な暮らしをしている。

「とにかく、あたしはお兄ちゃんを探して、あなたたちのこと、お願いするね。お願いしなくても、助けてはくれるけど」

「よくわかりませんが、もし〈闇堕ち〉勢から守っていただけるなら……希望が持てます。じつは〈闇堕ち〉勢が会談の場を襲ってきまして。あそこにいた〈獅子同盟〉の兵士は二百程度。相手は数で押す妖鬼族ゴブリンですから二千くらいはおったかと。もし我らが姫巫女がやつらに捕えられたなら、数日で我らも〈闇堕ち〉の危険が」

「大丈夫。お兄ちゃんがいれば、そんなことにはならない」

　ミルクは、自分を救ってくれたフェリクスを全面的に信じているようだ。

「捕まってない、とは思うのです。おつきの洗熊人ラスカルとの混在種ハイブリツドの娘がおりましてな、あの娘は知恵が回るので、うまく逃げてくれておるのでは、と。ともかくも、ご無事なれば交易都市カイエンでおちあうことになっておりますゆえ」

　老人は、よろよろと立ちあがりかけた。

「ああ、だめだめ。無理しないで。大丈夫、それなら、あたしがまずは、あなたたちの姫巫み女こちゃんを探してみるよ。知らない間柄じゃないし。まずは無事かどうか、おっぱいで占ってみよう」

「お、おっぱいでございますか？」

　長老が、どぎまぎした声で言った。

　ミルクが、ぐんっと胸をはった。

「ですが、ミルク様。聖別された乳はもはや残り少のうございますが」

　先程、薬草を噛かんでいた牛頭人ミノタウロスが言った。落ち着いた、知的美女を思わせる声だ。

「わかってる。でも出し惜しみはなし。ここで一気に追いつけば、もういらないからね」

　彼女はツボを受け取ると、中の牛乳を思いきり地面にぶちまけた。この牛乳には、あらかじめ魔法がかけてある。飛び散った形で、吉凶を占うのだ。

「うん。大丈夫。姫巫女ちゃんは無事。お兄ちゃんと……近くにいる？　でも……この形は……危険が迫ってる。丸い場所になんだけど、心あたりはある？」

「丸い……。……先ほど申しあげた交易都市カイエンは、円の形をしております」

「そうか。交易都市なら、逃げ場にはいいね」

　交易都市というだけで、そこがどの陣営にも属しておらず、独立独歩でいるために武装していることは、この世界の常識としてミルクも理解していた。

「うん。ならやっぱり、お兄ちゃんと犬耳族コボルド姫巫女ちゃんが、一緒にそこにいる気がする。だったら、あたしたちがそっちに行く。長老さんは、身体も弱ってるし。無理しないで。このことを犬耳族コボルドの里に知らせて〈獅し子し同盟〉がまた強引に配下になれって言ってきたり、〈闇堕おち〉勢が攻めてくるのに備えたほうがいいよ。うちの子に送らせるから」

「……たしかにそれがよろしいでしょう。しかし、夜になっております。城門は閉じておりましょう。わしならともかく、牛頭人ミノタウロスの方々は警戒されそうな」

　牛頭人ミノタウロスが〈闇堕ち〉から解放されて正気に戻った、という知らせはまだ広まりきっていない。怯おびえたカイエンの衛兵が〈闇堕ち〉勢だと誤解して、攻撃してくるかもしれない。実際、ここまでの旅で、ミルクたちは怯えの目で見られた。

「特に、わしらが会うたあの〈獅子同盟〉の指揮官は、ものの見方が偏った見方の男でした。もしやつらがカイエンに入りこんでいれば、ミルクさまを見ても〈闇堕ち〉勢の罠わなだ、正気に戻ったふりで騙だまそうとしているのだ、などと決めつけてくるでしょう」

　と言っている長老のほうも、人を信じすぎるきらいはあるのだが。

　さすがに長老だ。人は見ている。

「ミルクさま、ひとまずは長老どのを送って里へ向かってはいかがでしょうか。それに草原に散らばった、他の犬耳族コボルドたちを探す必要もあります」

　牛頭人ミノタウロスの近衛このえ隊長が提案した。

「ううん。早くお兄ちゃんのところに行きたいけど……しょうがないね」

　ミルクはうなずいた。ここまでの旅で、牛頭人ミノタウロスたちは〈闇堕おち〉勢のままだと誤解されることは多く、攻撃されることさえあった。

　従者のひとりに長老を背負わせ、二人一組で、草原を調べさせることにする。

　ミルクは、占いの結果をもう一度見てみた。

「うん、お兄ちゃんがついてるもん。犬耳族コボルドの姫巫み女このお姉ちゃんは、絶対に大丈夫。心配なのは……」

　好きになられちゃうことかも、という言葉は、ぐっと飲みこんだ。

　牛頭人ミノタウロスたちがふたたび騎馬を組み、彼らは犬耳族コボルドの里を目指して走りだした。
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　草原で、フェリクスとコニーが出会った翌日。すでに昼が近い時刻なっている。

　草原を歩いていると、フェリクスが言った。

「やっぱり、おまえたちにあわせていると、なかなか進まないな」

「すみませんです……」

　へばっているのは、チャミである。いくら口が回っても、気が強くても、やはり幼い娘だ。昨夜は、野宿にしてはいい環境で、コニーと眠ったが疲れはとれない。

　コニーにしても、顔色は良くないが、これは身体の疲れよりも犬耳族コボルドたちを案じる気疲れだろう。

「コニー、チャミをかかえてやれ。それを俺がかかえるから、昨日と同じで」

「ふえっ……」

　昨日の抱っこを思い出して、コニーの顔が真っ赤になった。

「いえ、その毎日は無理です」

「無理って、なんで？」

　フェリクスが、いぶかしげな顔になる。

「あたしを抱っこして、姫巫女さまはおんぶとかがいいと思うですよ」

「チャミっ、おんぶも、それはそれで……」

　まだ疲れが抜けていなそうなチャミを見て、コニーは言葉に詰まった。

「……あの、どうかお手柔らかにお願いします……」

「おう。おんぶってしたことないけど、こういう感じか」

　言うなり、フェリクスは、ぽうんとコニーを宙にほうりあげた。

「ふやっ？」

　コニーの尻尾の下をフェリクスの頭がくぐりぬけ、今度は背中で受け止める。

「これでいいか？」

「ふやい……」

　目をぐるぐるさせて、ゆだったような顔でコニーが返事をする。

「片方の手しか使えないから、チャミはこっちだな」

　フェリクスの右手はコニーのお尻を支えている。左の小脇に、チャミを抱えこんだ。

（俺を置いていくなよ？）

「杖つえのおっちゃんは、あたしが抱えるです」

（おう。すまんな）

　チャミがガンダルヴァをしっかり握ったところで、フェリクスが走りだした。

　たしかに速い。

　ただし乗り心地は最悪だ。

　フェリクスに背負われて草原をゆくうちに、コニーは、揺れに酔った。

　小脇にかかえられているチャミは、縦揺れ横揺れ斜め揺れもなんのそので、きゃっきゃとはしゃいでいるのだが、コニーはそうもいかない。

　とにかく、フェリクスはよく跳ぶ。落ち着いて静かに走ることだってできなくはないだろうに、それはもうむやみに跳ぶのである。

　着地のたびに、どすんと胃にくるのだ。

「も、もうちょっと静かにお願いできませんか……」

「おう。悪い悪い。そういえば、朝になってから相談しようって言ってたな」

　昨夜は、やはり疲れていたのだろう。〈獅し子し同盟〉に追われていた理由と、チャミについて話しただけでに、眠くなってしまった。いまは、うっかり喋しやべると舌を噛かみそうだ。

「交易都市についてからかな、話すのは」

　速度をゆるめて、フェリクスが言った。コニーは、彼の背で、ため息をついた。

「昨日、〈獅子同盟〉に地図を見せられて、初めて知りました。もう大陸の三分の一くらいが闇に染まってたんですね」

「らしいなあ。俺も地図でしか知らないけど」

（今回は最初に〈闇堕おち〉したのが人間族ヒユーマンだったのがまずかった）

　聖せい杖じようガンダルヴァが相あい槌づちを打つ。

　八十八の種族をすべてあわせれば、大陸には一億余りが住んでいる。そのうちで最も数が多く、八十八の種族の標準になっているのが人間族ヒユーマンだ。女神たちの次女、リルアリアのすぐ下の妹女神によって最初に創造された知恵ある種族である。

　といっても、彼らだけならせいぜい五百万人だ。

　これまで多く〈闇堕おち〉が起きたが、ほとんどの場合で、一度に堕ちる種族はひとつだけだった。だから、巨大な勢力にはなりえず、近隣に住む他の種族が協力すれば、なんとか対抗できた。長く強固な城壁や、魔法の結界で閉じこめた後、数十年をかけた魔法の儀式で、元に戻すこともできたのだ。

　しかし、今回は違う。最初に〈闇堕ち〉したのが人間族ヒユーマンだ。あらゆる種族と種族と交流が可能という加護を、自分たちの守護女神から授かっていた。それが〈闇堕ち〉によって裏返った時、〈感染〉という恐ろしい力になった。他の種族の姫巫み女こに直接〈闇の紋章〉を刻んで、その種族全体を〈闇堕ち〉させることができたのだ。

　しかもその〈闇堕ち〉は、姫巫女たちを集めたパーティのさなかに起こった。いくつかの有力な種族が同時に〈闇堕ち〉し、史上初めて〈闇堕ち〉勢と呼ばれる大きな勢力になったのだ。〈闇堕ち〉した姫巫女は、さらに闇を他の姫巫女にも感染させられる。さらに、こうして堕とした相手とは、上下の支配関係を確立できる。幸か不幸か、それゆえに彼女たちは、相互に勢力争いを始め、協力して世界を亡ほろぼそうとはしなかった。

　そのおかげで、侵攻速度は鈍っていた。〈闇堕ち〉勢は連携や長期的な戦略と無縁だからだ。ただ、単純に強い。そして姫巫女がいるかぎり、戦意がくじけない。

　各種族がばらばらに抵抗していては、いずれは敗北する。

　そこに登場したのが、世界を守る正義の軍だと名乗る〈獅し子し同盟〉だ。

　彼らは〈闇堕ち〉勢に立ち向かう手段がある、と称した。大規模な魔術による障壁結界マジツクウオールで〈闇堕ち〉勢を近づけないことが可能だ、というのだ。実際。多くの種族が〈獅子同盟〉に加わっている。〈闇堕ち〉勢に対抗できるのは自分たちだけ、とうそぶいて、次々に各種族を呑のみこもうとしていた。

（あいつらも面倒なんだよなあ。この事態を利用して何か企んでるとしか思えねえ。……いやまあ、だから、世界を守るために俺たちがいるんだけどな）

　ガンダルヴァが、不安そうなコニーに気づいて、励ます口調に変わった。

　チャミが訊たずねた。

「リルアリアさまの信徒って何人くらいいるのですか？　千人？　一万人？　十万人いても、とてもじゃないけど対抗は無理ですよ？」

（うちの教団以外にいるとはは聞いたことねえな）

「女神リルアリアの教団は、俺とおっさん、女神を別にして、あとは四十人だっけ」

　フェリクスが、けろりとした顔で答える。

「ええと〈闇堕おち〉勢の種族が、合計するとだいたい三千万人なので、一人あたま七十五万人やっつけるといいですね。〈獅し子し同盟〉が二千万人なので……」

　チャミは算術が得意だ。知っている数を合計してすぐ計算し、表情をなくした。

「うちのお母さんの種族だけでも、教団の十万倍はいるですよ？」

　チャミの母は洗熊人ラスカルである。やんちゃ坊主のような性格の者が多い種族だ。その中では、チャミの母は珍しくおとなしい性格だった。しばらく前に、洗熊人ラスカルが〈闇堕ち〉した。チャミ自身は、ふたつ以上の種族の血を引いた混在種ハイブリツドだから〈闇堕ち〉することはない。そういう存在は、わりと頻繁にいて、大丈夫らしいという知識は広まっていた。母親は、チャミだけを置いて姿をくらました。

　もう二度と会えないのかもしれないが、それでもチャミは元気を失わない。

「たった四十人でどうやって〈闇堕ち〉勢や〈獅子同盟〉に対抗するですか！」

　フェリクスを威い嚇かくする勢いだ。

「別に対抗なんてしなくても、ふたつがぶつかってる間に逃げるとか、手はあるだろ」

　本音とは思えない顔で、フェリクスがうそぶいた。割って入って、独自に立てるつもりでいる表情だった。

「おっ、見えてきたぞ」

　フェリクスが声をあげた。

　交易都市カイエンだ。円形の堅固な城壁に守られた城じよう塞さい都市である。

「もしも犬耳族コボルドの里に何かあれば、ここに逃げこませてもらう約束になっています。ただ〈闇堕ち〉勢もそれは知っているので……」

「まずはここを陥落させようと攻撃してるです。でも、びくともしてませんです」

　交易都市の城壁が、どんどんと近づいてくる。すっかり物騒になってしまった昨今だから、城壁も高さが継ぎ足されて、見張り塔なども増築されていた。

「城門へ行ってください。わたしの顔は、門番のみなさんもご存ぞん知じなので……」

　コニーが言うのに、チャミが口をはさんだ。

「でも、もしかして〈獅子同盟〉の人たちが先回りしていたりしませんか？」

「なるほどな。じゃあ、こうしてみようか」

　フェリクスがぐんと加速した。城門のない、壁を。

「え？　あの？」

　城壁がぐんぐんと近づいてきた。コニーの背丈の十倍はある、輝岡石オリバスという魔力を帯びた石造りの壁だ。抗魔法処理もしてあって、強固だ。容易には崩れない。

　それに激突せんばかりの勢いで駆け寄って──。

「え？　え？」

　そのまま、フェリクスは駆け上った。ほんのわずかなでっぱりを足掛かりにして、まっすぐ上に。そして彼のつま先が、またでっぱりを掴つかんだ。長いフェリクスの足指は、物を掴むことができる。鍛え上げられているのだ。服は着ても、靴は履かない裸足はだしのままだったのは、このためだった。

「ひゃはー！」

　チャミが、嬉うれしそうに叫び声をあげた。一気に壁の上にまで達したフェリクスが、城壁の上を駆け抜けて、向こう側へ飛び出したのだ。

　コニーが悲鳴をあげたところで、フェリクスが、ガンダルヴァに落下制御の魔術を使ってもらった。こうして彼らは、城門をくぐらずに、カイエンに入った。




　──交易都市は、複数の種族が協力して打ち建て、共存してゆく街だ。どこにも所属しない。そもそも、これまでは勢力などという概念が、この世界には存在していなかった。この半年で、大局観のある人々だけが、二大勢力と独立都市という概念を持ちはじめてはいるが、一般の者たちは〈闇堕おち〉勢は天災のようなものだと認識しているし、〈獅し子し同盟〉も，従来の種族連合だとしか理解していなかった。

　だが、カイエンの人々は、実際に〈闇堕ち〉勢の攻撃にさらされ、理不尽な圧力を〈獅子同盟〉から受けたことで、自分たちがどうふるまうべきかを考え始めている。複数の種族からなる独立独歩の都市としてやってきた。これからもそうありたいのだが、難しい。

　カイエンは、玉石人ゼルライトと三眼人トロワイユが作った。

　交易都市は、種族の領域の境目にできるが、このカイエンはちょっと違っている。

　玉石人ゼルライトは、地中に埋うずもれた魔力石に魂が宿った種族だ。人の形をした水晶、といった見かけをしている。

　本来の玉石人ゼルライトの発生領域はもうちょっと離れているのだが、この近くの谷に、他とぽつんと離れて彼らが生まれる地がある。

　玉石人ゼルライトは、石材や宝玉の加工を得意にしているが、おっとりしていて、商売には向かない。

　そこで取引を助けるのに、三眼人トロワイユがやってきた。目端が利いて視野が広い、だから商人に向いている──というのは嘘うそだか本当だかわからないけれど、本人たちがそう宣伝している。額に、縦になった三番目の目があるからだ。

　どちらの種族も、気立てが優しいことで知られている。玉石人ゼルライトは、身体は硬いが、心は柔らかい、というのが評判だし、三眼人トロワイユは意外に見て見ぬふりが得意だ。

　少女を背負い、幼女をかかえたフェリクスの姿を見ても、特につっこんでこない。

「そろそろおろしていただけませんか……」

　顔を赤くして、コニーが言う。

「ああ、それもそうか。悪いな」

「悪いことはないですけど……。わたし、重くなかったですか。犬耳族コボルドのみんなは、おとなでも、わたしよりちっちゃくて軽いので、よくわからなくて」

「すごく軽かったぞ。やっぱりふわふわって感じだ。コニーはぴったりだろう」

「……名前で呼ばれるのは、まだなれないです……」

　呼ばれるたびに、コニーの足取りがおかしくなる。それこそ、ふわふわとした感じだ。

「けど、誰かの重みとか温かみとか、抱えるのも悪くないな。初めてじゃないけど、ちょっとこれまでと違った」

「初めて、じゃ、ない？」

　すこし、コニーの声がこわばった。

「ああ。怪け我が人は何度も運んできたぞ。だいたい、命は助かった」

　たいしたことではないように、フェリクスは言った。

「あ、そういう……」

　コニーが返事に困っているのを聡さとく気がついて、チャミが口をはさむ。

「あたし、もっと軽いです。運んでていいのです」

「よし、まかせろ」

　小脇に抱えられたまま、チャミは、くつろいでいる。

「シチューが美お味いしいお店が、南の城門前の広場にあったです。あそこに行きましょう」

　チャミが提案するまま、足を進める。南城門前の広場は、コニーが何度か来た時に比べて、人影が少なかった。店も三分の一くらいは閉まっている。

「やっぱり、戦いのせいなんでしょうか」

　城門は開いているが、出入りする旅人も少ない。

「どうやら〈獅し子し同盟〉の姿もないですね。あっ、あそこのお店です。じゅるり」

　チャミのおすすめに従って店に入り、注文をすませたところで、フェリクスは言った。

「うちのみんなも散らばってこのへんを探ってる。今日あたり、誰か俺を見つけて、報告に来てくれるはずだから、それから、どう戦うかを相談してみよう」

「はあ……歌劇団のみなさん、ですよね」

　フェリクス個人が強いのはわかっているし、ガンダルヴァがすごい魔術至宝アーテイフアクトなのもわかったが、四十人の歌劇団が来てくれてもどうなるものか、とは思ってしまう。

「たぶん、メリアディス先生かシーアドール先生が先に来ると思う。ふたりとも、世の中のことはよく知ってるから」

「ずいぶん前に、お会いしたことがある、と思います。メリアディスさんは、ジャグリングの得意な昏森人ダークエルフの方で、シーアドールさんは深森人エルフのお医者さまでしたよね。確か経理も担当されていました」

　前の法王だったころに、何度か巡業に来ている。

　戦いがなければ、歌や音楽、芝居や軽業で、人々を喜ばせるのが女神リルアリアの教団だ。その喜びの心が、女神への祈りになって神力を与える。

「表向きはな。でも、本当は戦いの腕前がすごかったり、強力な魔法を使えたりするんだ。口うるさいお姉さんたちだけど、頼りになる」

　昼をかなりすぎて、客は少ない。

　コニーの顔を見た三眼人トロワイユの店主は、彼女が誰であるか気がついたようでもあった。しかし、気を遣ってくれたのか、何も言わなかった。

　注文したシチューは、すぐに運ばれてきた。

「いただきます」

　チャミが小さな口で食べ始める。フェリクスは、しばらく睨にらんでいた。

「こういうのは、こうやって食べるんだよな」

　スプーンを、ぎこちなく握って、すくって口に入れた。

「……なんか、すごい味だな」

　フェリクスが目を白黒させている。コニーは、それまでシチュー皿を前に考え事をしていたが、そのようすに気がついて、首をかしげた。

「そうですか？　前に食べた時は美お味いしかったですけど……」

　自分のを一口、ぱくりと食べた。

「うん、美味しいですよ？」

「……なんか、複雑な味だ。塩とかそういうのしか知らないんだ、俺。あと、熱い」

　フェリクスは、料理になれていない。昨日は、焚たき火びであぶった兎うさぎと水気たっぷりだが味の薄い果実だった。フェリクスが冷めるのを待っていたのをコニーは思い出した。

「ふうふうして、ゆっくり食べましょう」

　自分のスプーンに息を吹いて、コニーは、にっこりフェリクスに笑いかけた。

「こう、か？　女神さまもちゃんと教えてくれよな……。なるほど、いける」

　少し冷ましてから食べると、どうやら食欲も増したようで、一気に皿を空にした。

　食後にお茶を頼んでから、フェリクスはこう切り出した。

「思うんだけど〈闇堕おち〉勢も〈獅し子し同盟〉も、種族の要のおまえを追いかけてるんだろ。だったら、里に逃げこんで立てこもるより、俺たちと一緒に旅するってのはどうだ？　別に楽器や踊りができなくてもいいんだ。料理とか、お芝居でもいいしな」

「なるほど。それも手かもしれないですよ、姫巫み女こさま」

「……そうね、そんな方法もあるのかもしれない。もともと犬耳族コボルドはあちこちに散っているし」

「うちの里には一万人いるけど、大陸中にいるのはその五十倍ですしねー」

　チャミの言葉に、コニーは顔を曇らせた。

「けれど、いまは〈闇堕おち〉勢に捕まってひどい目にあわされている人も多い。わたしが捕まって〈闇堕ち〉するのは論外だけど、みんなを助けるにはどうすればいいのか……。いえ、もしもの時は……」

　……犬耳族コボルドたちが〈闇堕ち〉する前に殺してもらうべきだろうか。

　先日、牛頭人ミノタウロスの姫巫み女こが死んだ、という話を聞いた。〈闇堕ち〉していた種族が元に戻ったというからには、それしか考えられない。

　もちろん、これまでも姫巫女を殺せば戦いは終わる、という声はあった。だが、正気に戻ったとしても、姫巫女を失い、星座となった各種族の女神たちとのつながりを失えば、いずれ種族は滅びてしまう可能性が高い。だから〈獅し子し同盟〉ですら、それはしていなかった。亡くなった牛頭人ミノタウロスの姫巫女とは何度も会ったことがある。友人と呼んでもよかったと思う。彼女は、どんな気持ちで死んでいったんだろう。種族が邪悪な運命から解放されると安心しただろうか。怖かったろうか。それとも……。

　その時だ。コニーは、信じられない声を耳にした。

「いたっ！　やっぱり、お兄ちゃんが助けてたんだねっ！　犬耳族コボルドの姫巫女ちゃん、一年ぶりだね。元気だった？」

　牛頭人ミノタウロスの一団が駆け寄ってきたのは、その時である。












　つい先日まで〈闇堕おち〉勢だった種族だ。人々が逃げ惑うように道を空けた。

　だがコニーは動かない。

　震えているが動かない。

　じっと、近づいてくる牛頭人ミノタウロスを見つめている。

　亡くなったのだ、と聞かされていた。昨日だって、彼女のために泣いたのだ。

　近づいてきた牛頭人ミノタウロスたちが、さっと左右に開いた。彼女の姿を隠すための密集隊形を組んでいたのだ。

　そこにいる少女の姿を見ても、まだコニーは自分の目が信じられない思いだった。

　彼女のことをずっと考えていたので、幻影が見えているのかと思った。

　そうではないのだ。近づいてきて、彼女の甘い香りがして、現実だとわかった。

「元気だった……じゃありません。あなたこそ……あなたこそ……」

　コニーは、ふらっと立ちあがった。

　ミルクは、大きく腕を広げた。

「ああ……ああ……。ああああああああ」

　一気に、堤防が決壊したように涙を流しながら、コニーはミルクに抱き着いた。




　──コニーが泣なき止やんで落ち着くまでしばらくかかった。

　ぐしゃぐしゃになったコニーの顔を、チャミがぬぐってやっているうちに、ミルクは、フェリクスに向き直った。

「まったく、お兄ちゃんは。わたしたちを置いてくなんて、許さないんだからね！」

　白い頬ほおをふくらませ、ぽってりとした唇を尖とがらせて、ミルクが言った。

「ああ、悪かったよ」

　フェリクスは苦笑いを返した。大平原の戦いの後、十日の眠りから目覚めたフェリクスに、この姫巫み女こはずっとべったりだった。彼女から闇を追い払った強引なやり方が影響しているのかもしれない。彼女とちょっと距離を置こう、というのも、フェリクスが単独で出てきた理由のひとつである。

「ミルクさま、法王聖下も大切ですが、まずは犬耳族コボルドの姫巫女さまに」

　牛頭人ミノタウロスの美女が、落ち着いた声で言う。近衛このえ隊長だ。

　裾すそに金糸の刺し繍しゆうがほどこされた美しい緑のマントをまとい、樽たる形の胸当てを身につけている。背負っているのは両刃の斧おの。剛力の加護を授かる牛頭人ミノタウロスは、近接戦闘において強つわ者ものとして数えられる種族のひとつだ。たいていの者ならすくみあがるが、例によってフェリクスは平然としている。

「よう、おまえらも、だいぶ元気になった感じだな」

「はい。法王聖下におかれましてはご機嫌うるわしゅう……」

「やめろ、それ。フェリクスでいいってば」

　少年は、不機嫌そうに口を尖とがらせた。

「あの、これはいったい、どういうことなんですか？」

　やっと落ち着いたコニーが、まだ少し鼻をぐずつかせながら言った。

「お兄ちゃんは、あたしを〈闇堕おち〉から助けてくれたんだよ」

　ミルクが、にこにこしながら言う。

「可能なのですね。これまで知られていなかった〈闇堕ち〉からの即時の解放が……」

　これまでの常識でも〈闇堕ち〉からの解放が不可能だったわけではない。どれも数十年の長きにわたる大規模な魔法儀式が必要で、既に数十人に達した姫巫み女こたちを捕らえて、それぞれにその儀式をほどこすのは事実上不可能と考えられてきた。この状態から、各種族を元に戻すには姫巫女たちを殺すしかない、と思われていたのだ。

「ほえー。〈闇堕ち〉勢を元に戻せるなら、たいしたもんです。牛頭人ミノタウロスさんだけでもすごい数がいるですよ。それが味方の軍勢になってくれるのです」

　チャミが言うと、フェリクスが、その発想はなかった、という表情を浮かべた。彼が何か言うまえに、勢い込んでミルクが口をはさむ。

「もちろん。あたしたち五万人の牛頭人ミノタウロスは、お兄ちゃんを手伝う。みんなを大陸のあちこちから集めないとだから、ちょっと待ってもらうけど」

　いきなり〈闇堕ち〉から正気に戻ってしまった牛頭人ミノタウロスたちは、まだ散り散りで、戦力としてまとまっていないのだ。

「お兄ちゃんは、あたしたちを〈闇堕ち〉から助けてくれた。もちろん、犬耳族コボルドの姫巫女ちゃんも助けてくれるよ。あ、途中で会ったけど、長老さんとか犬耳族コボルドのみんなも無事。里に送っておいたから」

「ありがとう！」

　またコニーは、ミルクに抱き着いた。

「もしかして、おっぱいとコニーは知り合いだったのか？」

「法王聖下。ミルクさまを、きちんとした名で呼んでいただきませんと、我らも……」

　近衛このえ隊の長が、斧おのの柄つかに手をかける。

「ああ、わかったって。だから、そっちもフェリクスって呼べよな」

　そこへチャミが、ミルクの裾すそをひいた。

「じつは、ミルクさま。うちの姫巫女さまも、ちゃんとコニーという名前をもらわれたのです。姫巫女さま同士なら呼んでよいかと思うですよ」

「そうなの？　コニーかあ。……もしかして、ちゃんと意味がある？」

「古い言葉で、ふわふわ、だそうです」

「ふわ、ふわ。確かにそういう感じ、あるけど。ううん、あたしは、ミルク。ううん」

　微妙な口調で、ミルクは繰り返した。自分の「ミルク」と比べて凝った名前かどうか、考えているのだ。おっぱいと愛称で呼ばれていたので、それがイヤだと言ったら、ミルクになった。考えてみたが、差があるのかどうか、よくわからない。

「ま、いっか。犬耳コボルドのお姉ちゃんって言うより早いし、あたしもそう呼んでいいかなっ？　代わりにコニー姉ちゃんも、これからミルクちゃんって呼んでいいから」

「え？　……そ、それはその。いえ、呼ばれるのはいいのですが。どうして、わたしがお姉ちゃんなのでしょう……」

「なんとなく？　落ち着いてるから？　……甘えていい感じだから？」

　自分でもよくわかっていないようだ。

「御納得ください、コニーさま」

　牛頭人ミノタウロスの近衛このえ兵へいが、渋い声で告げた。

　その時、警戒を促す甲高い鐘の音が、町に鳴り響きはじめた。西で、東で、南で、北で、随所で鐘が打ち鳴らされている。

「警報出たぞー。妖鬼族ゴブリンが来るぞー！」

　伝令役らしい、紺色の制服を着た少年が、広場を駆けぬけてゆく。

「そっちが先に来たか」

　フェリクスが立ちあがった。

（まあ待てよ。むやみに俺たちが出てっても邪魔になるだろ。ここにだって、ちゃんと軍隊がいるんだ。まずは様子見だぜ。これまでも撃退したんだろ？）

「ですです。こっちの被害は、ほとんど出てないはずですよ」

　チャミが言った時、鎧よろいをまとった三眼人トロワイユと、ふかふかしたクッションをまとった玉石人ゼルライトの一団が、広場に入ってきた。兵士たちである。硬い宝石の肉体を持つ玉石人ゼルライトは、衝撃に弱いので、打撲用の防具を身につけている。

　彼らは、城壁の内側にもうけられた階段を上がっていく。

　この広場は、城門から入ってすぐになるのだが、その城門の分厚い巨大な扉が、ゆっくりと閉じられようとしていた。

　広場に出ていた屋台も、どんどんと片付けられつつあった。

「姫巫み女こさま、そちらにいらっしゃるんですか？」

　露天茶店オープンカフエの店主が、近づいてきて言った。さっき牛頭人ミノタウロスたちが駆け寄ってきた時に、逃げた口だ。それでも責任感はあったようである。牛頭人ミノタウロスたちは、いちおう、ミルクの姿を隠したまま、コニーが見えるよう位置を変えた。

「御不安でしょうが、なあに、これまでと同じなら、すぐに逃げ帰っていきますよ。この城壁は破られやしません。何度来ても同じことなんですが、いっこうに懲りやしないんです。〈闇堕おち〉したら、まっとうな知恵が回らなくなるってのは本当なんですねえ」

　店主は、ぺらぺらとまくしたてた。額にある第三の目が、まばたきを繰り返している。怯おびえているのだ。三眼人トロワイユは、感情が第三の目の動きに出るのを抑えられないため、嘘うそをつけない種族として知られている。大ごとにはならないというのもただの気休めではないのだろう。だが、彼の第三の目は、早く逃げたいとぴくついている。大丈夫だと信じたいけれど、万が一の不安は抑えられないのだ。

「まあでも、いまはあそこに逃げて下さい」

　店主は、市の中心街の方向を指さした。

　そちらに高い塔がそびえていた。半透明の水晶のようなもので出来ている。太陽を反射して、きらきらと輝いていた。驚くべき壮麗さだ。

「あんなの、さっきまでなかったですよ？」

　と、チャミが驚いた

「なかったな。いやあ、高い。いいな。高いぞ」

　フェリクスは目を輝かせている。

（大規模な魔術を感じたぜ。玉石人ゼルライトは、岩とか土、水晶を操れるそうだ。あらかじめ準備してはあったんだろうが）

「それはいいから登ろうぜ」

　椅子をひっくり返す勢いで、フェリクスが立ちあがった。

「お兄ちゃんは、本当に高いところが好きだねえ」

　と、ミルクが言った。

「違うぞ。高所から全体を見て、どうするかを考えるためだ。状況で、逃げるか、それとも援軍に行くか、決めるんだよ」

「ひとりで援軍とか、ありえないですよ」

　チャミが、容赦のない指摘をするが、フェリクスは笑っている。

　状況を見るために行く、というのも嘘ではない。この街はいままで〈闇堕おち〉勢の攻撃を退けてきた。だが、今回もそのままうまくゆくとは限らない。

　そもそも、彼にとって大事なのはこの街ではなく、コニーとミルクという妹たちだ。いまから二人をかかえて、包囲の敵陣を抜けられるなら、いっそそうしてもいい。

　だが、ミルクは、フェリクスがこの街も救ってくれると無邪気に信じているし、コニーとっては親しい隣接の都市だ。見捨てることはできないだろう。

　いままでと同じに撃退できればよし、だが戦闘の展開が違っていれば……。

　フェリクスが出なければなるまい。
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　交易都市カイエンから、少し離れた草原のただ中に、大きな天幕テントがひとつ、張られていた。数十人は収容できる、集会用天幕テントだ。

　もとは丁寧な刺し繍しゆうがほどこされた、豪華なものだったろう。けれど、手荒く扱われてきたせいで、あちこちがほころび、薄汚れている。それをとりつくろうためにか、レース織物や宝石が縫い付けてあるのだが、思いつきで目についたものをくっつけただけ、という雑な作りだった。

　刺繍の柄は、伝統的な妖鬼族ゴブリン紋様だ。木々や雲、波などの自然を図案化したものである。

　もともとの妖鬼族ゴブリンは、星の女神から自分たちに与えられた遠い北の高原で、放牧生活を送っていた少数種族だ。

　だが〈闇堕おち〉してしまった後は、飼っていた羊や山や羊ぎ、大鹿を食べつくしてしまい、あちこちを流る浪ろうしては略奪するだけの生活になっている。

　本来の妖鬼族ゴブリン天幕テントなら、高原の寒さもしのげるしっかりした作りなのに、いまやボロボロで、隙間風も入り放題だ。

　天幕テントの中には、玉ぎよく座ざらしいものが置いてある。いざとなったら、御み輿こしとして担ぎ上げられるように、前後左右に持ち手がついた台がついている。

　その玉座に妖鬼族ゴブリンたちの姫巫み女こが腰をおろしていた。怯おびえたようすだ。

　彼女に仕える妖鬼族ゴブリンたちも、天幕テントの片隅に逃げてしまっている。かつては、もふもふとした毛に覆われた、可愛かわいらしい生き物だった妖鬼族ゴブリンが、いまは汚らしい毛に覆われた、卑屈な怪物になっていた。

　その妖鬼族ゴブリンたちの姫巫女は、人間族ヒユーマンの美しい少女のような見かけをしていた。華きや奢しやで小柄で、金色の巻き毛にたくさんの飾りがついている。ごてごてとしたレースのついたピンクのドレスをまとっていた。

　そのドレスの背を、ばんばんと平手で叩たたいている、すらっとした体形の少女がいた。

　こちらは青い髪だ。あちこち、はねている。生まれてから一度でも櫛くしを通したことがあるのかどうかという青い髪の間から、尖とがった耳が突き出ていた。髪と同じ色の毛皮に覆われたそれは、狼の耳そっくりだった。それ以外は人間族ヒユーマンの見かけだが。

　着ているものといえば、腰周りと胸に、申し訳程度に巻きつけた布だけ。だが、肌があらわになっている印象がないのは、全身に奇妙な模様が描かれているからだろう。

「よう、えらいめにあったな、お互い。〈粉砕怒涛の猛牛トランプルジヤガーノート〉はどっかに消えちゃうし。だけど、これからだぜ、これから。あたしが戻ってきたからには安心しな。牛頭人ミノタウロスどもより頼りになるのを連れてきたからよ」

　力任せに叩いているが、敵意からではなくて、彼女としては親愛の表現のつもりらしい。

「ううう[image: ][image: ]」

　叩たたかれてるほうは、うつむいて唸うなっている。

「ん～、どうした。怖がらなくていいぜえ。あたしの一番の手下はおまえだからな。これからどんだけ増えても一緒だって」

　青い髪の娘は、ぐっと相手の頭を抱きかかえて、あははははと嗤わらった。

　姫巫み女こを救おうと、逃げていた妖鬼族ゴブリンたちが動きかけたのを、じろりと睨にらんで黙らせる。その拍子に、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉を抱えた腕が、金の巻き毛をくしゃくしゃにした。

「あうう、がんばって整えた髪が。そういうのは、やめるのだ」

　とうとう我慢できなくなったのか、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉は青い髪の娘──〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の腕を振り払った。

「わたしら、妖鬼族ゴブリンは、ちゃんと交易都市を落として犬耳族コボルドの姫巫女も捕まえてみせるのだ。逃げこむのを見つけたのは、うちの妖鬼族ゴブリンだぞ。いちいち指図しなくていいのだ」

　幼い子供のように〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉が手足をふりまわした。彼女は、甘ったるいデザインのドレスに似合わない、トゲつきの鞭むちを握っている。その鞭が、腕の動きとは無関係に動いて、青い髪の娘に襲いかかった。素早い毒蛇のような動きだったが、あっさりと掴つかみとめられてしまう。

「おもしれえじゃねえかあ、おう？」

「ひっ」

　逃げようとしたが、鞭すら止められた相手なのだ。簡単にまた抱えこまれてしまった。

「痛い痛い。やめないか、なのだ」

「いいか、いままでみたいに、暇つぶしの遊びで攻めてんじゃねえんだ。姫巫女がいて、そいつを〈獅し子し同盟〉も狙ってんなら、根性入れて、何がなんでもぶんどるんだよ。わかってんのか、そこんところが？」

「いたいたいたいいたい。こめかみをぐりぐりするな」

〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉が悲鳴をあげ続ける。妖鬼族ゴブリンたちは、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉に睨まれるだけですくんで近づけない。

「勘弁するのだ。これからは、ちゃんと言うこときくのだ」

「おう、そうしろや。あたしら〈闇堕おち〉勢は、種族が強いかどうで全部決まるんだ。そこんとこ勘違いすんな。下が欲しけりゃ他の姫巫女をさらって〈闇堕ち〉させて配下にするか、力ぁつけて、てっぺんまで上るっきゃないんだ」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の説教が終わる頃には〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉は気絶していた。青髪の少女は、舌打ちして、金髪の娘をほうりだした。

「ちっ、しょうがねえな。おい、おまえら。介抱してやれ。あたしは、うちの連中を迎えに行ってくる。おまえらにゃあ何の期待もしてねえから、逃げ回っててもいいぞ。けど、敵を疲れさせるくらいの役には立てよ」

　その言葉に妖鬼族ゴブリンがざわっと殺気を発した。睨にらまれて、その一瞬で委縮したが。

「不服か？　いいぜ、いくらでもつっかかってこい。どんな手を使っても勝てばいいんだ。〈闇堕おち〉勢はてっぺんのために何もかもがあるんだからよ」

　そう言うと、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は身をひるがえし、妖鬼族ゴブリンたちに背を向けて立ち去った。がら空きに見える背中だが、最後の一いち瞥べつですくみあがった妖鬼族ゴブリンたちは、彼女を襲うどころではなかった。

「いちばん強い一人が、何もかも総どりするんだ。それが〈闇堕ち〉するってことさ」

　天幕テントを抜けながら〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉がつぶやいた。それはどこか、苦い響きを伴っていた。




　──ほぼ、同時刻。

　理念は正反対のはずなのに、同様に指揮者が一方的に喋しやべっている軍が存在した。

「我ら〈獅し子し同盟〉は全体のために個を犠牲にするのがその存在意義である」

　妖鬼族ゴブリンの天幕テントから、交易都市カイエンをはさんだ反対側にある〈獅子同盟〉の野営地だ。

　この草原に〈闇堕ち〉勢が跳ちよう梁りようするという情報を耳にして、彼らがこの草原の一角を訪れたのは、いまから数日前のことだ。

　交易都市カイエンと犬耳族コボルドに、同盟に参加し、全面協力するならば、防衛に力を貸そうと申し出て、そのための交渉が行われていたのが昨日のこと。

　その会談の場を急襲されて、先遣部隊は散り散りになった。

　半数の百人ほどが残っているが、あとは散り散りだ。まずは交渉のため、しかも相手は妖鬼族ゴブリンとあなどっていたから、獅子人アスランの軍としては、ほんの小規模なものにすぎない。

　だが、たとえどんな数の差があっても敗北の屈辱は許されない。

　いまいる先せん遣けん隊たいの十倍が本隊だ。その二千が、後を追ってくることになっている。後方へ要請すれば、さらに一・五倍の援軍がくる。四日もすれば五千はそろう。

　妖鬼族ゴブリン相手だけなら、そんなには必要ない。だが昨日の戦いでは戦狼族ウオーウルフの姿も確認できた。ストームライオン相手の戦いくさで、牛頭人ミノタウロスを失い、戦狼族ウオーウルフ自身も大きな痛手をおった。犬耳族コボルドを〈闇堕ち〉させて配下にし、少しでも補充する気なのだろう。

　指揮官は、参謀と野営地に残っていた。まわりに残った幹部たちも集まっている。今後の相談ということだったが、総指揮官の演説を聞かされているだけの現状だ。

「であるがゆえに、犠牲を払わぬ者たちのために、我ら〈獅子同盟〉の恩恵を下すわけにはいかん。具体的には参加を拒否した犬耳族コボルド、並びに無償供給を拒否した交易都市カイエンには、その態度を自己批判し、あらためてその頂点に立つ者が、人々のための高貴な犠牲を払う決意をするまでは、一切、防衛協力するわけにはいかぬ」

　朗々とした美しい声で、人を惹ひきつける魅力はあったけれど、中身は空虚なものだった。

　そもそも『拒否された』というのが彼の主観にすぎない。

　指揮官は孔雀王族ガルーダだ。蛇喰くらいとも言われ、対ドラゴン、対龍ロン神ジン戦で幾多の戦功を立てた種族である。ただし、見かけによらず勇猛な戦士ではあるが、建前と、自身を飾り立てることを優先するという評判もある。

　派手な尾羽根を大きく広げて、ラーコック指揮官は言葉を続けた。

「ゆえに、我が別命あるまで、きさまらは一切動いてはならん」

　不服そうな空気がただよった。兵は、そのほとんどが獅子人アスランだ。上の命令には服従するのが習性の種族だから黙っているが、敵がいるのに戦わないことに不満が出ないはずもない。

　彼らは、互いを探りあうように見ていたが、やがてたてがみが真っ白になっている年老いた士官が問いかけた。

「では〈闇堕おち〉勢がこちらを発見して襲撃してきた場合はどうすればええんですかの？　反撃せずに撤退せえとおっしゃるんか指揮官どの？」

「撤退などありえない。我ら〈獅し子し同盟〉は敗北せんのだ！」

　おっと、空気が変わった。老いた士官が、あごひげのように垂たれたたてがみをしごきつつ言葉を続ける。

「ならば、反撃をしても……」

「きさまは馬鹿か！　それによって、不服従な犬耳族コボルドらを利するわけにいかんではないか」

　怒鳴りつけられた老士官は怒りをたたえた目を指揮官に向けたが、すっとそれをさえぎるように割って入ったのは、ふさふさした尾を持った狐人キツネの参謀だった。この部隊には数少ない、異種族の者だ。

「まったくです。指揮官どのの御慧けい眼がん御慧眼」

　参謀という役目なのに、口を開いて出てきたのは、無意味な追つい従じゆう以外の何物でもない。

「たとえば、きゃつらが、自分たちから目をそらさせるために密告するかもしれません。それにうまうまと乗せられ、代わりに戦ってやるなど、愚の骨頂ですからな。個は全体に奉仕するためにありますが、奉仕を拒む者は自己責任で自助せねばなりません。みなのために身を捧ささげた、偉大なる〈獅子の女王レオーネ〉が説かれた〈獅子同盟〉の理念にあるように。それがわかっていない者は、ここにはいないでしょう？」

　狐人キツネは、細めた目でぐるりとここにいる兵士たちを見回した。白けた表情の者もいるが、うなずく者も数は多い。世界の半分を守る、正義の〈獅子同盟〉という空虚な看板を、すっかり信じこまされている者たちだ。実際、戦力としては世界の半分だが。

「逃げるも反撃もならず、ではどうすればいいんじゃろうか」

　感情のない声で老士官が問いかけた。

「見つからねばよいのだ！　万が一にも兵を損なえば、それは〈獅し子し同盟〉に対する不忠とみなす。責任をとってもらう」

　指揮官の言葉を、兵士たちは無表情に受け止めた。一部は苦い顔になったが、それは見えないようにうつむいてか誰かの背に隠れてのことだ。

　指揮官もその空気を完全に無視したわけではなかった。

「とにかく、ようすを見るのだ。我々に従わないやつらが、泣きついてくるまで待つ」

「ところで、犬耳族コボルドの姫巫み女こをさらっていった法王ちゅうのはどういう素性のやつかわかったんですかな」

　老士官が言うと、兵たちの数人が身じろぎをした。コニーを追いかけて行き、フェリクスに叩たたきのめされた者たちだ。勇者云うん々ぬんを聞いた、彼らのリーダーは黙ったままでいる。

「参謀が調べてくれたぞ」

　指揮官が、狐人キツネの参謀を促した。

「眠れる女神リルアリアの歌劇団ですなあ。十年前に先代の法王が亡くなって以来、空位だったはずですが、どこかで夢見の才能があるのを見つけてきたのでしょう。ですが、ごく最近のことのようです。報告通りなら武術の腕は立つのでしょうが、たったひとりでは気にすることもないでしょう。まあ、仮にもリルアリア女神に仕えておるのですから、さすがに宿敵である〈闇堕おち〉勢には手を貸すことはありますまい」

　参謀の言葉にうなずき、指揮官は後を続けた。

「放った偵察の目撃報告を総合するに犬耳族コボルドの姫巫女はカイエンに入ったとおぼしい。ならば、このたびの攻防はかつてない激しいものになるだろう。もちろん、見捨てることはしない。適度に追い詰められたところで、私が赴こう。そこでの交渉で、犬耳族コボルドのみならず、カイエンも〈獅子同盟〉に加えてみせる。交易都市の財力は無視できんし、後々、関連種族との交渉にも役立つからな」

　孔雀王族ガルーダの指揮官は、尾羽についている目玉のような模様をぎらぎらと光らせた。名誉を得られると期待した時、この種族に起こる生理的な現象である。

　自分たちの傘さん下かに多くの種族を下らせたいのは〈闇堕ち〉勢も〈獅子同盟〉も同じだ。

「そうは仰おつしやるが、カイエンはなかなかの城じよう塞さいですぞ。玉石人ゼルライトの築く城は、わしらとて攻めあぐねる。いざとなれば宝玉術で防備施設も追加できましょう。その激戦を抜けてたどりつくのに、兵を損なわないのは難しいのでは」

　老士官に問いかけられて、孔雀王族ガルーダの指揮官が、よりいっそう尾羽の目玉をきらきらさせた。上半身の背中と、腰から下の鳥の胴体、それぞれについた飛ひ翔しよう用の翼を広げてみせる。

「攻防どちらにも飛行種族はおらん。私ひとりなら、包囲を突破してたどりつけよう」

　彼が持つ〈獅子同盟〉の理念への偏りはともかく、個人としては勇敢な人物なのだろう。

　ともかくも、いま世を二つに割る勢力の、尖せん兵ぺいであるそれぞれが、ここでぶつかろうとしている。世界全体から見れば、些さ細さいな断片をめぐる取り合いにすぎない。上層部からしてみれば、小さな都市ひとつ、弱小種族ひとつがどうなろうと、たいしたことではない。

　もちろん、当事者にとってはそうではない。

　自分の人生は、一度きり、ひとつだけなのだから。

　だが、実はこの交易都市カイエンの戦いが、関わった者たちのみならず、二分されたこの世界を大きく揺るがしてゆくきっかけになる。

　三番目の選択が、可能になってゆくのだ。

　戦いを動かしているつもりでいる誰も、それを知るよしもなかった。
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　交易都市カイエンの中央に、半透明の水晶のような素材でできている塔が、突如としてそびえたった。妖鬼族の来襲までは、存在さえしていなかったものだ。

　半透明の、水晶のような素材でできている。

　正確に言うと、塔ではない。玉石人ゼルライト特有の魔法、宝玉術で生み出された『水晶樹』、と呼ばれるものだ。

　あらかじめ魔法陣を描いて、日ごろから魔力を注いで準備しておかねばならない。

　長い時間は持たないし、都市全体を覆うほど大きくはできないが、避難所としては充分だ。石の塔だとすれば、高さ数十階はある。

　その最上部は、円盤状に広がっている。

　いま、ここに街の人口の半分が逃げこんでいた。およそ五百人だ。それでも、まだ充分に余裕がある広さだ。

　たどりつくには幹にあたる部分の内側にある階段を使う。つるつるした外からはとうてい登れない。登ったところで、円盤を突き破らないと上には出られない。

　フェリクスは、その円盤のへりに立って、戦況を見下ろしていた。彼の左右には、不安そうな面持ちのコニーや、牛頭人ミノタウロスたちに囲まれて姿を隠しているミルクがいる。

　ぐるりとまわりを見れば、交易都市全体やここを囲む草原がほぼ一望できた。

　交易都市は、ほぼ円形の城壁に囲まれている。

　さっきまでいた南側の城門広場を、正面に見下ろしていた。

「また俺のなわばりが増えてしまった」

（高いところから見おろせば、なわばりになるんだったら、世の中全部、空が飛べる種族のもんになっちまうだろ）

「細かいことはいいじゃないか。それより、あれが妖鬼族ゴブリンか？」

　フェリクスは、ガンダルヴァの先端で、草原の一角を指し示した。

　風に吹かれて緑の波がさざめく一角に、じわじわと濁った茶色の染みが広がりつつある。

　それはまるで、大地の底から汚泥が湧き出しているようにも見えた。

（本来は小鬼族ゴブリナって言ってなあ。ふわふわの毛で、気のいい連中なんだ。毛皮の色だって金とか白とか明るい茶色だ。子供が好きなぬいぐるみみたいな感じだ）

　だが、いまはもう醜い姿になってしまった。毛の色も手触りも不快なものだ。

「隠れるのが上う手まいんだな。地面でも潜ってきてるのか、それとも小さいのか？」

　草原は、せいぜいフェリクスの膝ひざくらいのたけしかない草に覆われている。ところが、その草原の一点から、突然、湧き出るように妖鬼族ゴブリンは現れるのだ。

（小柄だし、隠れるのも得意だがな。それだけじゃあんな大群までは隠れられない。隠れて近づいてくるのはたった一人だけだ。だけど、その一人が一気に、あの人数まで増えるんだよ。分身するっていうのかな。それが、やつらに与えられた〈加護〉だ）

〈加護〉というのは、それぞれの種族が授かっている、魔法的な能力のことだ。

（あいつら妖鬼族ゴブリンに与えられた〈加護〉は〈数の暴力〉って呼ばれてる。誰からも見られない場所で、目を閉じて自分で自分を見ないようにすると、となりにもう一人自分ができるらしい。自分同士なら、目を閉じてるだけで見えないことになるって聞いた。もちろん、増える限界とかはあるんだろう。あそこまで増えられるってのは知らなかったぜ。……お、動き出したな）

　茶色い染みの差し渡しは、フェリクスの歩幅で数百歩はあるだろう。つまり、千人近い妖鬼族ゴブリンがいるということだ。

　それが草原を呑のみこみながら動きだした。草が踏みつぶされて、土の色が見えている。

　まさしく怒ど涛とうのように、というやつだ。

「あれが全部、ひとりから増えたってことか？　すごいな……」

（だろうな。あいつら、本当はとても少ない数しかいないはずだ。だから、これまでは出し惜しみして、そんなにたいした数じゃ攻めてこなかった。一度にここを襲って来るのは、数百人くらいだったそうだ。つまり、一人が増えて押し寄せてきてたんだ。けど、今日は違うようだぜ）

「そうだな。数百、って数じゃない。何人かが増えたのか。それとも、特別にたくさん増えられるやつが頑張ったか、だな」

　妖鬼族ゴブリンの大群は、見る見るうちに城壁へと迫った。この高さからだと、無数の黒くろ蟲むしが、たかってくるようにも見える。

　城壁は、この水晶樹と比べれば十分の一くらいの高さだが、防御には充分だ。妖鬼族ゴブリンは攻城兵器のたぐいを持たない。びっしりとはりついて、よじのぼってくるだけだ。だが、とにかく数が多い。いまここを守っている二つの種族以外であれば妖鬼族ゴブリンの数に呑のみこまれて、防ぎきれなかったかもしれない。

（けど、相性が悪いんじゃないか、こりゃあ）

　聖せい杖じようガンダルヴァが思念を発した時だった。

　交易都市側の反撃が始まった。

　城壁の上には、この都市を守る兵たちがずらりと並んでいる。玉石人ゼルライトと三眼人トロワイユが一人ずつ組になっている。

　城壁を這はいあがってくる妖鬼族ゴブリンに向かって、玉石人ゼルライトが両腕を突き出した。

　彼ら玉石人ゼルライトは、ごつごつした半透明の宝玉が、粗削りな人形になったような姿をしている。中には、なめらかな表面で、材質以外は人間族ヒユーマンそっくりの者もいるのだが、兵士となる者たちはみな、ごつごつととげとげしい姿だ。

　その、割り砕いた岩をつなげたような腕から、無数の小石が飛び出して、妖鬼族ゴブリンたちを打ちのめした。

　彼ら玉石人ゼルライトは、この水晶樹を生み出す術のように、石や宝玉を操る〈加護〉を授かって、生まれてくる。術の形は形態ごとに異なるが、岩をつないだような姿の兵士たちは、無数の石弾をすさまじい速度で発射できた。

　すぐに勢いが弱まるので、射程は短い。だが、扇形に広がるため、一度に数体の敵を巻きこむことができる。登ってきた先頭の数体が、まとめて撃たれ、落ちていった。

　面を吹き飛ばすこの能力を持つ玉石人ゼルライトの兵士は、数で勝負する妖鬼族ゴブリンには、天敵と言ってよかった。

　玉石人ゼルライトのかたわらにいる相棒の三眼人トロワイユは槍やりや弓で、一匹ずつ駆く逐ちくしているだけだ。面での制圧が可能な相棒に比べるとたいして役だっていないようにも見えるのだ、が。

（けど、あいつらは目がいい。三つもある上に、もともと格段に性能がいいんだ。だから、妖鬼族ゴブリンどもをずっと見てる）

　敵がこちらから、目をそらしたら、その隙に増える、というのが妖鬼族ゴブリンの加護〈数の暴力〉だ。本来は、ひ弱で死にやすいがゆえに、分身を残して生き延びる能力〈数撃てば〉だったという。

　だが〈闇堕おち〉したいまは、まさしく暴力そのものだ。一体一体は非力でも、圧倒的な数でむしゃぶりつけば、蟻ありだって獅し子しを食い尽くせるのだ。

　獅し子しなら食える。

　だが、アリクイには食われる。

　同時に複数が倒され、監視されることで増殖も制限されては〈数の暴力〉も意味がない。

　こうして二種族が組んでいれば、妖鬼族ゴブリンがいくら数で押し寄せても、その利を生かす前に駆く逐ちくされてしまう。

　いまのところ千を超える妖鬼族ゴブリンに対して、街の防御兵は両種族がほぼ百五十人ずつで、あわせて三百。それが四つの門を、分担して守っている。

　現状、南と西の門に、それぞれ千程度の妖鬼族ゴブリンが押し寄せている。

　北と東に二十五組五十人ずつを残して、五十組百人ずつがその千に対抗していた。相性のおかげで、充分にもちこたえられている。

「考えなしに押し寄せているだけに見えるけど……そうなのかな」

（このままなら、そうだろうし、俺たちが手を出すこともないんだろうけどな）

　言いつつ、フェリクスたちは、戦いを見つめ続けた。

　フェリクスとガンダルヴァは、ようすを見ていろいろと言葉を発しているが、コニーたちは、ただひたすら人々の無事を祈り続けている。守護の兵士たちだけではなく、攻めてくる妖鬼族ゴブリンにも憐あわれみの目を向けていた。

　ミルクにとっては、先日までの自分たちの境遇だから、それもある。

　だが、コニーはそうではない。

　そうではないけれど一心に祈っている。

「どうか、女神さまたち。失われた命を星のもとへ安らかに召してください」

　祈るコニーの横顔を見つめているうちに、フェリクスは不思議に思った。

「なあ、コニーは〈闇堕おち〉勢を憎いとは思わないのか？　おまえたちの村も襲われたりしてるんだろう？」

　ふりむいたコニーは、戸惑った表情だった。

「え、どうでしょう。そういえば、憎い、とは思ったことないです……。変ですね。憎らしいって思わないといけないのに……。わたし、おかしいですよね……」

　もうしわけなさそうに、コニーが身を縮める。

「コニーさまは優しいだけです。おかしくはないですよ」

　慰めるチャミに、コニーは首を左右にふった。

「ううん。おかしいんだよ。誰も傷つかないでほしいなんて、都合のいいこと考えて。自分はここに逃げてるのに……」

「いいんだ。それで」

　急に、強い声でフェリクスがさえぎった。

「おまえはすごいな。俺は、仲間や友達を傷つけるやつの心配なんてできないけど、だからっておまえがおかしいとは思わない。思わないけど、俺は……やっぱり」

　ストームライオンを傷つけた戦狼族ウオーウルフの姫巫み女こを思い出し、くちびるを噛かんだ。

　そして、ふと城壁のようすを見て、眉をひそめた。

「あいつらの魔力で作った分身、死んでも消えないんだよな？　まずくないか、あれ」

　城壁の外側に、もう数えきれないくらいの妖鬼族ゴブリンの死し骸がいが積み重なっている。うずたかく、と言っていいくらいには。

　もはや、妖鬼族ゴブリンが登らなければならない城壁の高さは、本来の三分の二くらいに縮まっている。もう少し戦いが続けば、半分になるだろう。

　そしていずれは、城壁と同じ高さになるはずだ。

（まさかな。いくらなんでも……その前に滅ぼしつくせるだろ）

　我ながら説得力のない響きだな、と聖せい杖じようガンダルヴァは感じた。

「見られてないところに隠れられれば、妖鬼族ゴブリンは、そこで増えられるんだよな？」

　フェリクスが、さっきの聖杖ガンダルヴァの説明を繰り返した。

（ああ、そうだ。だから、三眼人トロワイユとは相性が悪い。あいつらは、視野が広いし視覚が鋭いからな。暗いところでも見えるし、拡大や望遠ができるのもいるし）

「だけど、積み上がった死骸の奥までは見抜けるのかな？　なんか変な動きをしてるぞ？」

　草原で鍛えられたフェリクスの目は、加護を授かった視覚に匹敵するほど鋭い。

　とはいっても、この距離では細かい動きまでははっきりとは見えないだろう。

（拡大視覚の呪文、使うか？）

「頼む」

　魔法が発動すると、死骸の山のようすが、おおよそ十倍に拡大されて見えた。

　やはり、おかしな動きをしている。

　相手によっては死霊術によるゾンビ化の可能性もあったが、もちろん違っていた。

　積み重なった妖鬼族ゴブリンの隙間から、新たな手が突き出て、上にかぶさった死骸を押しのけた。次の妖鬼族ゴブリンがあらわれているのだ。

　妖鬼族ゴブリンも、城壁を登り始めた。もちろん、すぐに吹っ飛ばされて落ちる。だが、死骸の山のてっぺんに積み上がるので、また山が高くなる。黒い毛に覆われた姿のおかげで、あまり残酷に見えないのが救いだ。

「……やっぱり、どんどん高くなってくぞ、妖鬼族ゴブリンの山」

　フェリクスの声だけを聞くと、他ひ人と事ごとみたいな響きだ。

　だが、聖杖ガンダルヴァにはわかる。フェリクスは、右手で髪をわしゃわしゃとかき回している。何かを心配している時のくせだ。

（まずいな。聞いてた、これまでの戦いよりずいぶんと数が多い。今日は、どれだけ犠牲を払っても陥落させるつもりなのかもしれん）

「たぶん、そうだ。まだ来るぞ」

　フェリクスは顔をあげて、鼻をひくつかせた。

　風にまじった妖鬼族ゴブリンの匂いを嗅いでいるのだ。

「魔法、いっぺん切ってくれ」

　遠隔映像拡大を使っていると、そこ以外が見えなくなる。

　元に戻した。フェリクスが草原を見回した。

（マジかよ）

　聖せい杖じようガンダルヴァが、呻うめくように思念を発した。

　四つも、新しい妖鬼族ゴブリンの群れが出現している。

　こげ茶、汚れた灰色、ギトギトした黒、茶と黒のまだら。群れごとに違った色だ。一匹の妖鬼族ゴブリンが増えたのである。

　そいつらは、交易都市へ、四つの方角から押し寄せてきた。

　攻められているのは西と南だが、そこに増援が押し寄せてきたのだ。それだけではない、さらに北と東にも敵が出現した。

　先の二カ所に、守りの兵も集中していた。百五十組三百人の、三分の一ずつだ。全体の六分の一しか残っていなかった北と東にも、これから兵を増強しなければならない。

　だが、南と西は、敵の戦力が二倍になる。割さけるだろうか。

　もちろん、控えの戦力はまだ百人程度はいるはずだが、かなり苦しいことになるだろう。

（けど、あいつらの被害だってたいしたもんだろう。なんでここまでする？）

　ガンダルヴァの疑問に、フェリクスは他には聞こえない声で答えた。

「コニーとミルクがいるから、ってのはどうだ？」

（……可能性はある。いや。コニーは見られたかな。ミルクの存在はバレてないと思うが）

「あっ、あそこ。良くないことになってるです！」

　チャミが声をあげた。

　円形の城壁に守られたこの交易都市には、東西南北に大門がある。いま、攻撃を受けていたのは、さっきまでフェリクスたちがいた南と、西の門だ。

　南はまだ守られている。だが、西の門が、破られかけていた。

　もともと、ここは一部が壊れていた。

　だからこそ、守護兵は多めに配備されていたのだが、かえって裏目に出た。

　この崩れた壁を越えさせまいと、兵士たちは激しく敵を撃ち、数多くの妖鬼族ゴブリンが斃たおれて、どんどんとうずたかく死し骸がいの山が積み重なっていった。

　そこへ、さらに次の妖鬼族ゴブリン集団が押し寄せたのだ。

　玉石人ゼルライトたちが、石の散弾で撃って撃って撃ちまくっている。だがそれは、さらに死骸の山を高くしていた。

（やべえ！）

　山が崩れた。死し骸がいの隙間から、無数の妖鬼族ゴブリンが躍り出る。

「俺たちは、状況を見て、逃げるか援軍に出るか決める。……そうだったよな」

　ガンダルヴァに向けてのフェリクスの言葉を、聞きとがめたのはチャミのほうだ。

「だから、ひとりで援軍とかありえないですって。他の兵隊さんも探すですよ」

（無理だな。他の守りも手が足りねえ。このままじゃ、すぐに陥落だ。後は連鎖するぞ）

　あっさりとガンダルヴァが告げる。

「あそこにいるのは、だいたい妖鬼族ゴブリンが千ってところだろ。俺たちがいけば、なんとかなるんじゃないかな。てか、なんとかするよ、おまらえのためなら」

　フェリクスの言葉にミルクが微笑ほほえみ、コニーが面食らっている。

「というわけで、ちょっと行ってくる」

　片方の手をあげたところで、コニーが、ようやく本気だと悟って止めに入った。

「フェリクスさん？　無む茶ちやはダメです。だいいち、どうやってあそこまで行くんですか」

　もちろん、フェリクスは、にやりと笑った。

「まあ、一番の近道はここじゃないかな」

　言うが早いか走った。彼の意図を悟ったのはミルクだけで、もちろん彼女は止めない。












「お兄ちゃん、がんばってー」

「おう、行ってくる」

　フェリクスは、その身を宙に躍らせた。

「ええっ！　フェリクスさんっ!?」

　コニーが悲鳴をあげた。円盤の端に駆け寄って、身をのりだした。彼女まで落ちそうだったので、ミルクがあわてて捕まえた。

「大丈夫だよ、お兄ちゃんなら。……まあ、あたしも、戦ってるのは見てないけど……」

「まーかーせーとーけー」

　真っ逆さまに落下しつつ、身体ごとふりむき、フェリクスは大きな声で叫んだ。

（おい、それより俺に落下制御の魔術を使わせろっ。ああ、もう、高いところ落ちるのは嫌な思い出があるんだよ、俺は）

「悪いな。じゃあ、呪文よろしく。あと、ついたら疲労回復をかけ続けてくれ」

　西門が、ぐんぐんと近づいてくる。




「もう、味方はいないのか……」

　今日が三度めの戦いだった三眼人トロワイユの若者は、自分のまわりを見回した。

　西の門の守りだったはずが、かなり離れてしまっている。

　押されに押されたからだ。

「これ以上は決してさがらない、死んでも行く手を塞ふさいでやる」

　彼は、悲壮な決意を固めていた。

　死し骸がいの中から、まだ動く妖鬼族ゴブリンが飛び出し、わっと城壁の上に広がったのは、ほんのしばらく前のことだ。

　その瞬間は、まだなんとかなると思っていた。

　だが、数で圧倒的に勝り、そして入り乱れられてしまうと、こちらの武器である石の散弾が使えない。味方を巻きこんでしまうからだ。

　わしゃわしゃと長い毛を揺らしながら、妖鬼族ゴブリンたちが次々にしがみついてきた。彼らの武器は、せいぜいが棍こん棒ぼうや錆さびた小剣。よくて手斧おのだ。玉石人ゼルライトたちの硬い体には、文字通り歯が立たない。けれど、殺す必要まではないのだ。数体にしがみつかれ、長い毛を巻きつけられて、動きを封じられた。

　捕まえて労働力にするため、とどめは刺さない。膝ひざや肘を砕いて、当面、戦えなくしては先へ進むのが妖鬼族ゴブリンどものやり口だった。

　まずは玉石人ゼルライトが狙われた。攻撃の要だからだ。

　次が自分たち、三眼人トロワイユだ。

　射撃の指示が役目だったから、武器は短い剣くらいしかない。護身用だ。それでも何匹かは倒す。街の中央、水晶樹に避難している恋人のところには行かせない。

　だが、決意とうらはらに、身体は震えて、手は動かず、足は前に出ない。

　醜い毛むくじゃらの猿のような妖鬼族ゴブリンたちが迫ってくる。

　もうだめだ──と思ったその時だった。

　いきなり、黄金の髪を持った若者が、空からふってきたのだ。

　若者は、妖鬼族ゴブリンの顔面に着地して、そのまま蹴飛ばした。反動で、もう一度宙に舞い上がり、今度は右足を突き出した。別の妖鬼族ゴブリンの脳天を蹴る。

　さらにもう一匹蹴って、ようやく着地した。

「あ、あんたは？　うちの守り手じゃない……よな？」

「フェリクス。援軍だ」

（女神リルアリアからの救いをもたらす、法王だ）

「え？　でも女神リルアリアさまの教団って歌劇団では……？　フェリクス法王？」

　教団について表向きの顔しか知らない、三眼人トロワイユの兵士は混乱した。空から落ちてきた若者は、人間族ヒユーマンに見えたが、そんなはずはない。彼らは〈闇堕おち〉勢の中核だ。特徴の薄い混在種ハイブリツドだろう。若者は、戦場のただ中とも思えない態度で話しかけてきた。

「悪いな。遅れて。ここまで一気に攻められるとは思わなくて。もう、あんたひとりか」

　問われて、えっと思った。たしかにもう、まわりにいたはずの戦友は姿を消している。五十組百人が飲みこまれている。

「あとは休んでいてくれ」

　そういうと、フェリクスと名乗った若者は、平然とした態度で進み出た。

　眼前には無数の妖鬼族ゴブリン。城壁の厚みは、歩幅にして十歩分くらいだ。それが、びっしりと妖鬼族ゴブリンで埋まっていた。奥行きはわからない。

　粗末な武器を手にして、体格も貧弱である。

　だが圧倒的な数だ。

「千はいるぞ。ひとりで戦うなんて無む茶ちやだ。あんたこそ逃げろ」

「そっちはなんで逃げない？」

「俺は……この街を守るのが仕事だ」

「こっちは世界を守るのが仕事らしいんだよ」

　フェリクスが、牙をむいた。

　太陽で、たてがみが輝いた。

　ざわり……と妖鬼族ゴブリンたちがたじろぐ。だが、先頭集団が怯おびえていても、それは後方にまで伝わらない。先に何がいようと、自分たちの数でなんとかできると思っている。もうすぐ後ろからの圧力に耐えかねて、先頭の妖鬼族ゴブリンが飛びかかってくるだろう。

「あんた、こいつを持ってついてきてくれるか」

　フェリクスと名乗った若者は、手にしていた杖つえを、兵士にさしだした。

「あと、よく見ててくれ。うっかりふっ飛ばして陰に隠れさせると、また増えるからな。水晶樹の上からも、見ててくれるはずだけど」

「見るのは俺たち種族の得意なことだが……」

　と、兵士が答えた時にはもう、フェリクスは妖鬼族ゴブリンの群れの中に入りこんでいた。

　そのことに気がついて、妖鬼族ゴブリンがあわてて武器をふりかざした。

　動きに殺意があった。

　さっきまで戦っていた玉石人ゼルライトや三眼人トロワイユは、いずれ自分たち側の戦力として取り込める相手だ。だが、フェリクスは違う。それを本能的に勘づいていたのだ。

「ががうっ」

　動物的な吠ほえ声をあげて、妖鬼族ゴブリンたちが、刃やいばをフェリクスに突き出してくる。正確に急所を狙っていた。

「あんたっ」

　兵士が悲鳴をあげた時には、フェリクスは、それを全部かわしていた。しかも同時に、そのうち二匹の腕をつかみ、ひねって放り投げた。攻撃をしてきた別の二体が、仲間をぶつけられてひっくり返る。隙間をくぐって、最後の一匹を蹴りで仕留めた。

　よほど手て練だれの戦士でも、同時攻撃に対応できるのは三方向までだ。だが、フェリクスは五匹の妖鬼族ゴブリンからの同時攻撃をいなしてみせた。

「さすがだな、俺」

（俺も支援してるがな）

　攻撃してきたうち一匹が、激しく目をこすりながら、後ろにさがった。ガンダルヴァの魔法で、フェリクスの姿が二重にぶれて見えているのだ。狙いが不正確になっている。

「ぷぎゃーっ！」

　声をあげつつ、別の一匹が、いま後退した一匹の背中に、容赦のない蹴りを入れた。

　たたっとよろけて前進してきたその妖鬼族ゴブリンの目の前に、フェリクスの膝ひざが出現した。鼻を砕かれて、妖鬼族ゴブリンが崩れ落ちる。

「いい子だから寝てろ」

　そう言ったフェリクスに、妖鬼族ゴブリンがさらに押し寄せた。

　殴る。蹴飛ばす。頭突きする。掴つかんで投げる。

　噛かみつきは……一度やりかけて、ものすごい表情になってやめた。匂いがすごかったのだ。味わいたくないし、そもそも汚い。

「食えない相手を狩るのは気がのらないなあ」

　と口では言いつつ、フェリクスは、西の門を目指して着実に進んでいる。

「本当に取り戻せるの……か？　たったひとりで？　俺たち百人で守り切れなかったっていうのに？　嘘うそだろ？」

　いや、確かにフェリクスは、徐々にだが妖鬼族ゴブリンを押し返している。

　──はるか頭上では、ミルクがそのようすを見て、はしゃいでいた。

「ね、ね？　お兄ちゃんはすごいでしょ？」

「……はい。すごいです」

　うなずいたのはチャミだ。コニーは、声も出ない。ただ、無事を祈っている。

　彼女たちだけではなく、人々はみな、フェリクスのようすを見つめていた。その応援の視線が、さらなる妖鬼族ゴブリンの分身による増加を食い止めてはいる。

　とはいうものの、まだ七百以上の敵が残っていた。

　──フェリクスは、自分を迂う回かいしようとする妖鬼族ゴブリンに、別の妖鬼族ゴブリンを投げつけた。時には数歩分を一気に剛腕でなぎはらい、数匹をまとめて蹴飛ばしては後退させた。

　敵も、たいした策は弄ろうしてこない。そういう発想が、元からないのだろう。数に任せてつっこんでくるのを、獅し子しの咆ほう哮こうでビビらせて止め、体ごと回転させて突っこみ、城壁の外側まで吹っ飛ばした。実のところは、取り戻すというより、倒した敵同士が重ならないよう移動した結果、前進しているだけだ。

　フェリクスは、後ろに尋ねた。

「いまのでいくつだ？　何割やっつけた？」

「わかりませ……」

　ついてきた三眼人トロワイユの兵士が答えようとしたのに、杖つえの思念が重なった。

（四割ってとこだな）

　この杖が意識を持っていて、魔法を操るのは、兵士にもわかっている。自分の命にかえても、聖せい杖じようを守る、そのくらいの気迫は見せていた。

「四割、ですか」

　杖に尋ねる。

（……上で大おお雑ざつ把ぱに数えて千。だいたい、これひとつで百人ぶちのめしてる感じだ）

　聖杖の飾りの宝玉がひとつ、壊れた。貯たくわえてあった魔力が尽きたのだ。

　大平原を駆けまわって育った、フェリクスの体力は無む尽じん蔵ぞうに近い。だが千の敵と、疲れを見せずに戦い続けるには、さすがに魔法による回復が必要だ。

（もうちょっと、体力を温存する戦い方をしろよ）

　まだ同じ魔力の宝玉は三十個近くあるのだが、それでも聖杖ガンダルヴァは忠告する。

　残りは六百。

「ほんじゃ、ギゼル爺じいちゃんに習った、あれでやってみるか。来いよ、ほら」

　フェリクスに手招きされて、甲高い叫びをあげつつ妖鬼族ゴブリンがつっこんでくる。踏みこんだフェリクスは、たくみに刃やいばをかわし、相手の右足に自分の右足を絡ませた。力の方向を誘導してやると、自分の筋力は使わずとも、妖鬼族ゴブリンの足の骨が折れた。

　次のも、そして次のも、その次は腕で、さらに次は腰。

　いい音、というか嫌な音が立て続けに響く。

（まだ修行が足りんな。敵の力が使えてない。体力の消耗は、そんなに変わんないぞ）

「なら、ぶん殴るほうがいいか」

　ふたたび、打撃に切り替える。

「もっと細かく数えといてくれよ！」

「はいっ」

　返事をしたのは兵士だ。もうすっかりフェリクスに心酔した顔になっている。

「四百五十四、四百五十五、四百五十六……」

　フェリクスは殴って殴って殴り続けた。体力は魔法で補充してもらえるが、さすがに彼も、精神的には疲れる。

　目がかすんで、朦もう朧ろうとしてくる。それでも殴り続ける。

　拳が痛む。脚がよろける。そこを魔法が支えた。そして、殴り続ける。

　肩で息をしはじめた。肉体は賦ふ活かつされても、もう何をしているのかわからなくなりはじめている。それでも、殴り続けた。

「七百三十四、七百三十五、七百三十六」

　ついてくる兵士は、数え続けた。その気持ちがまだ折れない。

　数える声が聞こえるうちは、フェリクスも折れない。妖鬼族ゴブリンたちも、逃げずに向かってくる。ふらついて、あやうい場面は何度かあった。

「八百九十一、八百九十二、八百九十三」

　兵士の声はもうかすれて聞き取れない。

「相手も、つきつめれば一人だ」

　フェリクスは自分に言い聞かせた。これは一対一の殴りあいなんだ、と。

　実際にはやっぱり敵は千体ぶんなのだが。

（うお、またひとつ魔力が尽きたぞ）

　ついに、ガンダルヴァの、九つめの魔力宝玉が砕けた。しかし、それでもフェリクスは殴り続けた。前に進んだ。進んで、進んで、進み続けた。

「……千！　千です！」

　ちょうどキリのいい数が読み上げられたところで、妖鬼族ゴブリンが尽きた。

　西門にたどりついている。

「すごい……。ありえない……」

　兵士が呆ぼう然ぜんとしている。

　山からもう妖鬼族ゴブリンが出てこなくなっていた。増殖が止まっている。

（やったな、守り切ったぞ）

　聖せい杖じようガンダルヴァが、誇らしげな思念を響かせた。

「お兄ちゃん、すごいすごい。ひとりで千人やっつけちゃった」

「ほぅわぁ。たしかにむちゃくちゃなのです」

「……よかった。無事で。しかも、相手を殺してない。フェリクスさん……すごい」

　本人たちに届いてはいなかったが、ミルクが拍手し、チャミがおおはしゃぎし、コニーは、ほっとして膝ひざをついていた。

　殺さないでほしいなんて無む茶ちやだ。ただでさえ千人相手なんて、ありえないのに。

　その不可能事を、フェリクスはやってのけた。フェリクスという少年を、コニーはその時、全面的に信じたのだ。強さではなく、その秘めた優しさを。

「……わたしも頑張ります。あきらめません」

　フェリクスの行動が、コニーの心に、しっかりしたくさびを打ち込んでくれた。どれだけ重みをかけても、抜けずに気持ちを支えてくれるくさびだ。

　彼女たちの他にも、町の非戦闘員が、同じように水晶樹の高い場所に避難をしていた。その人々もまた、フェリクスに声援を送っていたのである。

「いやあ、働いたなあ、今日は。しばらく休んでいいよなあ」

　額の汗を、ぬぐいながら、フェリクスはふりかえった。

　十歩幅の城壁通路が長さ二百歩分くらい、倒れた妖鬼族ゴブリンで埋め尽くされている。どいつも気絶しているか、無力化されている。ゆっくりと溶けるように、それが消え始めていた。本体が気を失うと、分身もいなくなるらしい。

「すごい。すごいですよ。ありがとうございます」

　兵士が駆け寄ってきた。

（俺をふりまわすな、こら）

　ガンダルヴァが注意するが、思念も届いていない。

「あなたのおかげで、街は救われました！」

「だといいけどな。見張り塔に登って、他のどこに応援に行けばいいか見てみようぜ」

　城門の上には、塔がそびえている。水晶樹ほどの高さはないが、左右にある城門くらいまでなら見通せる。もちろん、本来は敵襲にそなえてのものだ。

「そうですね。急いで確認しましょう。あなたがいてくだされば……」

　三眼人トロワイユの兵士は、フェリクスを案内して、塔の内壁の急な階段を上った。見張り台から見た光景は、しかし彼らを慄りつ然ぜんとさせた。

「なんてこった。こっちに引きつけてるうちに押し返してくれればと思ってたけど……」

　南はもはや陥落している。北も、もたないのは明らかだ。このようすでは、見えない東の城門も、どうなっていることか。

（さっきより、さらに数が増えていやがる）

　敵が増援を送りこんでいたようだ。

　城内に目をやると、街中に残っていた防御支援の市民が避難をはじめている。

「そうだ。水晶樹に立てこもればいい。敵はあれを登れません」

　兵士は、自分を励ますように言った。

（あれは魔法で一時的に作った避難所だろう。いつまでもつ？）

　兵士は、返事ができなかった。質問しか出てこない。

「でも、どうすればいいんです？」

「どこかに応援に行くか？」

　フェリクスはガンダルヴァに問いかけた。

（俺たちがあと千をふっ飛ばせば、また千を送りこんできそうだぞ。判断、間違えたかもしれないな）

　ガンダルヴァが思念を発した時だ。

「一概にそうも言えませんけど、まあ結果としてはそうどすな」

　女性の声が響いた。小柄な影が、いつの間にかフェリクスの背後に忍び寄っていたのだ。

　背丈はコニーにも及ばないくらいだが、胸囲はミルクに匹敵している。

　黒い髪を動きやすいように結いあげ、体にぴったりした革鎧よろいをまとっていた。鎧といっても要所を覆っているだけで、ほとんど見えている。手にさげた短剣シヨートソードは、刃やいばが黒く塗られていた。褐色の肌と、尖とがった耳。

　昏森人ダークエルフの暗殺者アサシンだ。

「ここは私が！」

　兵士が、フェリクスをかばおうとした。

「ありがたいけど、違うんだ。仲間、というか……俺の先生」

　メリアディスである。

「法王聖下。よう頑張ってくれはりました。ふつうなら、千人も殴り倒されたら、撤退するでしょう。けど、いまのこいつらは、えらいこと士気が高いんですわ」

「……どこか近くにこいつらの姫巫み女こがいるのか？」

　フェリクスの反応に、メリアディスは微笑ほほえんだ。

「ようできました。うちが偵察してきたのが間違いやなければ。あっちに」

　メリアディスは、くるりと城壁の外側へ体を回した。彼女は水晶樹に背を向けて、さしあげた短剣シヨートソードの切っ先が、交易都市を囲む草原の彼方かなたを指さしていた。

「行こうか」

　フェリクスが、あっさり言った。

「あの時と同じやり方だな。今度もうまくいく。〈浄化〉の仕方は考えたし」

　フェリクスは、大平原の戦いのことを思い出している。あの時のミルクのように、妖鬼族ゴブリンの姫巫み女こを解放すれば、一気に決着だ。

　リルアリアが、予言で妖鬼族ゴブリンの姫巫女について触れなかったことを、フェリクスは失念していた。ガンダルヴァやメリアディスも気づかない。

　メリアディスは、三眼人トロワイユの兵士に言った。

「兵隊さん、うまいことかわして、水晶樹の人たちに、あきらめへんように伝えてください。うちらが、親玉をなんとかしますよって」

「親玉？　近くに〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉がいるんですか？」

　妖鬼族ゴブリンの姫巫女の異い名みようだ。

「自分も……」

　言いかけた三眼人トロワイユの兵士の口を、メリアディスが人差し指で塞ふさいだ。

　一瞬、どきまぎした彼だったが、すぐにそんな場合ではないと気持ちを戻した。指をふりはらって言い募る。

「ええ、自分だけでは役に立たないでしょう。ですが、まだ生き残りはいます。集めれば数十人にはなるはずです。あなたたち二人だけで……」

　と、ここまで言って、三眼人トロワイユの兵士はぞくりと背中を震わせた。

「二人だけで？」












　メリアディスが、微笑ほほえんで問いかける。

「千人を殴り倒した法王聖下と、その法王聖下に先生って呼ばれる私だけで、何ができると思います？」

　女神リルアリアに仕える歌劇団。表向きは、音楽や芝居で人々を慰める教団だ。しかし、実際には百年ごとの〈闇堕おち〉から世界を守るため、活動を続けてきた。昏森人ダークエルフの寿命は長い。メリアディスは、既に数回の〈闇堕ち〉を戦い抜いてきた、古ふる強つわ者ものの女戦士でもある。だからこその法王の教育係なのだ。

　もちろん、兵士はそんなことは知らない。

　知っているのは、目の前で千人を殴り倒したフェリクスの姿だけだ。

「……できるんですね。ここまで本気の〈闇堕ち〉勢を、なんとかできるんですね」

　彼のそれは質問でも確認でもなく、安あん堵どが口にさせた言葉だった。信じたのだ。この二人が、数千かあるいは数万もいるかもしれない〈闇堕ち〉勢から街を救ってくれることを。

（おう、まかせろ。俺もいるんだぜ）

　聖なる杖つえの思念が脳裏に響く。

「よろしくお願いします！」

　頭をさげたままの兵士の肩をぽんと叩たたいて、フェリクスが見張り塔から身を躍らせた。

「待ってろ！　俺が妖鬼族ゴブリンの姫巫み女こを救ってやるから！」
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「あっ、お兄ちゃんが出ていった」

　兵士の肩を叩き、フェリクスが城壁から飛び降りるのを見て、ミルクが声をあげた。

「……そうみたい、ですね」

　コニーが、沈痛な声で言った。

　城壁の上での戦いは、水晶樹の上からでは到底、細部が見えない。だが、妖鬼族ゴブリンとそれ以外の区別くらいはできる。

　フェリクスが妖鬼族ゴブリンどもを殴って殴って殴って殴り倒し続けているのを、ここに避難したみんなが見つめていた。

　希望を見ていた、という表現でもいいかもしれない。

　なのにその頼りの相手が、自分の前の妖鬼族ゴブリンを薙なぎ倒したところで身をひるがえして立ち去ってしまったのだ。彼女たちには、メリアディスの姿は確認できていない。手て練だれの暗殺者アサシンは、そうそう見つかるものではない。

　だからこそなおさら、彼がひとりで逃げたように見えたのだろう。

　周囲に落胆の気配がただよった。

　それを遠慮なく口にしたのはチャミだった。

「えー、なんでフェリクス逃げちゃうの？」

　丸いほっぺたを、さらにまん丸くして口を尖とがらせる。

「完璧に勝ってたんだから、他のもやっつけてくれればいいのに」

「そんな贅ぜい沢たくを言うものじゃないわ、チャミ」

　コニーは、しゃがみこんで彼女の頭を撫なでた。しゃがむというより、希望が去ると同時に、力が抜けてしまったのかもしれない。

　まだ出会って一日しかたっていない彼を、自分でもびっくりするほど頼りにしてしまっていたのだ、と自覚する。

　たぶんそれは、たったいま、押し寄せる波のような妖鬼族ゴブリンの軍団にたったひとりで立ちむかう姿を見ているうちにはぐくまれたものだろう、とは思う。

　無む茶ちやな人だと思うけれど、思いついたことをやってのける力は示してくれていた。

　このまま、あのたくましい背中で守り続けてくれると期待していたのだが。

　しかし、彼が守っていた南以外は、既に門が破られている。

　町の中心へ、妖鬼族ゴブリンが押し寄せてくるのに従って、まだ無事な兵士たちや町に残っていた男たちが、こちらへ逃げてくる。水晶樹の高みに避難している数百人の女性や老人、子供にもそれとともに不安が押し寄せてくる。

「大丈夫だ、ここへは妖鬼族ゴブリンたちも簡単には登ってはこられない……」

　と、避難している中の年長の男性が言った時だ。

「おい、あれを見ろ……」

　誰かがひきつった声をあげた。

　高い城壁の上から、ぬうっと巨大な狼の顔があらわれたのだ。

「あれは……魔天狼フエンリル！　戦狼族ウオーウルフの守護獣、最強の魔獣です。あれを持ちだしてくるとは……！」

　先日まではともに戦っていた牛頭人ミノタウロスの近衛このえ兵へいが、怯おびえた声をあげた。

　巨大すぎる狼は、青灰色の毛皮に覆われている。その頭頂部に、小さな人影があった。

「……〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉」

　ミルクが、三十日前までの支配者の名を、怯えた声でつぶやいた。

　ここからでは細部は見えないが、ミルクには〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の表情が予想できる。彼女の〈闇堕おち〉度合いは、ミルクよりはるかに深かった。破壊と死を命じているはずだ。

　館よりも巨大な、その怪物は、体当たりひとつで城壁を押し倒した。

　できた隙間から、妖鬼族ゴブリンたちが流れ込んでくる。黒や茶色、灰色の汚いどぶ川の流れのようだ。

　抵抗しようとした兵士たちが、巨大な狼おおかみに薙なぎ払われる。その口から猛吹雪ふぶきが吐き出された。街の男たちが、次々に凍らされてゆく。

「もうだめだ！」

「ねえ、助けがきたよっ！」

　まったく反対の絶望と希望の声が、ほとんど同時にあがった。

　だが希望のほうは、残念ながらすぐに否定された。

「なんだよ。援軍かと思ったら、犬耳族コボルドじゃないか」

　城壁の外、街道を駆けてくる集団があった。この遠方からでも、種族は見分けがつく。コニーを救おうというのだろうが、役に立つとは思えない。犬耳族コボルドの〈加護〉は「忠義」だ。信じて折れぬ心。それしかない。

　魔天狼フエンリルに立ち向かえるとは、コニーすら思えない。

　街並みを踏み潰つぶし、立ち向かおうとする兵士を蹴散らしながら、怪物は水晶樹に近づいてくる。やつと妖鬼族ゴブリンに追われて、生き残りたちが水晶樹に登ってきた。

　水晶樹最上部の円盤は、立りつ錐すいの余地もなくなっていく。おたがい押し合いへしあいしながら、なんとかおさまっている。端からこぼれ落ちかねない。

　もうすぐ、魔天狼フエンリルがやってくる。

　こちらを怖がらせるため、わざとゆっくり近づいているのだ。

「早く戻ってきて、お兄ちゃん」

　ミルクが祈りをこめてつぶやいた。

　彼女はまだ、フェリクスを信じている。

　コニーだって信じたい。いや、彼がどこかで何かをしてくれていることは全面的に信じているのだ。ただ、それが間に合うかどうかが不安なだけで。

「おい、あれはなんだ？」

　生き残りの三眼人トロワイユ兵士が声をあげた。

　まだ他の種族には見えないが、彼は三つの目をそろって空の彼方かなたに向けている。

「お兄ちゃんかな？」

「飛んでおりますから、異なると思われます」

　ミルクの期待に満ちた声に、近衛このえ兵へいが返答した。

　やがて飛ひ翔しようする人影がひとつ、ここに近づいてくるのが誰の目にも見え始めた。人間族ヒユーマンっぽい頭と胴体に、鳥の身体。翼が合計二対に、派手な尾羽。

「……あのひとだわ」

　コニーの顔が青ざめた。本当なら喜ぶべきなのかもしれない。〈闇堕おち〉勢の宿敵である〈獅し子し同盟〉の指揮官があらわれたのだから。

　けれど、昨日のやりとりでコニーは、あの男には期待が持てないことを悟っていた。

　やがて、真下から噴出した吹雪ふぶきが、孔雀王族ガルーダの男を襲った。魔天狼フエンリルの、魔性の吐息である。たいていの鳥なら一撃で凍りついて墜落するところだ。しかし、性格や思想がどうあれ、飛行の巧みさはたいしたものだった。素早くかわして、そのまま水晶樹へつっこんでくる。

「いけない。受け止めてあげないと、怪け我がをします！」

　コニーは、とっさに叫んだ。

　相手は、吹雪ふぶきから身をかわしたまま、速度をゆるめられずにいるようだ。

　本人だけではなく、突っこんで来られると、ここにいる人たちも巻き込まれる。たぶん、あの男はそれを気にしないだろう。むしろ、自分のために他人を下敷きにしかねない。

「ふんぬっ」

「ほんぬっ」

　牛頭人ミノタウロスの男女ひとりずつが進み出て、つっこんできた孔雀王族ガルーダの男を受け止めてやった。床を掴つかむつもりだったのか、脚の爪を出しっぱなしにしていたので、それが男性のほうの腹にめりこんで、血が噴き出した。けれど、苦痛の声さえあげず、牛頭人ミノタウロスの男は、孔雀王族ガルーダをそっと床におろしてやった。

「もう少し丁寧にできないのかね。荷物が壊れたらどうするのだ」

　ラーコックという名だったとコニーが思い出したその男は、助けてくれた牛頭人ミノタウロスたちから身を放すと、真っ先にそう言った。背に荷物袋をかついでいる。

「だが、そうは言っても無用な損害を出さなかった。人々への献身には敬意を表しよう」

　感謝とも謝罪とも思えない言葉だが、あまりに高たか飛び車しやすぎて、みんな文句を返すことさえ思いつかなかった。

「なんだね、あんたは」

　文字通り、岩がきしむような声で尋ねたのは、この街の守備隊の残りのうち、最も高い地位の玉石人ゼルライトだった。

　彼は問いかけの返事を待たなかった。のんびりした時間感覚の玉石人ゼルライトには珍しいことだが、それだけ切せつ羽ぱ詰つまっていたのだ。

「誰でもいい。このお方を連れて逃げてくれ。敵に姫巫み女こさまを渡してはならん」

　この発言の意味がわからない者はいない。みな、何より大切なのは、種族全体の〈闇堕おち〉をさけることだとわかっているからだ。コニーでさえ、自分が〈闇堕ち〉勢の手に落ちれば、種族全体が〈闇堕ち〉するのだから、この発言に抗議はしない。いまは切迫した状況なのだ。自分が逃げれば、やつらはこっちを追ってくるかもしれないし。

「あいにくだが、それはできないな！　なぜなら、我々〈獅し子し同盟〉は、きみたちすべてを救うことが可能だからだ。個人が、全体に対する義務を果たしさえすれば！　そう、我が名はラーコック。偉大なる〈獅子同盟〉から遣わされた、きみらの救い主だ！」

　ラーコックは、大きく尾羽を広げて目玉模様をきらめかせた。

　人々が期待の声をあげた。〈獅子同盟〉という言葉が、好意と悪意とを交互にこめて囁ささやき交わされる。カイエンを守ってほしいなら、本国にいる各種族の姫巫み女こが、その身をさしだしていない、という要求があり、以来交渉は保留のままだった。いや、事実上は破たんしている。拒否されたが、再交渉が可能だと思っているのはラーコックだけだ。

　その時、ついに魔天狼フエンリルがたどりつき、どおんと水晶樹が揺れた。

　体当たりされたのだ。

　複雑な表情で彼を睨にらんでいたコニーが、その揺れでよろけた。近づいたラーコックが、その腕を掴つかむ。コニーは、怒りの表情で彼を睨みつけた。

「あなたはわかっているようですね、犬耳族コボルドの姫巫女さま。自分がなすべき義務を。あなたが従いさえすれば、我々〈獅し子し同盟〉は彼らを救います」

「あなたたちには用はないです。ちゃんと助けてくれる人がいるですからね」

　そう声をあげたのは、チャミだ。牛頭人ミノタウロスたちの奥でもごもご言う声が聞こえたのは、ミルクだろう。近衛このえたちが、彼女の身を案じて口を押さえているのだ。

「とっとと帰るがいいですよ」

　そのチャミを睨み、指揮官は声を上げた。

「ここに〈闇堕おち〉勢の手先がいるぞ。とっとと追放したまえ！」

　その言葉の衝撃に、人々が狼狽うろたえる。だが中にはそれを鵜う呑のみにして動き出そうとするものもいた。

「……この子は混在種ハイブリツド。〈闇堕ち〉はしていない。疑わしいなら我々のほうだろう。追い払うかね？」

　牛頭人ミノタウロスの近衛隊長が落ち着いた声で言う。近づきかけていた者たちの足が止まった。ラーコックも、いまさら存在を認識したのか、ぎょっとした顔で後ずさる。だが、コニーの腕はつかんだままだ。

　ラーコックは、あらためてコニーに問いかけた。

「この人たちを救いたくはないですか？　あなたがその身を犠牲にするなら、それができる。それとも、あなたひとりが助かるため、みなを犠牲にしますか？」

　あたりに奇妙な空気が満ちた。

　この男が何を言っているのか、みんなは理解できないでいる。だが、どうやら姫巫女に、自己犠牲を強いる決断を迫っているようだ。

　姫巫女は、それぞれが種族の繁栄を支え、星座の女神からの〈加護〉を分け与える存在だ。種族の象徴と言ってもいいが、同時に、自分たちが生き残ることに力を尽くすためだけに存在している、とも知っている。

　本当に助かるのなら……と期待をしてしまう。まして犬耳族コボルド以外になれば、家族や友人を救ってくれ、という視線を送ってしまうのも無理はない。

　コニーは、決断をくだした。

「みなさん、信じて下さい。フェリクスという人がいます。あの人は、みなさんを助けてくれます。……でも、いまは時間稼ぎが必要なんです」

　コニーの声は静かで、そして重かった。

　それを聞いて、牛頭人ミノタウロスが、悲痛な呻うめき声をあげた。それでも、コニーを制止する者はいない。チャミですら黙っている。コニーが、こういう口調でものを言う時は、決して決意をひるがえさないと知っているからだ。

「それで、私はどんな犠牲を払えばいいのですか」

　コニーの問いかけに、ラーコックはにやりと笑った。

「あなたの力があれば、簡易なものですが〈闇堕おち〉勢を追い払えるのです。我ら〈獅し子し同盟〉のみが可能な、この〈障壁結界マジツクウオール〉によってね」

「いったい、それは何をするのです？」

「彼らを追い払います。信じていただけますか。今すぐ、簡易な物を展開する用意はありますよ」

　ラーコックは、背負った荷物袋から、大きな魔法玉を五つと、複雑な魔法円が描かれた、儀式の道具を取り出した。

　コニーにはわかる。これは、本当に力のある魔道具だ。

「姫巫み女こさま、だめです。きっと、もうすぐ……」

「そのもうすぐを、みんなが無事に迎えるためなの。フェリクスさんに、後でごめんなさいって言っておいてね」

　それでも言い募ろうとするチャミを、牛頭人ミノタウロスの近衛このえ兵へいが押さえてくれた。

「……それで、わたしはどうすればよいのですか」

　コニーが向けたまっすぐな瞳に、ラーコックは一瞬、たじろいだ表情を見せた。だが、すぐに強気を取り戻し、なんとか虚勢をはった。

「よろしいでしょう。まずは、その命を、削っていただきます」

　コニーは、その言葉を聞いても、ひとかけらも恐れを見せなかった。

「千人の敵に一人で立ち向かうよりは、簡単なことのようですね」

　そう言って、彼女は微笑ほほえんだ。温かく、強い笑みだった。
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　コニーとラーコックが向き合っている頃、フェリクスはドッガ草原を駆けていた。

　目指すのは、メリアディスが見つけた妖鬼族ゴブリンの野営地だ。

　フェリクスはすさまじい速さだが、メリアディスのほうも、まったく遅れない。

　交易都市を離れて、二人と一つは、西の方角へ向かった。

　ちょうど太陽が落ちてゆく。

　あれだけの数の妖鬼族ゴブリンを、殴って投げて蹴散らしていたのだ。

　既に、夕暮れが近づき始めていた。

　地平線が赤く染まるのを正面に見ながら、しばらく走りに走った。

「ここへ戻る途中で見つけましてんけど、草原の向こうに野営してる一団がおりました。こんだけ攻めてきてるからには、まず間違いなく妖鬼族ゴブリンの姫巫女が出張ってきてます。いるのは、あの場所でしょう」

　千の妖鬼族ゴブリンを殴り倒したフェリクスでも、数千は難しい。

　だから、あの大平原の戦いと同じ手を使うことにした。

「正直なことを言うと、もうすぐそこまで、みなが来てます」

　歌劇団のみなも、フェリクスを放置していたわけではないのだ。戦狼族ウオーウルフの姫巫女が姿を消して、その行方を探しに散っていた。

　だが、いまは合図を送ったので、ほとんどの者が夕暮れまでに駆けつけるはずだ。

　彼らを待って、守りに徹する手もあった。表向きの顔はともかく、その真実の姿は四十人すべてが、一騎当千の面々だ。うち一人のメリアディスがここにいるから残りは三十九人になるが、みんななら数千の妖鬼族ゴブリンにも立ち向かえるはずだ。

　しかし、ミルクを〈闇堕ち〉から解放した三十日前の記憶が、フェリクスを決断させ、メリアディスも惑わした。敵の姫巫女を捕まえれば同じようにできる、とフェリクスは自分を信じた。

「あっちのほうに……あら、いややわ」

　服のほつれでも見つけたように言って、メリアディスが、手にした短剣シヨートソードを二回、閃ひらめかせた。真っ二つに切り飛ばされた矢が、彼女の左右に散った。

　狙そ撃げきされたのだ。

　続けての射撃を警戒して、彼女の尖とがった大きな耳は、まだくるくるとひねられるように動いている。

（こっちに親玉がいます、って言ってるようなもんだな、こりゃ。防御の魔法、使うぞ）

「頼む」

　矢避よけの呪文で目に見えない盾が展開し、降り注いできた矢の軌道をそらした。

「あそこから飛んできてる」

　フェリクスは言った。

　草原の真ん中に、ぽつんと高い木が立っている。その、葉がよく茂った枝の間から、矢は飛んできていた。

　ちょうど太陽がその向こうなので、視認しにくいが、ここから木まで、フェリクスの足でも百歩余りは距離があるだろう。

　また飛んでくる。矢は、フェリクスの手足を目指していた。胴体より頭より難しい目標だが、腕のいい射手であれば狙う。生きていて動けないとなれば、無傷な他の敵の手を止めさせることもできるからだ。

「もういいぞ」

　続けて呪文の盾を展開しようとした聖せい杖じように、フェリクスは声をかけた。

　わずかに体を斜めにして、胸の前を通りすぎようとした矢をつかみ取る。

　それほど鋭い矢じりでもない。矢羽も粗末なものだ。

　だが、それでもこれだけの距離をへだてて、正確に打ち込まれてくる。

　射手の腕はかなりのものだ。

（妖鬼族ゴブリンが弓を得意にしてるって話は聞いたことねえけどな）

「中にはそういう妖鬼族ゴブリンもいてるんでしょう。けど、得意ていうてもまだまだ中途半端な腕でした。かわいそうに」

　静かな殺気に満ちた声。メリアディスは、木を目指して、一直線に走った。

　矢が飛んでくる。狙いは正確だが、それゆえに読みやすかった。

　降り注ぐ矢を切り飛ばしながら、メリアディスは一気に間合いを詰めた。

　飛んでくる矢の数からして、潜んでいるのはせいぜい二体か三体というところだろう。

　メリアディスがたどりつくより前に、葉の間から、まったく別の方向に矢が撃ちだされた。それは風を切り裂いて、あたりに響く鋭い鳴き声をあげる矢だった。いわゆる鏑かぶら矢やというやつだ。音を響かせることが目的である。

「……知らされてしもたねえ」

　メリアディスの目に、暗い光が宿った。

　木の根元にたどりついたところで、メリアディスは、ふところから毒を塗った投とう擲てき用の長針を取り出した。

　けれど、それを彼女が投げる前に、フェリクスがすぐ横を追い抜いて行った。

　彼は裸足はだしだ。長い足指が、幹に食い込んでいる。

　木登りをするのではなくて、まっすぐに駆け上がっていったのだ。これにはガンダルヴァの魔法は関与していない。

　フェリクスの姿が、良く繁しげった葉の向こうに消えてわずかな時間の後、もじゃもじゃとした毛に覆われた妖鬼族ゴブリンたちが落ちてきた。

　気を失っているが、まだ息をしている。

　殴られたか蹴られたか、それとも両方か。

　生きているなら、とどめだ。

　という意識さえなく、自然にメリアディスは、長針の先端を妖鬼族ゴブリンたちの急所に向けていた。数百年の人生を暗殺者アサシンとしてすごしてきた彼女の習性だ。

「無駄な時間つぶしをしてないで早く行こう、先生」

　木の上から落ちてきたフェリクスが、鏑かぶら矢やが飛んでいったほうに走りだす。

　メリアディスは迷わなかった。妖鬼族ゴブリンは放置して、すぐさま、フェリクスの後を追いかける。肩を──高低差はあるけれど──並べてから言った。

「すんません。もうちょっと近づけると思うてたんですが」

「俺たちを見つけたあいつらのほうが偉い」

　会話しつつ全力疾走していたのではあったが、互いにしか聞こえない密偵の会話術を駆使していたし、姿勢は低くして、草を極力揺らさない特殊な走法を使っていたのだ。

「弓の腕前もたいしたもんだった。もうちょっといろいろ、やりあってみたかったけど」

「敵を正当に評価するんは、ええことです。けど、戦いは手早く、実力は出させずに終わらせるほうが、ほんとうはよろしいんですよ」

（……説教はそのへんにしろ。いたぞ。このまま、まっすぐ先だ）

　聖せい杖じようガンダルヴァが注意を促した。

　かなり前方で、それなりの数が動いている気配がある。

　一瞬だけ緊張してから、フェリクスがすぐに注意をそらして尋ねてきた。

「おっさん、そういえばさっきの隠れてた連中は、なんで見つけられなかったんだ？」

（おまえと喋しやべってたからだよ。てか、探知の魔術、使わせてくれる？）

「頼む」

　聖杖ガンダルヴァは、はめこまれた宝石のひとつを明滅させた。

（……おい、大当たりだぞ。大事な姫巫み女こさまがこんな前線近くにのこのこ出てきてくれるとは……って、まあそれはこっちも似たようなもんか）

「いるのか」

　フェリクスが、聞くが早いか跳び出した。

「法王聖下、もっと慎重に！」

　メリアディスが仕方なく後を追う。

　行く手に広がる草原のど真ん中に、それなりに豪華な天幕テントが張られている。

　都市攻めの軍勢を指揮する本陣にしては、小さなものだったが、妖鬼族ゴブリンなのだから、それも道理だろう。ごく少人数で目立たず動いて、敵の眼前で一気に増えるのがこの種族の流儀だ。

　守りを固めるのも妖鬼族ゴブリンのやり方ではない。何かあれば逃げる。逃げて、相手の目が届かないところで立て直せばいい。

　先程の鏑かぶら矢やが響かせた音で、もう撤収をはじめていた。

　天幕テントをろくに片付けもせずに放棄して、趣味の悪い飾りつけをした御み輿こしが、ちょうど逃げ始めたところだ。姿をさらしたまま、フェリクスはそれに迫った。

「ひいいいいい。なんか来てるぞおお。早く逃げるのだ」

　悲鳴があがった。叫んだのは、豪勢に飾られた玉ぎよく座ざつきの御輿に乗っている少女だ。椅子の下に大きな板をすえつけ、前後にかつぎ棒をつけた、あれだ。

　かついでいるのは、もちろん妖鬼族ゴブリンたちである。

　玉座にいる少女は、可愛かわいらしいピンクのドレスをまとっていたが、手にしているのは、凶悪そうなトゲつき鞭むちである。御輿のほうも、可愛らしい花々、気味の悪い模様が描かれた髑髏されこうべという、不釣り合いな飾りでいっぱいだ。

　少女は、舌足らずな声で怒鳴った。

「早く、みんなを呼び戻すのだ！」

　少女がトゲつき鞭を振り回すと、それは不自然な動きをした。ちゃんとした使い方をしなくとも、思った場所に思った強さで命中する魔法の品マジツクアイテムなのだろう。

「急げ、急げ」

　右腕をふりまわすと、鞭が勝手に輿をかついでいる妖鬼族ゴブリンたちを打った。

　びしり、という音とともに打たれた妖鬼族ゴブリンが声をあげた。

　苦痛というよりは、歓声に聞こえた。

「御ご褒ほう美び、ありがとうございますっ」

　上からの叱責に不満を見せず逆に媚こびる。それが妖鬼族ゴブリンの処世術なのだ。

「はいはい。いいから逃げるのだ」

　姫巫み女こ、すなわち〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉であることが確定した少女は、ますます激しく鞭をふるった。御輿をかつぐ妖鬼族ゴブリンたちは、苦痛をこらえて、歓喜しているかのように声をあげた。

（しょうがねえ連中だな）

「殺しますか？」

　冷静に聞こえる声で、メリアディスがつぶやく。

「いや、先生、適当にあしらっててくれ。ガンダルヴァ、俺の背中に張りついてろ」

（はいよ。魔法を使えってことね）

　ガンダルヴァには、物体を一箇所に固着させる呪文も使える。

「動きの邪魔になるなよ」

（それは保証できん）

　自分の意志で動けるなら、苦労はない──という思念をガンダルヴァが続ける前に、フェリクスは高々と宙に跳んでいた。

　空を往ゆく彼の髪が、獅し子しのたてがみのごとく陽光に輝く。

　護衛の妖鬼族ゴブリンたちが壁になろうと立ちふさがっていたが、あっさりと頭上を飛び越えた。

　一列目だけは。

　二列目が、フェリクスの眼前にいる。

　着地しつつ、身を沈めた。両手を地面について、そのまま走りだす。

　妖鬼族ゴブリンたちは粗末な剣や斧おので武装していた。それをフェリクスめがけてふりおろす。だが、当たらない。フェリクスが通り過ぎた後の地面をえぐるだけだ。妖鬼族ゴブリンにしては度胸のあるやつが、フェリクスの正面に立ちはだかった。

「やるなあ！　けど、邪魔すんなよっ」

　勇気への褒め言葉とともに、フェリクスはそいつに体当たりした。

　妖鬼族ゴブリンは、あっさり吹き飛ばされた。

　横からこっそり隙を狙おうとしたやつは、メリアディスが投げた長針に手首を貫かれて、武器を取り落とした。

　たぶん、介入するまでもなく、フェリクスはなんとかできただろうとは思うのだが。

　さっきの攻防戦では、千に近い妖鬼族ゴブリンを一人でなぎ倒したのだ。

　百やそこらで、彼を止められるわけもない。

　分身する以前の妖鬼族ゴブリンが集まっている。同族であっても他人ではあるから、おたがいが見えていると、増殖できない。ちょっとした陰に隠れて、二、三人までにはなっても、それがせいぜいだ。さらには、星からの〈加護〉は、どれだけ使いこなせるか個人差が大きい。増えられる数にも、おのおの限界がある。達人はみなカイエン攻めに赴いていた。

「ふぎぎぎっ」

「あがががっ」

　百の妖鬼族ゴブリンは二百にまでは増えたが、増えるたびに殴り倒され、地面に転がった。とはいえ、いくらかの時間稼ぎにはなった。

　姫巫み女こをかついだ妖鬼族ゴブリンの御み輿こしは、もうかなりの距離に遠ざかっている。

　それを追いかける前に、フェリクスは、ころがっている一匹の首根っこをつかんで持ちあげた。揺すぶって気がつかせた。毛をかきわけて目をあわせる。

「街を攻めてる連中を呼んでこい。そうしないと、おまえらの姫巫女を喰くっちまうぞ」

　睨にらみつけて言い聞かせると、ぽいっとほうりだした。

　第一の目的は、交易都市を攻撃している妖鬼族ゴブリンたちを引き揚げさせることなのだ。これで後は、敵を翻ほん弄ろうし続けるだけでもよかった。

　だが〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉を〈浄化〉できれば、全て解決だ。

　以前に、ミルクを解放できた記憶が、フェリクスにそれが可能だと思わせていた。ましてや、実践こそしていないが、リルアリアから方法も学んでいる。

　夕ゆう陽ひは、もう地平線に隠れようとしている。

　長い影を引きずっての追いかけっこだ。

　影はさらに長く伸びて、草原を黒く染めてゆく。

　小柄な体格のわりに、妖鬼族ゴブリンの足はかなりのものだ。フェリクスの速度でも、なかなか追いつけない。

　だが、徐々に距離は詰まっていった。

　太陽が完全に沈み、残光だけが地平線を彩っている。

「もうちょっとなのだ！　追いつかれる前に、急げ急げーっ！」

〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉が鞭むちを鳴らした。妖鬼族ゴブリンたちの速度が落ちたのは、上り坂になっているからだ。

　草原の真ん中にこんもりと盛り上がった丘にさしかかったのである。

　丘の陰になったので、あたりは、もう夜の闇に沈んでいた。

　暗いこと自体は、妖鬼族ゴブリンにとってさほどのこともない。闇に適応した目を持っている。しかし、フェリクスも星明りがあれば十分だ。

　上り坂で速度がゆるんだ。

　フェリクスが一気に追いついた。

「おっと、邪魔はさせませんえ」

　メリアディスは、彼の背後を守った。上り坂になるあたりで足を止めて、あたり一面にまんべんなく目を配った。夜が得意なのは、昏森人ダークエルフも同じだ。完全な暗闇だって見通せる。どうやら伏兵はいない。確かめて、フェリクスを追う。

　フェリクスは、逃げる御み輿こしに追いつき、大声で吠ほえた。

「おまえも俺の妹だ！　助けてやるから来いっっ!!」

　あたりの草までビリビリと震えるような咆ほう哮こうだった。

「なんだ、おまえは！　わたしに兄貴なんていないのだ！」

　恐慌状態になった〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉の悲鳴が響いた。涙目になっているのが容易に想像できる声だ。

　御輿を停とめて、くるっとフェリクスに向き直った。

「やっつけろーっ！」

　彼女が叫びつつ鞭をふるうと、配下の妖鬼族ゴブリンたちが、鞭の先端を追いかけるように、フェリクスに飛びかかっていった。

　となればもちろん、御輿は地面にほうりだされる。

「こらーっ！」

　地面にころがって〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉は、あわてた。配下を戻らせるために、鞭むちを手た繰ぐり寄せる。

　その鞭の先端を、フェリクスが掴つかんでいたことには気づかずに。

　彼は、鞭に引っ張られるように軽々と跳躍して、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉のふところに飛びこんだ。彼女の御み輿こしに飛び乗った。

「助けてやるって言ってるんだ、妹っ。素直に兄貴のいうことをきけっ」

　のしかかるような姿勢で、フェリクスが叱りつけた。

　しかし、さすがにフェリクスも緊張しているのか。ちょっとすごみがききすぎた。

「ふう……」

　小さく息を吐いて〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉が気を失った。

「あ、すまん。ええと……しょうがないなあ」

　フェリクスは、脱力した彼女の身体をかつぎあげた。コニーとチャミの中間くらいの大きさだ。片方の肩にかついで、ちょうどいい。

　彼が、その場を離れようとしたところに、妖鬼族ゴブリンたちがあわてて戻った。

「はいはい、邪魔はさせまへん。法王聖下、いまのうちに浄化を」

　メリアディスは、自分たちの姫巫み女このもとへ戻ろうとする妖鬼族ゴブリンたちに、氷のような微笑を向けた。












「あらら、押し通ろうとでも？　本気で？」

　口もとだけでなく、その瞳も笑っている。哀れなカスを嘲あざ笑わらっている──という雰囲気を演出した。両手には、わざとらしいくらいに禍まが々まがしい見かけの、歪ゆがんだ刃やいばをそなえた投とう擲てきナイフをかまえた。それに引き裂かれたら、すさまじく痛そうだ。

　凍りついたように、妖鬼族ゴブリンたちの動きが止まった。

　怯おびえて、じりりと後ろへさがる。

「どうやら、勝てましたなあ」

　姫巫み女こを捕えれば、妖鬼族ゴブリンの士気は萎なえる。カイエンからも引き下がるだろう。もし浄化までできれば、彼らは一気に正気に戻る。

　それを期待して、ほんの一瞬、メリアディスが気を緩めた。

　だが、戦いはまだまだ序盤にすぎなかったのだ。

「あおおおおおおおおおおん！」

　高々とした遠とお吠ぼえが、暮れたばかりの夜空に響いた。

（まずいぞ！　あの相手には、まだフェリクスの心の準備ができてない）

　ガンダルヴァの思念と同時に、丘のいただきに大きな人影がずらりと現れた。

　形としては『人』ではない。

　四足の肉食獣が、無理やりに直立歩行している。いびつな形だが、力強い。

　そいつらが、そろって同時に遠吠えを放った。青白い月光が空から零こぼれ落ちてきて、かれらの禍々しい姿を照らし出した。

「……戦狼族ウオーウルフも、もう昔のような気け高だかいお姿ではありませんなあ」

　大平原でも戦った、フェリクスには因縁の相手だ。

（まずったな。そりゃあ、いると思ってなきゃいけないわな）

　ガンダルヴァがぼやいた。

「戦狼族ウオーウルフの移動力を見落としてました。近くにおらんでも、油断したらあかんのに」

　メリアディスが、ため息をつく。

　彼ら戦狼族ウオーウルフは、ディアラント大平原でストームライオンと互角の勝負をした、戦闘種族だ。いわゆる人狼ワーウルフに近いが、人の形をとることはなく、速度と打撃力に特化している。〈闇堕おち〉勢の三大巨頭に次ぐ実力者だ。

　本来は狼と人の美しい部分をよりすぐったような姿だが、いまは、殺さつ戮りくに特化した形にごつごつとふくれあがっている。

　撫なでれば幸せを与えてくれた毛皮は、べっとりと固まって、鱗うろこの鎧よろいのようだ。

　白い宝石のようだった牙も爪も、ねじくれた形に長く伸び、ただ苦痛を与えるためだけの武器と化していた。

　遠くを見つめ、賢者の落ち着きをたたえていた瞳は、紅色にぎらぎらと輝いていた。

　丘のいただきから左右に、ずらりと彼らが並んでいる。

　血光をたたえた瞳が、フェリクスたちに向けられた。

（……やべえぞ。明日が満月だ、二つとも）

　聖せい杖じようガンダルヴァが思念を発した。

　この星球儀世界ステラグラムで、夜の空を支配するのは、女神たちが転じた星々である。けれど、天地の理ことわりの外にあって、気まぐれを投げかける変転の存在、二つの月もまた、女神らの〈加護〉とは異なる魔の力を授ける。

　戦狼族ウオーウルフは、近しい種族である人狼ワーウルフと同じく、月が満ちるに従って力を増す。

　二つの月は満ち欠けの周期が異なっていて、戦狼族ウオーウルフが完全に力を失うことはめったにない。けれど、完全な不死を得ることもごく稀まれだ。

　明日の夜が、そのわずかな機会だ。

　だから別戦線の強敵に挑んで、こちらには来ないと考えていた。

　今夜でさえ、戦狼族ウオーウルフたちの筋力も速度も、そして回復力も、大平原の戦いの時に勝っている。あの時は、満月がひとつだけだった。

　ただし、あふれ出る満月の力は、戦狼族ウオーウルフを酔わせてしまう。〈闇堕おち〉によって、この種族はさらに力を増し、凶暴な酔いもさらにひどくなっていた。

　ぎざぎざの牙がでたらめに飛び出した大顎あごから、大量のよだれがしたたっていた。

　まさに餓が狼ろう。純然たる破壊の、いや暴食の化身だ。

「美う味まそうな食い物がいるぞ。生きたまま、ひきちぎって、内臓を貪むさぼってやれ！」

　一匹が叫んだ。脅しの意味もあるだろうが、同時に、本音でもある。残酷さで味付けした餌への食欲こそが〈闇堕ち〉した彼らを動かす衝動であるらしい。

「うまそうだ。やわらかそうだ」

「こっちは硬そうだ。いい歯ごたえがありそうだ」

「喰くらってやれ[image: ]」

　ほかの戦狼族ウオーウルフも声をあわせた。

　やつらが一気に崖を駆け下りてきた。

「食らいつくせ！　貪りつくせ！　我らが胃の腑ふに、すべてをおさめよ！」

　鉄の盾も引き裂く爪をふりかざし、鋼はがねの鎧よろいを噛かみ砕く牙をむきだして、戦狼族ウオーウルフの群れが押し寄せてくる。

　夜の闇が津波となった──いや、夜の顎あぎとが開いて唾があふれ出たように。

「ぴきいい！」

「きゅぱああ！」

　妖鬼族ゴブリンたちが悲鳴をあげて左右に逃げ出した。殺到する戦狼族ウオーウルフの波に呑のまれたら、そのまま腹の底に飲みこまれると思ったのだろう。

　実際、逃げ遅れてそうなったのもいる。

「……逃げるぞ！」

　血を吐く想おもいだとわかる、フェリクスの叫びだった。

　彼は、丘を全速力で駆け下りている。

「すいません、とっくに逃げてます」

　メリアディスも走りだしているが、まだ全力ではない。

　フェリクスには迷いがある。逃げるのと立ち向かうのと、どちらがストームライオンの掟おきてに従っているだろう。勝てないとわかっていても、立ち向かうべき時はある。逃げて立て直すのがふさわしいときはそうすべきだ。

　戦力を考えれば後者に従うべきだが、気持ちは前者だと告げている。

　仲間の仇あだ討うちはしたい。だが、妖鬼族ゴブリンを引き戻すための挑発も終わり、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉は、フェリクスに抱えられている。

　女神の予言に従うなら、立ち向かうのは〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉を救うためでなくてはいけない。だが、その気にはまだなれない。

「逃げるんだ、やっぱり」

　フェリクスの足が、ようやく速くなった。途中でメリアディスに追いつく。彼女も、本気になった。どちらも、すさまじい速さだ。

　けれど、血に餓うえた戦狼族ウオーウルフたちもまた、恐ろしく速かった。

　丘のふもとあたりにたどり着く頃には、先頭にいる戦狼族ウオーウルフの爪が、なびいているメリアディスの髪の先に届きかけていた。

「……ち」

　小さく舌打ちして、切り札の使用を考えたメリアディスの脳内に、いつになく真剣な聖せい杖じようガンダルヴァの思念が響いた。

（フェリクス、命令してくれ。壁を創れ、と）

　返事をわずかな時間だけ迷ったのは、まだ〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉と戦いたいという気持ちが、わずかにあったからだ。

「頼む」

　返事をすると同時に、ルルルという涼しげな音を立てて、ガンダルヴァのあちこちに嵌はめこまれた魔力石が震動した。ほんの一瞬の後、一斉に割れた。解放された魔法の力が、透明な力場の壁となって広がってゆく。丘全体を、半球状に覆ったのだ。

　すさまじい勢いで駆け下りてきた戦狼族ウオーウルフたちが、その壁に激突した。

　使われた魔力を超える魔力でしか破れない障壁である。

　押し寄せてきた後方とその壁にはさまれて、先頭にいた戦狼族ウオーウルフたちが潰つぶれた。毛皮が破れ、肉が裂け、骨が砕けるほどの圧力だ。

　ただし、二重の満月前夜の戦狼族ウオーウルフは、その程度では死なない。

　わずかに理性を取り戻した群れの後方がさがり、重圧がゆるむと、徐々に再生を始めた。

　左右に広がった戦狼族ウオーウルフたちが、爪や拳を魔力の壁に叩たたきつけ始める。

　本来なら魔法でしか破れないはずの障壁がびりびりと揺れた。戦狼族ウオーウルフたちのこの変異もまた、月の魔力がもたらすものだからかもしれない。

　もちろん、フェリクスとメリアディスは、そんなようすを立ち止まって確かめるような愚かなことはしなかった。

　ひたすら走る。交易都市への道をひた走る。まだなんとか気絶した〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉を抱えられ続けている。浄化の暇がない。

　だが、遠とお吠ぼえも聞こえなくなってきた。

「どうやら……逃げ切ったかな？」

「とは思いますけど。油断は……」

　どおううううううん!!

　突然、圧倒的に重く、巨大なものが、空から落ちてきた。二人の前に壁がそびえる。

　落下のせいで大地が大きく揺れた。二人ほどの運動神経がなかったら、転倒していただろう。潰つぶされないよう、数歩ぶんを、とっさに飛びのいた。

　直前まで二人がいたところに、吹雪ふぶきが吹きつけられた。真上からだ。

　大きく開いたとてつもなく巨大な顎あごが、そこにある。

　牙の一本一本が、フェリクスの腕ほどもあった。

　巨大な、狼が姿をあらわしていた。

　生き物というよりは、突如として、砦とりでか何かがまるまるひとつそびえ立ったようだった。

「まさか、魔天狼フエンリル？」

　見上げて、メリアディスがそいつの名を呟つぶやいた。戦狼族ウオーウルフの守護者たる、大いなる聖獣。いや、種族が〈闇堕おち〉したいまは妖獣と呼ぶべきだろうか。ドラゴンすら狩る、大いなる狼。

　魔天狼フエンリルの巨大な前足が、彼女めがけてふってきた。踏みつぶされたら、ぐちゃぐちゃにつぶれて、大地から引きはがすこともできないだろう。

「ちいっ」

　とっさに身をかわすと同時に、メリアディスはナイフを投げた。歪ゆがんだ形の刃やいばには板金プレート鎧メールすら切り裂く、鋭えい刃じんの魔法がかけられている。

　だが、魔天狼フエンリルの脚は、あっさりと刃をはじき返した。

　もつれあい絡み合った毛皮は、鋼鉄すら超える硬度をそなえていたのだ。

「あはははははははは！」

　高笑いの声が頭上から聞こえた。

　魔天狼フエンリルの、左右にピンと立った耳、そのちょうど真ん中に、すらりとした少女の影があった。

　月光が、少女の輪郭をかたどって、青白く光らせていた。

　人間族ヒユーマンの少女のシルエットだが、まさしく『青き狼』と呼ぶにふさわしい。

　ほぼ裸体のような姿だが、奇妙な文様がほとんど全身を覆っている。少女が身じろぎをすると、文様が独自の命を持っているかのようにうごめいた。

「なんだよ。〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉が悲鳴をあげてるから戻ってみたら、なんか面白そうなのがいるじゃないか。あっははははは！」

　魔天狼フエンリルの頭上にいる少女が、けたたましい笑い声をあげた。

　フェリクスは、妖獣の前足から数歩のところで、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉を小脇に抱えたまま、平然とした態度で妖獣を見上げている。彼は、狼おおかみ形がたの尖とがった耳が、少女の長い青色の髪からはみだしているのを見つめていた。

　大平原の戦いでは、直接は出会っていない。ただ、姿だけは魔法で見ていた。

　彼女は〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉と呼ばれる少女、戦狼族ウオーウルフの姫巫み女こが堕おちた姿だ。

「悲鳴が聞こえたのか。ずいぶんと耳がいいな、でかいだけあって」

「あっはっは！　面白いこと言うじゃねえか。おまえたち何者なんだ。〈千獣の王〉たる、あたしの魔天狼フエンリル相手にその態度。いい度胸だな。殺しがいがある」

　妖獣の頭頂から少女が尋ねてくる。残ざん虐ぎやくの予感に目を輝かせて。

　フェリクスは、彼がこれまで浮かべたことのない冷たい表情で言いはなった。

「勘違いするな。あらゆる獣の王はストームライオンだ。おまえたちは、ストームライオンに負けた。三十日前の戦いを忘れたのか」

「はあ？　だいたいストームライオンには勝ってたぞ。牛頭人ミノタウロスが裏切ったり、変なやつらが割りこんでこなきゃ皆殺しだったんだ」

　少女の瞳が、赤い輝きを帯びた。怒りの印だ。はるか後方の、丘のふもとで、障壁に体当たりを繰り返している戦狼族ウオーウルフたちと同様の。

　フェリクスもまた、激しい怒りをはじけさせた。

「誰が、おまえなんか助けるもんか。おまえは妹じゃない。俺も兄貴じゃない。ぶちのめしてやる！」

「わけわかんねえわ。妹ってなんだよ。兄貴なんて知らねえよ」

「お前も、本当は俺の妹なんだよ。だけど、そんなのもう関係ない！」

　血気に逸はやったフェリクスが走る。ここまで運んできた〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉の身体からだも、地面にほうりだしていた。巨大な狼を駆けのぼるつもりだ。

「いけません！」

　メリアディスの制止も聞こえていない。

「へえ、あたしと直接、戦ってくれるってか？」

　だが、猛たけった〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉のまわりに、三人の戦狼族ウオーウルフが姿をあらわした。

　ひときわ巨大な体格の将軍たちだ。

「お待ちください。〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉さま。あなたさまと戦うにふさわしいか、まずはわしら〈三本の爪〉に試させてください」

　落ち着いたどっしりした声でそう言ったのは、頬ほおと顎あごの下の毛がやたらと長い戦狼族ウオーウルフだった。まるでヒゲをはやしているように見える。毛皮は金色だ。

　もうひとりの戦狼族ウオーウルフは、額から鼻先にかけて大きな傷跡がある。毛皮は漆しつ黒こく。

　三人目は、やや背が低く、体型的には小太りと形容できた。毛皮は灰色。

　そいつの言葉などフェリクスは待たない。いや、三匹とも無視している。

　やつらのかたわらを、ものすごい速度で駆け抜ける──ことはできなかった。

　まず、漆黒の戦狼族ウオーウルフが動く。両手の人差し指から、爪が長く長く伸びていた。剣は不要な鋭さだ。攻撃がくりだされる。速度、正確さ、どちらもフェリクスに匹敵する。そして腕力では上回っていた。

　血しぶきがあがった。

「やるなあ、小僧」

　カウンター気味のパンチで、牙を一本折られて、漆黒の戦狼族ウオーウルフが唸うなる。いや、笑う。しぶいた血は、フェリクスのものだ。わき腹が切り裂かれていた。

「けど、俺たちの連係には勝てん」

　まったくの無言、まったくの無音で、灰色の戦狼族ウオーウルフがフェリクスに忍びよっていたのだ。やつの中指の爪が、槍やりの穂先のように伸びていた。ぴんと五本の指をそろえた、武術の達人のかまえで、フェリクスのわき腹を抉えぐっていたのだ。

　そこに宙を舞って金色の戦狼族ウオーウルフが飛びかかってきた。足の親指から、短剣シヨートソードのような爪が伸びている。すさまじい蹴りが、フェリクスをのけぞらせた。

「邪魔するな、くそ！」

　だが、フェリクスは怒りで頭に血が上っていた。がむしゃらに〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉目指して進もうとする。

　あせりすぎて動きの甘いフェリクスを、戦狼族ウオーウルフたちが次々に切り刻む。まだひとつひとつの傷は浅いが、徐々に動きもにぶくなりだしていた。

　いつものように言葉を発しつつ戦う余裕もない。

　こいつらをかわしても、魔天狼フエンリルがいる。

　フェリクス自身は、自分の状況を判断できていない。

　背後で見守っていたメリアディスは、まだしも状況が見えている。フェリクスには〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉を浄化できないだろう、と判断した。

　ならば、ここでこれ以上戦わせる意味はない。

　タイミングを見極めて、彼女は、ありったけの投とう擲てきナイフを、同時に投げた。ついでに、影から伝言用の使い魔鴉からすを呼び出し、あたりに黒い羽根を撒まき散ちらさせる。

　どちらも時間稼ぎの牽けん制せいだ。一瞬の隙を利用して、フェリクスにとびついた。

「法王聖下！　影渡りの術を使います。逃げます」

「いやだ！」

　フェリクスは、メリアディスをふりほどこうとする。このやりとりを〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉も、鋭敏な耳で聞きとがめていた。

「おい、なんかすんぞ。やらせるなよ！」

「承知！」

　漆しつ黒こくの戦狼族ウオーウルフは、わずかな躊ちゆう躇ちよもなく踏みこんで人差し指の剣けん爪そうを振り下ろした。メリアディスの背中が、ざっくり切り裂かれる。

　だが、手て練だれの暗殺者アサシンであった彼女は、そのくらいで精神集中を乱さなかった。

　暗殺者アサシンとして数百年、生き延びてこられた、その切り札を彼女は使った。

「夜よ夜よ、素敵な夜よ。どうぞ私の身ぃを包んでおくれ。影よ影よ、綺き麗れいな影よ。私の体を運んでおくれ」

　一度使えば、数カ月は再使用できない空間転移の秘術だ。それも自分以外を運ぶなど、めったにやったことがない。

　だが、成功した。

　夜の影が渦を巻く。

　──メリアディスは、フェリクスを抱えたまま、交易都市までの距離を、月の落とす影から影へと、一気に跳躍した。

　逃亡には成功した。彼らは、交易都市にたどりついたのだ。

　だが、影渡りの負担によって、メリアディスとフェリクスもまた意識を失っていた。

　おかげで、敗北の屈辱感にまみれずにすんだけれど。

　カイエンから敵軍を引き上げさせるという目的は果たした。だが、つっこみすぎてフェリクスとメリアディスが深い傷を負った。

　いまのところ〈闇堕おち〉勢とフェリクスたちの得点は一対一というところか。

　戦いを傍観して、ここぞというところで登場してコニーを手に入れた〈獅し子し同盟〉もまた一点獲得というところ。

　最終的な勝利は、まだどの陣営に転がり込むのか、見えていない。
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　あたりが真っ暗になった──とフェリクスが感じて、次に光を見るまで、時間の流れる感覚が失われていた。

　見えた光は、まず星だ。

　天には八十八の星座がある。もちろん、いつも全てが見えるわけではないが。

　天頂に八つの明るい星が見えた。尖とがった耳を持つ女性の横顔になるように結ぶ、あれは昏森人ダークエルフを創造した女神が生まれ変わった星座だ。

　自分が、石畳の上に横たわっていることにフェリクスは気がついた。

　柔らかい重みが、胸の上にある。

　華きや奢しやさと豊満さが同居するそれは、メリアディスの身体からだだ。

　その姿勢のまま、周囲の気配を探った。

　冷たい風がかすかに吹いているだけで、戦いの喧けん騒そうもなければ、争いが終わった後始末のようすもない。月や星の位置からして、さっき影に跳びこんでから、それなりの時間がすぎているようだ。

　自分で経験したのは始めてだが、前にメリアディスが言っていた。影渡りは、一瞬で終わるものではなくて、遠さと暗さと、そして自分の体力次第で、その移動距離を歩いたり走ったりする程度の時間がかかることもある、と。

　ぼんやりしていた頭が、それを思い出すとともに急激にはっきりとした。

　完全に頭の靄もやが晴れたのは、身動きしようとして、肩とわき腹がずきんと痛んだことだ。

　刺されて斬られたことを思い出して、顔をしかめる。

「くそ……なにやってんだ、俺は」

　決してかわしきれない攻撃でも、反撃できない相手でもなかったはずだ。

　それが、頭に血が上ったせいで、このざまだ。

　それを反省した時、ふっと頭に浮かんだのは、コニーの横顔だ。

　妖鬼族ゴブリンたちを憎めないことを、悔やんでいた彼女。だがあの時、フェリクスはそんなコニーをすごいやつだと思った。憎んでいい相手を哀れめる。それは結局のところ、強いからじゃないかと直観したからだ。

　あの子のような強さがあれば、こんな失敗はしなかっただろうか。

「……いや、俺はストームライオンだ。負けても生きてれば次には勝てる」

　しかし、いますぐにあいつらが追いかけてきたら、もう逃げられないかもしれない。

「先生、大丈夫か？」

　声をかけつつ、無事なほうの手で、そっとメリアディスに触れた。

　もちろん、大丈夫なわけはない。意識がないのだ。

　極力、彼女を動かさないようにして、フェリクスはメリアディスの下から抜け出した。身体をひねる拍子に、フェリクスは二度ばかり痛みに呻うめきをあげた

　メリアディスの影渡りは、今いる場所に影を澱よどませ、自分が知っている場所の別の影に移る魔法の力である。限られた昏森人ダークエルフのみが授かる〈加護〉だ。

　暗ければ暗いほど楽に使えるが、ふつうなら転移できる距離はせいぜい数歩。それを、いかに魔天狼フエンリルに月光が遮さえぎられた真闇とはいえ、交易都市の間近まで一気に跳んだのだ。

　それによる体力の消耗が激しい。さらには、背中に、漆しつ黒こくの戦狼ウオーウルフに負わされた傷もある。致命傷ではないが、体力をふりしぼる影渡りがよく成功したものだ。

　豊かな乳房の真ん中に、フェリクスは無造作に触れた。何の迷いもない、確認のためだけの動作だ。指先に、しっかりした鼓動を感じて、命に別状はなさそうだと思う。

　だが、背中の傷はまだじくじくと血を流している。

「おい、癒いやしの魔法はいけるか？」

　メリアディスの手に握られたままだった聖せい杖じようガンダルヴァに声をかける。

　返事はなかった。

　こちらも力は使い果たしたままのようだ。

　フェリクスの表情が曇った。不安や怯おびえではない。守るべき群れを守れなかった、傷つけられた誇りを表している顔だ。

　フェリクスは、血に染まっている自分の上衣を引き裂いて、メリアディスの包帯代わりにした。ついでに、自分にも巻く。

「こういう使い道もあるのか。服も着ておくべきなんだな、やっぱり」

　ストームライオンに育てられていた間は、裸がふつうだった。衣服をまとうたびに、あのころの暮らしが遠ざかっていくようで苦手だった。

　フェリクスは、片方の腕だけでメリアディスを抱えて立ちあがった。いつもなら聖杖ガンダルヴァは、後で呼べばいいと置いてゆくのだが、いまの状態ではそうもいかない。

　あれこれ試して、結局、口でくわえていくことにした。

　そしてようやく、自分がどこにいるのか、まわりを見て確かめる。

　予想していた場所だった。交易都市の、南の大門を出てすぐだ。

　場所は考えた通りだったが、ようすが違っていた。

　巨大な扉は開け放たれたままだ。より正確に言えば、破壊されている。閉じられなくなっているのだ。あたりに動くものの姿はなく、静まり返っている。

　フェリクスは門をくぐった。

　街並みが破壊されている。ある一角などは、ほとんどの建物が倒壊している。真上から、すさまじい重量がかかって押しつぶされたのだ。

　道にも、何かとてつもなく重い物の痕跡がある。くぼみの形は狼の足跡だ。

　つまり、ここに魔天狼フエンリルが来ていたということか。

　それほど多くはないが、死体も見つけた。

　ほとんどが玉石人ゼルライトと三眼人トロワイユだ。この交易都市を守っていた兵士の遺体だろう。わさわさとした毛に覆われた、小柄な種族が、時々死んでいた。コニーに〈加護〉を授かっている犬耳族コボルドだ。彼女を探していた者たちが駆けつけたのだろうか。

　遺体は多くが凍りついていた。いくらか溶けかけているが、一瞬で氷に包まれたようだ。まだ地面に霜が残っているところもあった。

　これも魔天狼フエンリルがいた証拠だ。この街を襲ってから、フェリクスたちのいた〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉のところへ戻ってきたのだろうか。

　あれだけいた妖鬼族ゴブリンは見つからない。時間がたって消えたのだろう。

「みんなは無事なんだろうか」

　いつも疑問に答えてくれるガンダルヴァも沈黙している。

　妖鬼族ゴブリンは引き上げさせたはずだと思っていたが、間に合わなかったかもしれない。自信がなくなってゆく。

　フェリクスは、交易都市の中央を見上げた。

　そこにそびえていた水晶樹も、消えてなくなっている。

　あれは玉石人ゼルライトの石魔術で作ったもので、長い時間はもたないはずだ。

　妖鬼族ゴブリンが退散するのと、塔が消えたのと、どちらが先だったのか。消えたから、町の外へ逃げた、だったらいいのだが。

　フェリクスは、メリアディスを背負ったまま、人の気配を探して奥へ進んだ。

　街の住人は、そっくりいなくなっているようだった。

　街路にも家々にも、明かりひとつ灯ともっていない。

　魔天狼フエンリルが進んだ後は、全てが壊されているからはっきりとわかる。

　そこにわざわざ残っているやつもいなさそうだから、フェリクスは、破壊の跡地を外れて、無事な街並みへ歩を進めた。

　多くの家々は、扉が開けっぱなしだ。いくつかの商店は、商品が残ったままだった。明かりを見つけたと思ったら、煮炊きの火を消し忘れた屋台が燃えているのだった。

　基本、石造りのこの町は、防火対策がしっかりしているので延焼はなさそうだ。

　なかば炭になっている串焼肉を見つけた。

　フェリクスの腹が、ぐうと鳴った。

「……まあ、いいか」

　火の近くに平らな場所を見つけて、メリアディスを丁寧に寝かせる。

　ガンダルヴァは柔らかな地面を見つけて突き刺した。

　どっかりと腰をおろして、串をつかみあげた。

　肉を抜いて裂いてみると、中身はまだ食べられそうだった。

　コニーに教わったように、ふうふう吹いてから、ガブリとかぶりつく。

「なるほど、美う味まい。適当に冷ましたら、火を通したほうが美味いんだな」

　ストームライオンたちと暮らしていた頃は、ほぼ生肉しか口にしたことがない。調理して味付けした肉を口にしたのは、まだ数えるほどだ。

「もっと美味いものも売ってたんだろうなあ、ここ」

　賑にぎやかだったはずの通りが、いまは寂しいがらんどうだ。

　ここで、どういう経緯で何があったのかは想像しかできない。なので、思いわずらわないことにした。コニーやミルクが無事なのか、捕まったのか。まず大切なのはそれだ。

「それを突き止めるには、まず証拠を積み重ねてから考える、だったよな」

　教団の教育係たちから教えられたやりかただ。

　フェリクスは、自分が誰なのか知らずに育った。父は勇者と教わったが、説明されても実感はない。女神が言ったとおりだ。自分が何かわからないから、育ててくれたストームライオンのやり方を思い出して、それを判断基準にしてこれまで暮らしてきた。

　けれど、法王になってからはそうもいかない。

　いろんな経験をして、どう感じたかを積み重ねてゆけ、と言われた。

　昨日と今日だけでも、かなり色々な経験をした。

「シチューは美味かったな」

　食べ方を教えてくれたコニーの、あの時の優しい表情を思い出す。

「コニーは自分が何者なのかが、わかってるんだろうな。気持ちがはっきりしてた。犬耳族コボルドたちを助けたい、守りたいって。それこそ、あいつだってわかってそうだ」

　フェリクスは〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉のことを考えた。

　彼女に抱いていた憎しみは、いまは静かだ。

　怯おびえはない。戸惑いだけがある。

　あいつは、誰かを傷つけるだけのやつだと思っていた。けど〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉がどうとか言っていた。助けに来たんだろうか。じゃあ〈闇堕おち〉しても仲間って意識はあるのか？

　仲間。ずっとこれまで、誰かと一緒だった。

　いまはひとりきりだ。こんなのは、生まれて初めてだった。

「めんどうだなあ。大平原なら、こんなこと考えずにすむのに」

　戻れないかな、と思った。大平原でなくてもいい。この草原をどこまでも、どこか遠くまで、気がすむまで走り続けてたっていいのかもしれない。

　たったひとりで走っても、あんな風に気持ちよくなれるだろうか。

　姿かたちは違っても、ストームライオンの群れで暮らしている間、ひとりだ、と思ったことはなかった。

　いまだって、ガンダルヴァとメリアディスは眠っているだけだ。なのに、どうしてか、ひとりだと思えて仕方ない。

　教団ですごしたのは、まだたった三十日だ。そのうち十日は眠っていて、女神リルアリアから生活の常識を詰めこまれていた。続く二十日間も勉強ばかりだ。自分の群れだと感じられる思い出がないから、話ができないだけで、ひとりぼっちに思えるんだろうか。

　フェリクスは、自分の髪をがしがしとかきまわした。

（……うあ……うん……おい、どうなった）

　その時、頭の中で声が響いた。

　聖せい杖じようガンダルヴァの思念が戻ってきたのだ。光を失っていた魔水晶のひとつに、ほんのわずかな輝きが戻っている。周囲から自然の魔力を吸収したのだろう。

　こわばっていたフェリクスの身体から、わずかに力が抜けた。

「メリアディス先生が怪け我がしてる。治せるか？　調べてくれ」

　まず真っ先にそれを聞いた。ガンダルヴァを引き抜いて、メリアディスに近づける。

（すぐには無理だな。もうちょっと魔力が溜たまらないと、探知も伝言も使えない。けど、容体は安定してる。おまえの手当のおかげだな。よくやった）

「そうか……」

　フェリクスは、ほっと息を吐いた。

（で、ここはどこだ。あれからどうなった）

「おう、こうなってる」

　説明をはぶいて、フェリクスは聖杖ガンダルヴァをぐるっとふりまわした。

（交易都市に戻ったのか。誰もいないな）

「あちこち踏みつぶされてた」

　簡単に街の様子を説明した。

　壊れた家、崩れた城壁。いくつもの巨大な足跡。そして死体たち。

（てえことは、魔天狼フエンリルは、ここを攻めてる途中に戻ってきたってことか）

　さすがに理解が早い。

「途中だったのかな。コニーとミルクを捕まえてきた後だったってことはないか？」

（確実じゃないが、戦狼族ウオーウルフたちと一緒じゃなく、単独行動していたみたいだし、俺のカンだと二人は無事だぜ。まずはみんなと合流するのがいいんじゃねえかな。俺の魔力が回復するのを待ちつつ、移動だ。いや、俺達が迷ってるって気がついたら、その前に迎えに来てくれるかもしれんが）

「ああ、そうだな。というか、いるべきところにいないのは、みんなのほうだ。俺が迷ってるわけじゃない。長おさが、あせってうろうろと動き回ると、群れのみんなも混乱する。どっしりかまえてればいいんだ」

　大平原では、そうしていた。フェリクスは、彼らしいペースを取り戻していた。

　調子が戻ると、運も戻ってくる。

　どどどっ、どどどっと地面を蹴る音が、近づいてきたのは。その時だ。焚たき火びの炎を見つけて、大きな人影がやってきた。

「お兄ちゃぁぁん！　そこにいるの、お兄ちゃんだよね!?」

　大きさに比べて、声は可愛かわいらしい。

　もちろんミルクだ。三人の牛頭人ミノタウロスが、前に一人、後ろに二人の三角形に組んだ騎馬にまたがっているから大きく見えただけだ。

「よかったあ、占いどおり、ここにいてくれて！」

　駆け寄ってきた牛頭人ミノタウロスたちは、土煙を立てて、フェリクスたちのすぐそばで止まった。

　彼らの上から飛び降りたミルクが、フェリクスに抱き着いてきた。

「おまえ……」

　フェリクスが問いかける前に、柔らかな身体を押しつけながらミルクは口早に喋しやべった。

「やっぱり、お兄ちゃんは戻ってきてくれたね。〈障壁結界マジツクウオール〉を張った後もうろついてた妖鬼族ゴブリンや魔天狼フエンリルが引き上げてったのは、お兄ちゃんがなんかしたからでしょう？」

「ちょっと待て。何がなんだか、よくわからん。妖鬼族ゴブリンを引き上げさせたのは、たぶん俺たちだ。けど、おまえが言ってる〈障壁結界マジツクウオール〉ってなんのことだ？」

「あ、そうだったね。説明……しない、と」

「おい、どうした。なにが悲しい。妹を泣かすやつは、俺が許さんから言ってみろ」

　いきなり、ミルクがぼろぼろと涙をこぼしはじめて、フェリクスが珍しく狼狽うろたえた顔になっている。ふだんなら何か言いそうな、牛頭人ミノタウロスの近衛このえ兵へいたちも、いまは押し黙っていた。

「……コニーお姉ちゃんが〈獅し子し同盟〉の〈障壁結界マジツクウオール〉を……」

　話そうとして、声が詰まってしまう。やむを得ず口を開いたのは牛頭人ミノタウロスの近衛隊長だ。あの美人だ。

「犬耳族コボルドの姫巫み女こさまは、我らのために魔法〈障壁結界マジツクウオール〉の贄となってくださったのです。ミルクさまは、我らが無理に引き止めたゆえに何もおできになりませんでしたが、どうか責めないでさしあげてください」

　フェリクスは首を左右にふった。

「兄貴が妹を責めたりするわけないだろ。よく辛抱したな。〈獅子同盟〉の指揮官はヤバいって話だ。おまえが出ていったら、もっとひどいことになってた。で、ガンダルヴァ。その〈障壁結界マジツクウオール〉ってなんだ？」

（確かに〈獅子同盟〉は〈闇堕おち〉連中を追い払う魔法の結界を使ってる。それに姫巫女の力が必要らしいってのも噂うわさになってはいたが。姫巫女が中継してる星の〈加護〉を魔力源にするだけ……ってわけじゃないんだな？）

　聖せい杖じようガンダルヴァの思念に厳しさと硬さが加わっている。

「あいつら、はっきり言ってた。命を削ってもらうって」

　涙をのみこんで、ようやくミルクが話せるようになった。

「……だけど姫巫み女こは女神に力を授かるから死ぬことはないって。それは本当だったけど……」

　また泣きだしそうになって、必死にこらえている。

「死ぬことはないけれど、死ぬくらいに苦しい、のだと思います」

　牛頭人ミノタウロスの近衛このえ隊長が、拳を震わせながら言った。

　コニーが犠牲を引き受けたことを、彼女たちも申し訳なく思っているのだ。ただ、それを表に出せば、自分たちの姫巫女がさらに苦しむから、我慢している。

　フェリクスは、感情のない声で言った。沸騰しそうな怒りを抑えているからだ。

「とにかく、俺たちをコニーのところに連れていけ。先生も手当てしなきゃいけない」

「え？　メリアディスさん？　怪け我がしちゃったの？　でも、そのくらいなら杖つえさん……」

　と言いかけて、ミルクは、聖杖ガンダルヴァの輝きが失われていることに気がついた。

（もうちょっと時間がいるんだ。すまんな）

　ミルクも、この交易都市が襲われた時に、魔天狼フエンリルを見ている。さっきの言葉を思い出し、フェリクスたちが魔天狼フエンリルと戦ったことに思い至った。一瞬、くしゃりと表情が歪ゆがみかける。だが、ふだんの言動はともかく、ミルクも姫巫女だ。不安はすぐに抑えこんだ。

「わかった。この街の人たちは、犬耳族コボルドの人たちと一緒に、こっからすぐの谷に逃げこんでる。もともと玉石人ゼルライトさんたちが暮らしてたところ。で、リルアルア教のみんなが来てくれた。街の人たちは、ただの歌劇団だと思ってるけど、シーアドールさんとかが医術でみんなを手当てしてくれたから歓迎されてる」

　大平原の戦いの後、ミルクたちはリルアルア教と行動をともにしていたから、互いのことは知っている。その実力も。深森人エルフのシーアドールは、フェリクスの教育係で、風の魔術と医術が得意だ。

「ただ……すっごくヤなヤツも一緒にいるから、我慢してね」

「さっき言ってた〈獅し子し同盟〉の孔雀王族ガルーダのことか？」

「ほんとうに嫌なヤツだけど、逃げたこの街の人たちや、犬耳族コボルドの人たちを守るには、あいつらの力がいるの。だから、いきなり殴ったりしないで、ね」

「俺がそんなことするわけないだろう」

　真顔で言うフェリクスを、ミルクはまじまじと見つめた。

（万が一の時は、ちゃんと俺がフォローするから安心しろ）

「う、うん。わかった。お願いだからね。コニーちゃんが頑張ったのを無駄にしちゃいけないんだから」

　自分に言い聞かせる口調だった。ミルクは、てきぱきと牛頭人ミノタウロスたちに命令を下した。ひとりにメリアディスをかつがせ、自分は別のひとりに肩車される。

「お兄ちゃんも運んでもらったほうが……」

「いや、いい。俺はストームライオンだからな」

　たとえ傷を負っていても〈千せん牙がの王者〉は自分の脚で走る。誰かに運んでもらったりはしない。しかし、フェリクスはそう言ったすぐ後に、自分を運ぶように命じられた牛頭人ミノタウロスに聖せい杖じようガンダルヴァを渡した。

「こいつを頼む」

（おう、そうだな。俺を頼む）

　聖杖の重要さを、その牛頭人ミノタウロスもよく心得ている。鼻孔を広げて緊張をあらわしながら聖杖を受け取った。牛頭人ミノタウロスは誇り高い種族だ。役目を取り上げられると、侮あなどられたと感じる。フェリクスも、それは知っている。

「よし、急ごう」

　先頭に立って、フェリクスは走りだした。背後から、ミルクが方向を教えてくれる。

　夜の草原をひた走った。

　群れの先頭だが、やはりあまり気持ちよくはならなかった。




　──ミルクが案内してくれた谷にたどり着くころには、夜明けが近くなっていた。

　古くは近隣の玉石人ゼルライトたちの母胎となっていた谷だという。彼ら種族は、地中にある特殊な宝石を掘り出し、そこで玉石人ゼルライトの男女が特別な儀式を行うことで生まれてくる。宝石自体は、自然に存在する魔力によって岩が変質して生じるのだが、もちろんそれなりに時間がかかる。ある程度の玉石人ゼルライトが生まれてきたら、続く十数年ほどは大地を寝かせておく必要があった。

　その休眠中の谷である。

　また子供たちを産む場所として使われることになるので、人が寝泊まりできる施設もある。玉石人ゼルライトにとっては巨大な産院だが、種族の子となるもの以外にも稀き少しような宝石を産出するので、盗人ぬすつとに備えての守りもあった。

　谷に入ると、夜空が狭くなった。

　左右に高々とそびえる崖のあちこちに、横穴が開いている。そこまでには階段が岩壁に刻まれていたり、垂たらされた魔法のロープで上り下りできたりする。

　横穴のほとんどから、明かりが漏れていた。

　明かりを灯ともしているというか玉石人ゼルライトたちが自ら光っているのだ。不安と恐怖をあらわす、青白い輝きだった。

　心を冷えさせる光を受けながら、ミルクに案内されて、フェリクスは横穴のひとつに入った。フェリクスがまっすぐ立って歩ける程度に天井は高いし、左右の幅も広い。地面には、乾かした苔こけが絨じゆう毯たんのように敷き詰められている。

　ここは、オレンジ色の光に満たされていた。玉石人ゼルライトの身体ではなく、つりさげられたり床に置かれたりしているランプの光だからだ。

　その温かい光に、コニーは照らされている。

　簡易な寝台の上で、横になっていた。

　目を閉じて、顔は蒼そう白はくだ。まったく血の気がない。ぴくりとも動かなかった。

　彼女を見下ろしているフェリクスも動かない。

　かたわらにひとりの深森人エルフの女性がいた。緑色の長い髪をした、長身の美女だ。きっちりとした、教師か聖職者のような衣服をまとっている。

　彼女が、シーアドールだ。リルアリアに仕えるひとりで、経理と精霊魔術、剣術そして医術と多彩な才能の達人だ。そのぶん、性格には難があるが。大平原の戦いで、フェリクスを導いた竜巻の魔術の主である。

　彼女の隣にメリアディスもいる。連れ戻って、さらにシーアドールの手当てを重ねて受けて、意識を取り戻したのだ。

　他の教団の面々も、谷に集まってきていた。俊足の伝令役や、メリアディスの鴉からすのような使い魔もいて、連絡手段はさまざまにあるのだ。

　集まってきたひとりであるシーアドールが、沈痛な表情と声音で囁ささやいた。

「いまは眠っておられます。さっきまで死んでおられましたが。いっそ、そのままだったほうが楽だったかもしれない」

（おいおい、なにを真面目まじめな顔で変な冗談……）

　ガンダルヴァがツッコミをいれようとした時だ、コニーがびくんと体をのけぞらせた。

　目がかっと見開かれ、口も大きく開く。だが悲鳴は出てこない。呼吸はできていないのだ。汗が全身から噴き出して、身にまとった薄い布を透けさせる。全身が、奇妙な震え方をしているのがはっきりとわかった。

「いけない！　せめて苦痛緩和の呪文を。このままでは、また心臓が止まります」

「急げ、ガンダルヴァ」

（おっ、おうっ）

　新たな魔水晶をはめこまれて、機能を取り戻した聖せい杖じようが、言われた通りの魔法をかける。

　だが、それによって苦痛が消えたわけではなかった。声も出せないほどの苦しさから、声をあげられる程度の苦痛に抑えられただけだ。

「もう一度だ」

（ああ、任せろ）

　今度は、先程よりさらに強い呪文がかけられた。痙けい攣れんと悲鳴がどうにかおさまる。それでも楽になったようすはない。今度は丸まって苦しげな呻うめきをあげている。

（どうなってんだ、こりゃ）

「……前から噂うわさはありました。ちゃんと事実を確認してからと思っていたんですが。〈獅し子し同盟〉が誇っている、対〈闇堕おち〉の魔法〈障壁結界マジツクウオール〉。あれは姫巫み女こを媒介に……生いけ贄にえにして生み出されます。女神の力がなければ死んでいるでしょう」

　姫巫女は種族創造の女神から、種族を支える根元の力を伝える導管だ。その導管パイプが破裂するほど大量の力を引き出して使っている。力の余波でまた修復されるが、まさに死んで生き返るほどの苦痛だ。実のところ、フェリクスが三十日前の戦いでやったことも、これに近い。だから十日間眠らされていた。

「今日、ほんの短い時間、この方は〈障壁結界マジツクウオール〉を生じさせました。それだけでこれです。いま〈獅子同盟〉に加わっている種族の姫巫女たちは、絶え間なくこの苦痛を味わっているはずです。……あれが姫巫女の命を削るものだという噂はありましたけれど、まさかこんなものだったなんて」

　シーアドールの声には、一切の感情がない。

　フェリクスの顔にも表情はない。

「またその〈障壁結界マジツクウオール〉とやらを作ったら、その時もこうなるのか。〈獅し子し同盟〉に入ったら、ずっとか」












（んなバカな話があるかっ）

　聖せい杖じようガンダルヴァが怒りの思念を発する。

「俺が、もうちょっとうまくやっていれば……」

「いえ、それは違います。わたしたちが、ほんの少し遅れたからです」

　シーアドールの言葉に、メリアディスがうなずき、言葉を続けた。

「あの〈獅し子し同盟〉の男が余計なことをしなければ間に合っていたはず」

　どん、とフェリクスが壁を叩たたいた。

「違う。失敗したのは同じことを二度やろうとしたからだ」

　フェリクスは、ぽつりとつぶやいた。

「ガンダルヴァのおっさん、言ったよな。勇者は世界の約束事をぶっ壊すって」

（……あ？　ああ、言ったな。それがどうした？）

「前に成功したから同じようにできる、そう思ったからしくじったんだ。けど、もう失敗しない。メリアディス先生、シーアドール先生、おっさん。俺、ちゃんと法王するぜ」

　フェリクスが静かに宣言した時だ。

「なにをしている！　私の許可なく、ここに入るな！　ただちに出ろ」

　横穴の入り口から、男の甲高い怒鳴り声が聞こえた。

「外の貴様らも散らんか！　おまえらのためを思って言ってやっているのだ」

　その男は、続けて、ふりかえって怒鳴った。

　そちらを見ると、犬耳族コボルドたちが心配そうにこちらをのぞきこんでいた。ミルクの顔もある。ミルクは、チャミを抱えていた。チャミが、ぼろぼろと涙を流しながら、フェリクスを見ている。

　フェリクスは、チャミの視線をしっかり受け止めた。

　そして、力強くうなずいた。

　チャミが、ぱあっと明るく笑う。

　彼女たちを怒鳴りつけた男は、派手な鎧よろいを身につけた孔雀王族ガルーダだった。ミルクが言っていた〈獅子同盟〉の指揮官だ。ラーコックといったか。そいつは、チャミの笑いに気がついて、フェリクスたちのほうへ向き直ると、また怒鳴りつけてきた。

「きみたち、私の命令が聞こえなかったのかね。救い主が誰か、あらためて……ん？」

　ずかずかと近づいてきたそいつが、足を止めた。

「誰だ、おまえは？　まさか〈闇堕おち〉勢のスパイではあるまいな！」

「法王聖下です。敬意を払ってください」

　静かだが迫力のある声で、メリアディスが口をはさむ。

　一瞬、ひるんだラーコックだったが、すぐにかえって居い丈たけ高だかになった。

「敬意はまずそちらが払いたまえ。私は、この地を救いにやってきた〈獅子同盟〉の指揮官、ラーコックという。女神リルアリアに仕える道化集団ごときは、面白い芸で我らを慰めておればいいのだ。姫巫み女こに近づくものではない」

　孔雀王族ガルーダは、腰から上は人間族ヒユーマンと同じ姿だ。顔だちも同じで、感情を表す方法もほぼ変わらない。

　だが、腰から下は、ど派手な尾羽を持った孔く雀じやくの姿をしている。巨大な目に似た紋様がたくさんついている尾羽をこの種族の男たちが広げるのは、威い嚇かくが目的だ。

　それを、大きく広げて、ラーコックは言葉を続けた。

「そもそも、眠ったきりで目覚めない女神などなんの役にも立たん。そんな女神を見世物にして金を稼いでいるきさまらが、こうして〈闇堕おち〉と戦い続けている我らに、偉そうな口を叩たたけるのか！　なにが敬意だ！」

　メリアディスとシーアドールが、むっと気け色しきばむ。

　だが、彼女らが何か言う前に、フェリクスが何気なくラーコックへと近づいた。

　ぱん、と肩を叩かれて、ラーコックが飛びあがりそうになった。

「女神が寝っぱなしで、あんまり役に立たないのは本当だけど、まあそう責めてやるな。あれでもいろいろと頑張ってるんだ、うちの女神さまは」

　フェリクスの指先が、すさまじい力でラーコックの肩にめりこんでいる。

「ああ、俺のことなら道化師でいいぞ。群れの仲間を泣かせてしまった俺が、長おさだって偉そうにするのはおかしいからな」

　指先が、さらに強く食いこんだ。

　ラーコックが奥歯をがちがち鳴らす。だが、怯おびえを認めるわけにはいかない。

「お、おう。そうか？　……まあ、反省はしておるならばよい。私の部下を叩きのめしたらしいではないか。わかっておろう。まもなく〈闇堕ち〉勢がこの谷を攻める。防御には向いた地形だからな。カイエンの市民も犬耳族コボルドもみな避難してきた」

　敵の〈闇堕ち〉勢は、コニーを狙っている。だが、コニーを狙うというならこの〈獅し子し同盟〉だって変わりがない。ラーコックは、自分の優位を確信した口調で続けた。

「どうだ？　我ら〈獅子同盟〉に忠誠を誓うなら、このラーコックさまの下で、谷の防衛を手伝わせてやらんでも……」

　びゅっと風を切る音がした。

　フェリクスの右拳が、孔雀王族ガルーダの指揮官の鼻先で止まっている。男は、大きくのけぞっている。その手が、剣の柄つかにかかっていた。しかし、抜くのは無理だ。途中で、フェリクスの左手が押さえこんでいる。

　フェリクスは、へえ、という顔になった。

「俺の一発をかわせるのか。思ったよりはやるじゃないか」

「あたりまえだ。わたしを……ごはっ!?」

　ラーコックの顔面に、フェリクスの足の裏がぶつかっていた。

　要するにハイキックで蹴り飛ばされたのだ。

「だけど、俺の妹を苦しめて、一発で終わると思うなよな？」

　吹き飛んだラーコックの上に、フェリクスはどっかり座りこんだ。牙を光らせる。

「まあでも、一発よけられる程度には戦えるなら、口じゃなくて手を動かしたほうがいいぞ。口が悪いのは勘弁してやるから、群れでの自分の役目を果たせ」

「きっ、さきま！　自分が何をしているかわかってるのか！」

　ラーコックは、怒りで顔を緑色に染めた。

　だが、フェリクスが、彼の喉のどに手をかけると、その顔が青ざめた。その気になれば潰つぶせるのだと、力のこめ具合で知らされたからだ。

　フェリクスが上からどいた。首をつかんだまま、ひきずって立たせてやる。介抱してやると、どうにか自分の頭を冷やしたようで、何度か深呼吸をした。恐怖をたたえた目で、フェリクスを見ている。

「おい、もうすぐ〈闇堕おち〉勢が来るっていったな。コニーの居場所はバレてるのか？」

「妖鬼族ゴブリンは隠密と探索に長たけている。逃亡を隠しおおせたとは思えん。そして〈闇堕ち〉勢は姫巫み女こが手の届く場所にいるなら。決して諦めない」

「コニー……彼女だけを逃がせばいいんじゃないのか？　囮おとりってのも気分は悪いけど」

　少数の護衛だけで、コニーを逃がすことは不可能ではないように思えるのだが。

　フェリクスだって思いつくことだが、ラーコック指揮官は首を左右にふった。

「そして残った民を奴隷として捕えさせるのか。そんなことはできない」

（……意外に骨のあるやつなのか？）

　聖せい杖じようガンダルヴァがかすかな思念を発した。もちろん、シーアドールとフェリクスにしか届いていない。シーアドールが思念で応じた。

（違います。単なる保身です）

「我ら〈獅し子し同盟〉の大義は、民を守るために上に立つものが犠牲を払うべきだという信念にある。頂点にいる者が下位のものから奪っては〈闇堕ち〉と同様ではないか。ゆえに、姫巫女は民衆を見捨ててはならないのだ」

　どんどんと声を張り上げて行くラーコックに向かって、シーアドールが、冷静な声音で容赦ない指摘をした。

「いざとなれば、この方の命を削って〈障壁結界マジツクウオール〉を張ることができるから、でしょう」

「やだーっ！　だめーっ！　もうコニーさまをひどい目にあわせないでーっ！」

　入口から、チャミが叫んでいる。

　ラーコック指揮官は、かっとした顔でふりかえったが、さっき以上に犬耳族コボルドが、そして他の種族たちも集まっていることに気がついて、声音をあらためた。落ち着いて説き聞かせる口調になる。

「幼い少女よ。おまえにはまだわからないだろうが、姫巫み女こは喜びをもって苦痛を味わっているのだ。世界を守るためにやむをえない犠牲なのだ。我らが指導者は仰おつしやった、大義のために身を捧ささげることに喜びを感じてこそ上に立つ資格があるのだ、とな」

「で、あんたは、次に戦狼族ウオーウルフが襲ってきた時にどこにいるつもりだ？」

　フェリクスが質問すると、瞬間、ラーコック指揮官の顔にバツの悪そうな表情が浮かんだ。だが、それはすぐに抑えこまれた。

「もちろん、〈障壁結界マジツクウオール〉を作動させるために姫巫女のそばに待機せねばならん」

　チャミが叫ぼうとして、口もとを押さえられた。犬耳族コボルドたちが険悪な表情で、ラーコックを睨にらみつけている。

　フェリクスは、平然とした顔でこう告げた。

「じゃあ、おまえは戦わないのか？」

「戦いたいなら好きにすればいい。だが、明日は、二つとも満月だぞ？　今夜よりもっと強くなっているのだ。兵士の数が減っている我らが、〈障壁結界マジツクウオール〉なしで、どうすれば攻撃をしのげるというのだ」

「……もっと強くなってる？　そうかあいつら、もっと不死身で、もっと速くて、もっと力が強くて、もっと餓うえてるんだな。そういうことだな？」

　ラーコックの言葉を聞いて、フェリクスがさらに反問した。

「そ、そうだ。なのに、どうしておまえはそんなふうに牙をむいて笑っているんだ？」

　フェリクスは、ラーコックの疑問にぱんとその肩を強くたたいて応じた。

「よかったな。やつらが今夜より強いなら……明日は間違いなく、俺の勝ちだ」

　あたりを照らす炎が揺らめき、フェリクスのたてがみが燃え上がったように見えた。

「な、何をわけのわからんことを！　敗残の市民が千人足らず、犬耳族コボルドがやってきても、せいぜい二倍だ。我らの調査によれば、ここに来ている戦狼族ウオーウルフはせいぜい二千だが、戦闘力がケタ違いだ。くわえて戦狼族ウオーウルフ姫巫女と魔天狼フエンリルもいる。妖鬼族ゴブリンの個々の能力はしれているが、あれはおそらく一万にまでは増えるぞ。つまり……」

　だから自分たちに救いを乞え、とラーコックは、そう続けるつもりだったろう。

　けれど、フェリクスにはあっさりこう返された。

「策はある。まず、一人で戦狼族ウオーウルフ百人ぶんになるのが四十人いる」

　はったりだが、まるっきりの嘘うそでもない。そこまでではなくても、強いのは本当だ。

「嬉うれしいけど、ちょっと過大評価されすぎどすな。シーちゃんは、せいぜい五十人ぶんていうとこやないですかねえ」

「だったら、あなたはいいとこ、三十人でしょうよ」

　メリアディスとシーアドールのやりとりに、ラーコックは目を丸くした。

「本気で言っておるのか、おまえらごときが……ひっ」

　鼻先をかすめた拳に、彼は思わず身を引いた。フェリクスの拳だ。

「それから、俺とおっさんもいる。四十人と俺たちだけで相手もできるけどな。ちょっと楽させてもらおう。犬耳族コボルドと街の人で戦狼族ウオーウルフと同じ数なんだろ。じゃあ、頑張ってもらおうか。で、俺とおっさんで、戦狼族ウオーウルフ姫巫み女こと魔天狼フエンリルの相手だ」

「できるわけがなかろう。街の連中など無力だ。いいか、この世界で〈闇堕おち〉勢に対抗できるのは、我ら〈獅し子し同盟〉だけ……っ！」

　言葉が途切れたのは、フェリクスの拳が、ラーコックの鼻先に突き出されたからだ。

「あんたの頭の中じゃ、そうかもしれないな。けど、違う。知ってるか？　勇者ってのは、世界をぶっ壊して、決まりごとをひっくり返して、新しいことをはじめるやつなんだ」

（……俺が言ったのとはちょいと違うが、まあいいか）

　フェリクスの言葉に、ガンダルヴァが大おお雑ざつ把ぱな同意をする。だが、ラーコックは、もちろんうなずけるはずもない。

「ばかな！　それこそを破壊者といい、魔王と呼ぶのだ。勇者などでは……」

「どっちでも好きに呼べよ。俺は、俺の妹たちを助けるだけだからな」

　フェリクスが牙をむきだす。

　迷い続ける世界を、噛かみ砕くことができる牙を。

「俺は〈闇堕ち〉勢みたいに、誰かひとりのために他のがへいこらするのは嫌だし、逆にあんたらが言うように、みんなのために一人がしんどい思いをするのもヤだね。どうすればいいかはこれから考えるけど、どっちでもないやり方をするよ」

「第三の勢力になろうとでもいうのか。これまでも、そう考えた者たちはいた。だが、すべて、どちらかに組みこまれた。もう残っているのは力なき者だけだ、こいつらのように」

　ラーコックが眠り続けるコニーを指さした。

「コニーに力がない？　かもな。だけど、力がなくても、できることはいくらでもある。俺は、こいつに教えてもらった。教えられたことを力に変えて、やってやるぜ」

　フェリクスのたてがみが、炎の輝きを照り返して、燃えた。

　たじろいで下がったラーコックに向かって、彼は言い放った。

「第三とか言ったな。違うぞ。〈獅子同盟〉も〈闇堕ち〉勢もないんだよ。俺だけだ」

　彼は、親指でぐいっと、自分の胸の真ん中を指さした。

「俺は一番だ。三番手とかじゃない。ほかのはいらない。妹を苦しめようとするようなやつら、どっちも俺に噛み砕かれるだけなんだよ。おまえらは妹たちを犠牲にしようとする、〈闇堕ち〉勢は欲望に目がくらんでる。そんなのに俺が負ける理由は何もないね」

　入口のほうから、人々のおおっという声が聞こえた。犬耳族コボルドたちの何人かは、いくらラーコックが怒鳴っても、コニーのようすを見ていたのだ。そんな彼らの耳にも、フェリクスの言葉は届いていた。

「あれは、どなたですか……」

　犬耳族コボルドのひとりが問いかけた。

「こ、こいつはただの……道化だ！　戦いは数なのだ！　個々の能力だ！」

　ラーコックの絶叫に、フェリクスはにやりと笑った。

「そういう頭の固いことだから、ダメなんだよ。これはふつうの戦いくさじゃないんだぜ。考え方ひとつだ。弱いとか少ないとか、そんな思いこみを吠ほえるんじゃなくて、戦う相手のことと、自分の違いをよく考えてみろよ。そうすりゃ、見えてくるぜ。俺には見えた。うちの教団の四十人と、この人たちが手伝ってくれてば間違いなく勝てる！」

　フェリクスに『この人たち』と示された、犬耳族コボルドがこう尋ねた。

「あの方はいったい……どなたなのですか？

「法王聖下でいらっしゃいます。あなたたちを導く方です」

　シーアドールが、おごそかな声で言う。

「……フェリクスって呼んでくれるのが、ありがたいな。導きはしないけど、先を歩いて、道を開くくらいはするぜ」

　フェリクスはそう言って、犬耳族コボルドたちに笑いかけた。
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「やってくれたぜ、まったく。いきなり〈獅し子し同盟〉の〈障壁結界マジツクウオール〉が出てくるとはな。減ったぶんの補充に、苦労して弟を起こしたのに、あんなので近づけねえとか、むかつくぜ」

　がぶり、と腿もも肉にくに食らいついて、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は、そのまま骨までかじりとった。ばりぼりと音を立てて噛かみ砕いている。不平不満をそこにぶつけているのだろう。

「それ、なんの肉なのだ？」

　眉をひそめて、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉が問いかけた。

「さあな？　知らんけど、羊か山や羊ぎだな。おまえらの荷物からいただいたやつだ」

　言いながら、目の前の火であぶられた肉をまた手に取る。

「だったら安心……っていうか勝手に食べないれほひいのら」

　あわてて自分もほおばったので、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉の言葉は、途中で不明瞭になった。

「ほれれ、どうするのだ？　また今夜も攻めてくと〈障壁結界マジツクウオール〉が出てくんじゃないのか？　あんたがせっかく魔天狼フエンリルを連れてきたのに。ていうか、あれを出したから敵も全力、みたいな？」

　ちまちまと肉をかじりながら、彼女は上目遣いに〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の様子を見ている。

　昨日とは別の場所に張り直された、妖鬼族ゴブリンの天幕テントの中である。妖鬼族ゴブリンが数人、世話をするために控えているが、基本的にはいるだけだ。

　外に広がる草原では、戦狼族ウオーウルフがごろ寝している。昼間は眠り、夜に狩りをするのが彼ら戦狼族ウオーウルフの生活様式だ。〈闇堕おち〉したいまは、昼間の怠たい惰ださもひどくなっている。夜を待つのは、そのせいだ。

「あの〈障壁結界マジツクウオール〉は、あたしたちの中にある〈暗雲〉を痛めつけるから、苦しくなったり痛みを感じたりする。けど、満月が二つある今夜なら、あたしたち戦狼族ウオーウルフは一切の痛みも苦しみも感じない。あの〈障壁結界マジツクウオール〉だって通じないさ」

「本当なのか？　だったらなんで、いままで……いったいいったい、痛いぃ」

　頭をわしづかみにされて〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉は悲鳴をあげた。

「まあ、たぶんそうだろうって話なんでな。試してみなきゃわかんねえ、なんせ、〈闇堕ち〉してからこれまで、二つとも満月って夜がなかったもんでな」

「でも、もしあの〈障壁結界マジツクウオール〉が破れるなら……」

　そこまで言って、〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉は肉と一緒に言葉をごくりと飲みこんだ。

「他のどいつも破れてねえ〈獅子同盟〉の〈障壁結界マジツクウオール〉をどうにかできるとなりゃあ、あたしらにも〈闇堕ち〉勢のてっぺんが見えてくるってもんだ」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は青い色の髪をかきまわした。

「いまは、〈闇の紋章〉を描く力があるから人間ヒユーマンの姫巫み女こがてっぺんだ。世界を真っ二つに割れるほどに〈闇堕おち〉勢の力が強いのは、あいつがまず〈闇堕ち〉したからだしな」

　世界に存在する八十八の種族の標準となった人間族ヒユーマンは、他のあらゆる種族と会話が可能で、そしてあらゆる異種族間と子供が作れる、という〈加護〉を得ていた。

　それが〈闇堕ち〉した時に〈感染〉という〈加護〉に変化してしまったのだ。

　夜空の彼方かなた、どこともしれない地からやってきて、世を亡ほろぼす意志を持った〈暗雲〉。それが、星の女神を穢けがす時、種族は破壊の意志に乗っ取られ、邪悪な〈闇堕ち〉勢と化す。

　これまでこの世界の歴史で何度も繰り返されてきたことだ。だが、今回は〈闇堕ち〉勢とそれから逃れようとする者たちの二つに、世界が割れている。

　割れた世界を束ねて一つにして握るのは誰か。〈闇堕ち〉勢はそれを競いはじめている。

「いけるぜ。だから小細工はなしだ。正面から〈障壁結界マジツクウオール〉を破って、あいつらをぶっとばしてやる。それでこそ、あたしらの力を示せるってものさ」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は、ぎらつく目で、いまの相棒を見つめた。

「てっぺんのひとりのために全部がある。けど、あたしは一人占めする気はないぜ。きっちり手伝えば、おまえらにもちゃんと分け前をやるさ。いいな？」

「わかったのだ。あたしたち妖鬼族ゴブリンをバカにしたやつらを見返してやれるなら、お手伝いするのだ」

　そして、いつかは、おまえを後ろから刺してやると、と〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉はそっと腹の底でつぶやいた。もちろん、向こうだってそのへんは承知の上だ。

「それにしても、あいつはなんだったんだろうな？」

「あの、『お兄ちゃん』とかほざいてたやつのことか？」

　すぐに返事をしてから〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉は奇妙な顔つきになった。

「違う。違うぞ。わたしらに兄などいないのだ。あいつ、おかしいのだ」

「妹なあ。そういうこと、言ってたなあ。けど、あたしが言ったのはそういうことじゃないんだよ。あいつさあ、まっすぐあたしに向かってきて。あんなやつ、はじめてだったぜ。次は、邪魔させないでおこうかなあ」

「おかしいのだ。あいつ、怖いのだ。あたしは何度でも逃げるのだ」

　妙に遠い目をする〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉と、怯おびえてふるえる〈頽廃の茨姫ゴシツクローザ〉だ。どちらにしても、フェリクスの存在が心に深く刻まれたのは間違いなかった。

「ああ、いいぜ。おまえは逃げろ。あたしは逃げない。すげえ、うざい。次は絶対、あたしが自分の手でつぶしてやる。なんだろう、すごくイライラするんだ。あいつは。だってよ、あいつを見てると、自分が自分じゃねえような気がすんだぜ。こういうことしてる自分が、嘘うそみたいな気になる。だから殺す。このあたりは偽りなんかじゃないからな」

「……そうなのだ。だから、あたしは逃げるのだ」

　それからしばらく、彼女たちは、一心不乱に肉を喰くらった。
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　空に、金銀二つの満月が昇った。

　そろそろ戦狼族ウオーウルフたちが、谷に攻めかかるころだなと、妖鬼族ゴブリンは思った。

　百人の彼自身が、藪やぶの中にひそんでいる。

　見る者はいないから、まだ増えることもできるが、これ以上に増殖すると、頭が悪くなりすぎる。妖鬼族ゴブリンの〈加護〉である〈数の暴力〉の欠点は、頭の中身は増えないことだ。考える部分はひとつのままなので、喋しやべることすら難しくなっていく。よほど優秀な者でなければ、百が限界だ。

　しかし、その『よほど優秀』な連中は、昨日、ほとんどが潰つぶされた。死んではいないが、〈障壁結界マジツクウオール〉の影響での吐き気や頭痛がおさまらなくて、使い物にならない。

　だから妖鬼族ゴブリンは谷の襲撃にはくわわっていない。

　別の仕事をしろ、と言われた。やる気一杯の姫巫み女こさまは悔しそうだったが、妖鬼族ゴブリンたちとしては、このほうが楽でいい。趣味にもあう。

　彼らに与えられた仕事は、逃げてくる連中を捕まえることだ。弱い者いじめである。

　百人程度までは増えられる妖鬼族ゴブリンが、おおよそ百人ほどで、あの谷を囲んでいる。つまり、あわせて一万人。

　逃げてくるやつがいれば、捕まえる。〈闇堕おち〉してない種族は、奴隷として好きに扱える。使用人というよりおもちゃだ。おもちゃがあれば楽しい。……楽しいに違いない。

　本当にそうだったっけ、前からそんなふうに考えていたのだっけ、という気持がたまに胸の奥からじんわりと湧いてくる。だが、それはすぐに別のところからにじみ出てくる、暗い闇に覆われてしまう。

　これが〈闇堕ち〉というものだ。

　弱いやつらよ、早く逃げてこい、と心を満たす暗闇が囁ささやく。

　逃げてきたら、たっぷり遊んでやるから。

　身体が百個に増えていても、心はそれひとつだ。目が百対あっても、見たものを受け止める心はひとつしかない。

　だから何かに気を取られていると、近づいてきた相手に気づかないこともある。

　だが、いまはちゃんと見張っていたつもりだ。それとも、捕まえたやつをいたぶる妄想にふけってしまっていたのだろうか。

　いつのまにか、彼と分身たちが隠れている藪に、年寄りが近づいていた。

　のっそり、という形容が似合う動きだ。

　戦狼族ウオーウルフから逃げてきた相手だとは思えなかった。まだ時刻が早い。

　一瞬小柄に見えたが、そうでもない。背を丸めているのだ。

「よーい、そこの。藪やぶに隠れとる、あんたら」

　声はしわがれていた。

　もうちょっと進むと、月光がそいつを照らし出した。

　額の左右に短い角が突き出している。しわが深すぎてはっきりしないが、どうやら肌の色は赤のようだ。鬼王人オーガだろうか。だが、あの種族なら、老齢でも腰は曲がらない。たぶん人間族ヒユーマンあたりとの混在種ハイブリツドなのだろう。

　まあ、なんでもいい。百対一なのだ。こっちが隠れているのに気がついていて、なのに逃げないなど、きっと年を取り過ぎて頭の働きがにぶっているのだろう。

「なあ、そこの人たち。いまのうちに降参せんかね。こっちは年よりじゃから、疲れることはしとうないんじゃよ」

　なにを言ってるんだ、こいつは。こっちの数がわかってないのか。

　だったら、邪魔だ。消そう。

　妖鬼族ゴブリンは敵を侮あなどった。一斉に自分の分身たちを飛び出させて、老人に襲いかかった。

「やれやれ仕方ないのう」

　半鬼王人ハーフオーガの老人は、ため息をついた。

　老人は、右手で杖つえをついていた。最初の十体が老人にたどりついた時、杖が一いつ閃せんした。

　正確には、一閃したのしか妖鬼族ゴブリンたちには見えなかった。

　十体が、ばたばたと地面に倒れ伏した。

「安心せい、気絶だけですませてやる」

　老人がにやりと笑った。歯は半分くらいしか残っていないが、ギザギザだった。

「怖がらんと、どーんとこい」

　挑発されなくても、もちろん襲いかかる。

　たったいま、十体が一いつ蹴しゆうされたことの意味は、体が増えすぎた頭では理解できなかった。

　老人の腕だけが、先程より二倍以上も太くなっていることにも気がついていない。

「ほいほい。なんぼ数がおっても、そんなに単調では一人と変わらんわい」

　老人は、その場から足を動かすこともない。上半身のひねりだけで、すべてをいなし、一閃のたびに数体を叩たたきのめした。その動きを見ても妖鬼族ゴブリンはまだ逃げなかった。むしろ吸いこまれてゆく。次々、老人に姿をさらし、のきなみ倒されていった。

「二つの満月にはふさわしかろう。剣の軌道にて敵を惑わし、自らわしにその身をさらす。久しぶりにふるう、蠱こ惑わく剣円月斬じゃ。……ま、剣ではないが、の」

　と、喋しやべり終わるころには、ほぼ妖鬼族ゴブリンの分身は尽きていた。残りの九十が片付けられるまでの時間は、最初の十体が始末されるのに要した時間の六倍程度。

「ふう、よっこらしょ、と」

　積み重なって気絶している妖鬼族ゴブリンの上に、老人は腰をおろした。

「まったくもって法王聖下も、この年寄りをこき使いなさるわい。……ま、わしより上のシーア姉さんやメリ姉さんが頑張っとるんでは文句も言えん」

　肉体的にも精神的にも、なかなか老化しない種族ふたりは、既に数百歳なのである。だが、暦年齢はともかく、老人扱いはされたくないだろう。

　この半鬼王人ハーフオーガの名はギゼル。フェリクスの礼儀作法教育を担当している人物だ。あの大平原の戦いで、斬って斬って斬りまくっていた剣士である。

「さて、わしの担当はあと二組か。忙しいことよ」

　ギゼルは、のそのそと歩き出した。怠たい惰だそうな動きで、忙しそうには見えない。

　谷を囲んでいる、百体に増えた百人の妖鬼族ゴブリン。

　一万に増えた彼らは、しかし、一組ずつ静かに無力化されていた。

　谷の周辺に散った、リルアリア女神の歌劇団の面々の仕業である。

　芸能や音おん曲ぎよくで、この世に残った最後の女神への信仰を伝える、というのは表の顔にすぎない。〈闇堕おち〉の発生時以外に、ほぼ戦争と縁のないこの世界において、唯一、戦闘の鍛錬を重ね続けてきた集団。〈闇堕ち〉が生じるたびに、それを食い止める戦いを支援してきた、それがリルアリア教団なのだ。

「今回の〈闇堕ち〉は、しかしとびきりでかい。そのおりに、法王としてフェリクスが生まれてくれていたというのは……まあ幸運であったのかもしれんのう」

　そうつぶやきつつ、老剣士は夜闇へその身をすべりこませた。

　静かな敗北を、妖鬼族ゴブリンたちへ運ぶために。

　既に〈闇堕ち〉勢の外堀は埋められている。歌教団を敵にした時点でそうだったのだ。




　──ギゼルが、自分の仕事を果たしているころ。

　フェリクスも、本来の仕事を果たしている。

　リルアリア教団がなすべきは、心が弱り、くじけそうな人々を励ますことだ。〈闇堕ち〉の生じている時期にはそれと戦う。そうでない時は、その他の悪と戦う人を、精一杯に生きようとする人を支えることだ。

　法王は、そのまとめ役である。

　ある意味で、支援が仕事と言っていい。

　百年前の戦いのおり、勇者を背後で支えた法王は、そういう人物であったという。その後を継いだ、勇者の血統である法王たちもそうだった。

　けれど、フェリクスは、常に陣頭に立ちたいと思うようだ。

　その彼が、谷の一角で、勢ぞろいした犬耳族コボルドの男たちを前にしていた。

　人数はおよそ千人。昨日、コニーを救うため交易都市カイエンに駆けつけた面々だ。犬コ耳族ボルドのうち、戦える男たちのほとんどがここに来ている。

　既に魔天狼フエンリルによってかなりの被害も出ていた。

　その彼らにフェリクスは、さらに危険な頼みをしていた。

「……というのが、俺、の策だ」

　実際には他の面々と相談して決めた。フェリクスが『俺』を強く言ったのは手柄を独り占めするためではない。

　自分が責任を取る、という誓いのあらわれだ。

「あんたらには、だいぶ危ない目にあってもらうことになる。それでもやるか？」

「わしらが逃げたらコニーさまはどうなりますか」

　代表である、もさもさひげの犬耳族コボルドの長老が訊たずねた。

「逃げるなら、コニーも連れていけ。追いつかれないように、なんとかする」

　フェリクスは、脅しめいたことはいっさい、口にはしない。

「群れの仲間が逃げるなら、いちばん強いのがしんがりをつとめる。それは俺だ」

「……逃げてよろしいのか」

　驚いた口調で犬耳族コボルドの長老が、重ねて尋ねる。

「よかあないよ。困るよ。だけど無理にやらせるわけにはいかんだろ」

　それでは〈闇堕おち〉勢や〈獅し子し同盟〉と同じになってしまう──と口には出さないが、目が語った。ひとまず閉じこめてある、ラーコックのいる洞窟をちらっと見た。

「……法王さまがお困りになるのは、わしらも不本意。やらせていただきます」

「助かる」

　フェリクスは、にっと笑った。

「では、あとはわたしらが……」

「お引き受けいたします、法王聖下」

　メリアディスと、革鎧よろいをまとった深森人エルフのシーアドールが進み出た。

「頼むぜ、先生たち」

　フェリクスの言葉に、彼女たちは、小さくうなずいてみせた。

　その教育係ふたりのかたわらで、小さな影が胸を張った。

「あたしにおっまかせですよっ！」

　チャミである。

「あきませんよ。あなたのような子供が……」

　メリアディスが、かかえて引き戻そうとした。けれど、チャミがくるっとふりむいて、シーアドールの目を見つめると、彼女の動きは止まってしまった。

「チャミは、これから歌劇団でお世話になりますから。法王様の策にそって働くのです。これはろーどーの先払いなので、邪魔してはいけません。姫巫み女こさまのため、とかじゃないですよ。ないのです。だから、止めてはいけません」

　まだ彼女に、歌教団の真の役割を伝えてはいない。だから彼女が言っているのは、彼女なりに必死に考えた、彼女を制止してはいけない理由なのだ。

「そして、真面目まじめで優しい犬耳族コボルドさんにくらべて、挑発には自信があります」

　どうだとばかりに必死で見つめてくる。

　メリアディスは、フェリクスをちらりと見た。

　珍しく彼が即断しない。

「……起きた時、コニーが泣かないならそれでいい」

　フェリクスのうなずきを見て、チャミは、ぱあっと顔を輝かせた。

「……一度逃げ始めたら、私のそばから、絶対に離れないように。いいですね」

「約束します」

　シーアドールに念を押されて、チャミはしっかりとうなずいた。

「苦労かけるけど、頼む。こいつも頑張りたいんだ」

　そう言ったフェリクスの背後から、声がかかった。

「では、我々もご一緒します。今度は、置いていくわけにいきませんよ」

　仲間を引き連れてあらわれたのは、あの三眼人トロワイユの青年兵士だった。城壁の上で、フェリクスの戦いを目まの当あたりにして、すっかり惚れこんだ男だ。彼の後ろに、同族と玉石人ゼルライトの兵士たち、カイエンの生き残りが整列している。

「ああ、今度は頼むよ。置いてくも何も向こうが来るんだから」

　フェリクスがうなずくと、青年兵士は首を左右にふった。

「今度だけではありません。これから先も、です。〈闇堕おち〉勢も〈獅し子し同盟〉も蹴散らす勢力になると、あのラーコックに宣言されたと聞きました。我らもその勢力にどうか加えてください。あなたなら、道を切り開いてゆける」

　彼の言葉に、カイエンの生き残りたちがうなずく。

　誰が、それを広めたんだと、フェリクスはあの場にいた者たちを見た。メリアディスもシーアドールも、そしてミルクもチャミも、そっぽを向いている。どうやら全員だ。

　犬耳族コボルドたちも、いまにも何かを言いだしそうな、そんな目つきでフェリクスを見始めていた。彼らの中には、コニーの眠っている洞窟のできごとを見ていた者がいる。

（さすがに、おまえもここはどうすりゃいいか、わかってるよな？）

　ガンダルヴァが、フェリクスの脳裏にだけ、言葉を響かせた。

　期待に満ちた目に、フェリクスは天をあおぎ、そして正面を見て吠ほえた。

「よぉっし！　もうしょうがねえ。ただし、全員、生きて戻るのが条件だ」

　カイエンの生き残りも、ミルクの近衛このえ兵へいたちも、犬耳族コボルドたちも、真剣にうなずいた。そして、闘志の燃える瞳で、フェリクスを見つめた。

「俺が、おまえらの群れを、まとめて面倒見てやる、ついてこい。食くい扶ぶ持ちは……シーアドール先生とメリアディス先生がなんとか考えてくれるだろ」

「えっ！」

「なんどす、それ」

　そっぽを向いて、にやにやしていたふたりが抗議の声をあげようとしたが、一斉にあがった歓呼の声に、すべて打ち消された。




　──それから、数時間がすぎて。夜は深まった。月が二つとも満ちている。

　谷間の入り口に布陣した犬耳族コボルドの先頭には、長身の美女と、ちっちゃな女の子が立つことになった。

　千人の犬耳族コボルドが、怯おびえをこらえて逃げずに待てたのは、先頭にいるこの二人が、怖がるようすをかけらも見せなかったからかもしれない。

　小柄な犬耳族コボルドは、平和的な、言い換えれば臆病な種族だ。だけど、自分たちよりちっちゃな女の子が頑張っているのに、びびって逃げ出せるほど薄情ではない。

　そう長いこと、恐怖を我慢する必要はなかった。

　彼らが立てこもる谷へ、戦狼族ウオーウルフの軍団が姿をあらわしたのは、二つの満月が昇って、すぐのことである。

　その数は、およそ二千。奇くしくも犬耳族コボルドとほぼ同じだ。

　全身から殺気を放ちながら、じわじわと近づいてくる。身体を覆う剛毛の一本一本から、引き裂く喜びへの期待、噛かみ喰くらう楽しみへの欲望が、滴したたり落ちているようだ。

　魔天狼フエンリルの姿はない。

「いいことですね、これは。法王聖下の予測通りです」

　シーアドールは、つぶやいた。

「……そうなの？」

　しっかりと彼女の手を握っているチャミが言った。

「ええ、そうなんですよ」

　万が一にも魔天狼フエンリルが加わっていたら、フェリクスが引き離しにかからねばならなかったところだ。おそらく、狭い谷間での同士討ちを警戒したのだろう。

　説明してやろうとして、シーアドールは、チャミが自分の言葉を聞いてはいないことに気がついた。極度の緊張で、耳に入った言葉に反射的に応じただけのようだ。

　彼女は、恐怖を表に出さないよう、全身を硬直させている。

　そして、およそ百歩の距離まで近づいて、戦狼族ウオーウルフたちが止まった。

　しん、とあたりが静まり返る。

　二つの満月によって、不死身を得ている戦狼族ウオーウルフたちだ。しかも〈闇堕おち〉によって、血の欲望が体内にたぎっている。一気に襲いかかってきてもよかった。

　だが、ほんのわずか保たれていた理性が、じっと谷間の入り口に陣取って動かない犬耳族コボルドたちにいぶかしさを感じたようだ。

　罠わなを警戒したのかもしれない。

　正直、ここまでくると犬耳族コボルドたちは、恐怖をこらえているのではなくて、単にすくんで動けなくなっているだけだった。

「ふむ。まずいですね。どうしますかね。メリアディスに決めさせますか」

　なんの問題も起きてはいないかのような口調で、シーアドールはつぶやいた。

　その手が、ぎゅっと強く掴つかまれる。

「……挑発は、チャミのお得意と言いました」

「いえ、でも、危ないです。ここは……」

　わたくしが、と彼女の護衛を買って出たシーアドールが言う前に。

　チャミが動いていた。くるっと戦狼族ウオーウルフたちに背を向けて、小さなお尻をぴょんと突き出した。ふさふさした尻尾をくいっとあげる。そして、シーアドールの手を握っていないほうの手で、自分のお尻をぺんぺん叩たたいた。

　首を曲げて後ろの戦狼族ウオーウルフたちを見て、べろっと舌を出した。

「おまえらなんか、おならぷー、だ」

　あたりは静まり返ったままだ。

　チャミは幼女だった。知恵はまわるほうだが、いまやってのけたことは、子供の喧けん嘩かの方法でしかなかった。まともな大人なら、苦笑いひとつですませるか、むしろ可愛かわいさに頬ほおをゆるめただろう。

　いくら、戦狼族ウオーウルフたちの理性がわずかだといっても、これで怒り出したりはしない。

　だが、犬耳族コボルドは微笑ほほえんだ。

　笑いは、恐怖を吹きとばす、最高の良薬だ。

　彼らは声を発することも、身体を動かすことも、できるようになった。

「アォォォォォォォオオオオオオオン！」

　長老が、遠とお吠ぼえをあげた。

「ワォォォォォォォオオオオオオオン！」

　他の犬耳族コボルドも次々に続いた。

　犬と狼は、ごく近しいとみなされている。だが、勇猛を自負する戦狼族ウオーウルフにしてみれば、小柄で臆病な犬耳族コボルドが、自分たち同様の遠吠えを放ち、同格だと誇示してみせるなど許せるわけがない。

　戦狼族ウオーウルフの軍勢が激怒して走りだした。

　総勢二千の、餓うえた巨大な狼の群れ。すさまじい迫力だ。

「よし、逃げましょう！」

　メリアディスの号令一下、千人の犬耳族コボルドたちが一斉に走り出した。

　犬耳族コボルドの持つ〈加護〉は〈忠誠〉だ。誰かを思う時、彼らは最大の力を発揮する。自分たちのために命をかけたコニーと、そしてフェリクスへの気持ちがある。

　コニーの願いは、自分たち犬耳族コボルドが生き延びること。それは決して裏切れない。そのために、いまは駆けるだけでいい。誰一人残さない。全員で逃げ切る。

　助け合いながら彼らは走った。

　戦狼族ウオーウルフたちは、ほくそ笑みながら追いかけた。行き止まりなのは目に見えている。だからこそ罠わなを疑うべきだったが〈闇堕おち〉の狂気に囚とらわれた彼らは、殺さつ戮りくの歓喜に目がくらんでしまっている。

　やがて追う者と追われる者は、谷間の一番奥までやって来た。行き止まりだ。高い絶壁にぶつかっている。

　もうすぐ繰り広げられる惨さん劇げきの予感に、戦狼族ウオーウルフが猛たけった。

　崖へと押し寄せる。互いを乗り越えんとする勢いだ。

　犬耳族コボルドは逃げる。逃げてとうとう絶壁にたどりつく。

　もう逃げ場はない。

　──そのはずだった。しかし、崖の裾すそに、突然、小さな穴が開いた。トンネルが、犬耳族コボルドを迎え入れる。ちょうど、彼らが通れるだけの大きさしかない。

　玉石人ゼルライトたちが石を操る魔術を使ったのだ。

　ここは彼らの母なる地。願いをかければ、もっとも強く応えてくれる。

　逃げてきた犬耳族コボルドをかくまって、大地はその入り口を閉じた。谷間の奥へ追い込んだのではない。戦狼族ウオーウルフたちが誘いこまれたのだ。

　そして、再度、玉石人ゼルライトたちは大地に魔法を願った。

　自ら崩れてくれ、と。

　断腸の思いだったろうが、昨夜、自分たちの街をさんざんに荒らされた恨みが、それを決断させたのだ。谷を形作る岩が土が、左右から戦狼族ウオーウルフたちを襲った。

　二千人の戦狼族ウオーウルフたちが、そっくり生き埋めになったのだ。

　もちろん、岩に潰つぶされたり土に埋うずもれた程度で、双満月の戦狼族ウオーウルフは死んだりしない。再生し、地面の底から這はい出てくる。

　動いた地面を見つけるのは三眼人トロワイユだ。そこへ犬耳族コボルドや少数の他種族が駆けつけて、さらに土をかぶせ、踏み固める。

　それが間に合わなかった時は、牛頭人ミノタウロスの出番だ。ミルクによって怪力の〈加護〉を授けられた彼らなら、一体ずつの戦狼族ウオーウルフは相手にできる。死ぬ心配はないから、動けなくなるまで殴り続けるのだ。

　惨劇というしかないありさまになるが、これはやむをえない。

　谷はそれなりに広いが、二千の戦狼族ウオーウルフが埋まり、総計二千の犬耳族コボルドやカイエンの住人たちが走り回れば、狭いものだ。

　ひたすらに土をかけて、時間を稼ぎ続ける。

　彼らは、フェリクスがこれを終らせてくれることを信じているのだ。




「ラーコック殿、我々はこのままでよろしいのでしょうか！」

　彼らの奮戦を、谷の上にある峰から眺めていた獅子人アスランの兵士たちが、指揮官に訴えた。

「もちろん、このままでいいはずがない。しかし、我らは切り札。ようすを見るのです。さようでございましょう、ラーコックさま」

　狐人キツネの参謀がこびへつらう。彼も兵士も、ラーコックがフェリクスとかわした会話を知らない。ただひとり、フェリクスの正体を知る兵士だけが、自分たちの出番がないのではと思っていたが、もちろん口には出さない。

「もうしばらく待て。彼らが救いを求めてくるのを」

　ラーコックは、単調な声でそう言い続けた。

　いつか逆転されて、救いを求めてくるはずだとラーコックは決めこんでいた。そのために自分を解放したのだろうと。たっぷり恩を売って、今度こそはきちんと同盟に加わると誓約させてから助けてやるのだ。そうでなくては困る。そうならなくては彼にとって都合が悪い。だから、そういうふうに現実は動くはずだ。

「大口を叩たたいていた法王とやらはどこにいる。結局、やつも隠れているではないか」

　ラーコックは、あざ笑った。

　彼は一つの間違いを犯し、一つのことを忘れていた。

　フェリクスはここにはいないが、後ろで隠れていたりはしない。

　ラーコックは、ここに魔天狼フエンリルがいないことを忘れている。

「我ら〈獅し子し同盟〉以外にも〈闇堕おち〉勢と戦うすべはあるのかもしれん」

　ただひとり、フェリクスを勇者の子と知る兵士だけが、それを胸のうちで呟つぶやいた。




　──谷間を遠望して、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は笑った。

「ふうん、よく考えたもんだね。けど、残念なこったよ。今夜のうちの連中は、埋まったくらいで死にやしないんだ」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は、魔天狼フエンリルの上で吠ほえた。

　彼女の前には、まだ自制心を残している、金、黒、灰色の〈三本の爪〉が控えていた。

　その三匹の前に、フェリクスがいる。

　文字通りの相棒、聖せい杖じようガンダルヴァだけを連れていた。

「よく、つっこんでいくうちの連中をかわして、ここまで来られたね」

「抜けてきたわけじゃない」

　感心したような〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の言葉に、フェリクスはあっさり言ってのけた。

「昼間からずっと、ここで待ってたんだ。谷のまわりだと、ここがいちばん高いからな。おまえら、高いところからなだれ落ちる感じでつっこんでくるの、好きだろ？」

　フェリクスの言葉に、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は、自分を見透かされているようで、かっとした。

「やっちまえ！」

　彼女が怒鳴ると、三本の爪がフェリクスに躍りかかろうとした。だが、双満月で気が高ぶっているせいだろう。魔天狼フエンリルも、同時に動いた。

　昨日の戦狼族ウオーウルフたちには、まだ理性があった。だから三本の爪の連係は完ぺきだった。力が、三倍どころか三乗になっていたのだ。

　だが、今日は違う。あまりにも自分たちの不死身さに自信があり、血に餓うえている。

　押し寄せてきた雑ざ魚こに比べればましだったが、連係のために一旦さがる、ということができなくなっていた。

　さらに、突き進んでくる魔天狼フエンリルがいる。

　フェリクスは、あえてその足の間につっこんだ。巨大な前足が踏み出される。フェリクスを襲おうとしていた三人も、これを、あわててかわした。

　その一瞬の隙をついて、フェリクスはまずひとりに迫った。

「行くぞ、あの作戦！」

（任せろ！）

　身体ごとぶつかって、黒いやつを吹き飛ばす。

　双満月の戦狼ウオーウルフは、死ぬほどの怪け我がをしてもけろりと蘇よみがえってくる。だから、殺せるとは思わない。殺すくらいの勢いでぶつかって、ようやく転倒させられる。動きが止まった一瞬に、聖せい杖じようガンダルヴァが、壁の魔術を使って閉じこめた。

　地に伏せさせ、押しつぶすようにして、地面に平行な壁を作ったのだ。

（ひょおお。小さいけど、思い切り頑丈じゃねえと魔法の力場も吹っ飛ばされそうだぜ）

　丘全体を囲む巨大な壁を作った時、ガンダルヴァは数百体を封じるのに力を使い果たした。いま、完全に動きを封じるために必要な魔力は、あの時の四分の一ほどだ。

　やはり、双満月の戦狼ウオーウルフはすさまじい。

　なんとか押さえこんで、黒の次は、金だ。

　すさまじい蹴り技を使う金色だったが、一対一であれば、双満月の夜であっても、かろうじてフェリクスが勝った。壁で押さえこんだが、ガンダルヴァの魔力の消耗が激しい。

「……あと一匹」

　灰色との決着をつけようとしたフェリクスだったが、あたりに見当たらない。

　魔天狼フエンリルが、ダンスをするようにぐるぐると回っている。自分の腹の下にもぐりこんだフェリクスを喰くらおうと、追いかけているのだ。

　その動きが急に止まった。

　首を無理やりに曲げて、フェリクスめがけて吹雪ふぶきを吐きかけてくる。

　昨夜よりも強烈で、幅も広い。かわせない。

（くそっ、もう残らねえぞっ！）

　聖せい杖じようガンダルヴァが、魔法の防壁をはる。矢をそらす呪文の効果を最大限に拡大した。

　巨大な冬狼の顎あごから襲いかかってきた吹雪は、行方を捻ねじ曲まげられ、狼自身の脚を凍りつかせた。霜が降りるどころではない。氷の山が脚を封じて、地面に張りつけている。

　寒さに影響を受けないはずの魔天狼フエンリルが苦痛の遠とお吠ぼえをあげた。

（チャンスだが、まずくもある。あと一匹分の封じ込めに魔力が足りん）

「いい。最後の切り札のぶんがあれば、それだけで」

　言いながら、フェリクスは動きの止まった脚に飛びついた。するすると登ってゆく。

（いけるか？）

「木登りというより、綱登りだな。楽勝だ」

　なによりも彼が得意なことだ。一本一本がロープのような毛皮は、手がかりに最適だった。みずからもたらした氷を砕き、魔天狼フエンリルが自由を取り戻した時には、フェリクスはもう背中まで這はいあがっていた。

　目の前に、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉がいる。

　彼女を守ろうと、灰色の狼が飛びかかってきた。ここで待ち伏せていたのだ。

　フェリクスは身体を回転させて、そいつの連撃をかわした。鮮血がしぶいた。ぎりぎりで致命傷は避けたが、わき腹をえぐられた。昨日の傷に近い場所だ。

（治してやれる余裕はねえぞ）

　背負われた聖杖ガンダルヴァが告げる。苦渋をにじませた思念だ。

「死なないうちは大丈夫だ」

　フェリクスは姿勢を低くした。獅し子しのかまえだ。敵がふたたび飛びかかってきた。

　だが、今度はフェリクスの姿勢が違う。低い位置への攻撃は、二足歩行の体勢からでは難しい。ぎりぎりの間合いをはかってフェリクスは、飛びかかってきた相手の真下をくぐりぬけた。行き過ぎてしまった敵を、背後から蹴りつける。

　バランスを崩して、灰色は、魔天狼フエンリルの上から転がりおちた。

　フェリクスにとって幸いなことに、そこへ魔天狼フエンリルが踏みこんだ。つぶれている。不死身な夜だから死にはしないだろうが、動けないだろう。

「やるじゃあない。でも、いいぜ。あんたは、あたしが自分で殺すつもりだったからな」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は、両手で魔天狼フエンリルの耳にしがみついている。やはり、双満月の夜には魔天狼フエンリルも凶暴化して制御が難しいのだろう。

　いま、フェリクスを振り落とそうと暴れさせては、彼女自身も無事ではすまない。

　つまり、これで邪魔者はいない。

　フェリクスは、ゆっくりと〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉に近づいた。

　彼女の目に怯おびえが閃ひらめいた。

　もちろん、姫巫み女こはそれを押し殺すすべを知っている。フェリクスでなければ、気づけなかっただろう感情だ。〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉が剣を抜く。彼女には、牙も爪も足りないからだ。冴さえ冴ざえと月光を跳ね返す、その冷たい輝きからして、かなりの業わざ物ものだろう。

　それを見て、フェリクスは微笑ほほえんだ。

　牙が月光に煌きらめいた。〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の剣より鋭く見えた。

「無理すんな」

　穏やかな声というよりは、脅しているようにしか聞こえない。

　隠しきれない怯えが、ひくっと動く彼女の喉のどにあらわれた。

　だが逃げない。

「何が無理だ！　あたいを舐なめるなよ。速さも力も、あいつらよりずっと上だ。弟を使うしか能がないわけじゃないんだぞ」

　彼女が弟と呼んだのは、魔天狼フエンリルのことだ。

「おまえの弟？　うーむ、そうか。なら、俺の弟だな。狼がストームライオンの弟というのも、おもしろいかもしれないな」

「わけのわかんねーこと言ってんじゃねーよ！　やったるぞ、くそ。……あ、そうだ」

　そこで、何か思いついたのだろう。〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉はにやっと笑った。彼女にも長い犬けん歯しがある。

「似てるな、俺と。やっぱりおまえ、俺の妹だ。ゆうべ言ったことは取り消す」

　フェリクスがそれを指さした時だ。

「似てなんかないね。あたしに、兄貴なんかいない。けど、弟はいるんだよッ！」

　ふわっと身体が浮く感覚があった。

　魔天狼フエンリルが身体を思い切り沈めたのだ。そして次の瞬間、跳ね上げた。フェリクスも〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉も、空中に高々と放り出される。

「ひーひっひっひ！　おまえだけ落ちやがれ！」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉が笑った。彼女だけは魔天狼フエンリルが拾う。そういうことなのだろう。

「よっし。予定通りだ。頼むぞ」

　空中を泳ぎながら、フェリクスは聖せい杖じようガンダルヴァに命じた。

（本気か？　まずくないか？　あの紋様を消したら、この怪物を操れなくなるってのは、たぶん間違ってないが、操れなくなったら、もっと暴れるんじゃないのか？）

　長い文句だが、思念なので、空中にいる間に伝わる。

「たぶん、そうはならない。弟が姉を傷つけたりしない」

（心配してんのは、あいつのことじゃねえんだが……ええい。やったるわい）

　落下がはじまっている。

　地面に激突するだけで死ねる高さだ。

　魔天狼フエンリルは、主人を助けようと彼女が落ちてくる位置に回っていた。

　フェリクスは、シーアドールが用意してくれた魔法の宝玉を取り出した。風魔法がこめられている。本来は、落下の直前で使って、激突の衝撃を緩和するためのものだ。

　念をこめると、風が爆発した。その風に乗って、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉めがけて飛んで行く。気づいた彼女が、ぎょっとした顔になった。

「おい……っ」

　予想外のことに、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の動きが止まった。

　そこに最後の魔法を使うための、一瞬の隙が生じた。

（こいつできらきら真っ白、肌触りふわふわだぜい！）

　聖せい杖じようガンダルヴァが〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉に向かって使った、彼らの策の要である魔法。それは最高強度の〈洗浄〉の呪文だった。汚れを落とす呪文は、入念に描かれた魔法の紋様も、汚れだとみなした。戦いで使われるなど誰も考えない魔法が、勝敗を決めた。

　魔天狼フエンリルと意志を通じ合うための、肌に描かれた魔法紋様が、ことごとく洗い落とされる。

　もうしわけ程度に胸と腰のまわりを覆った布も、月光を透かすほど真っ白になった。

「おまえっ？　なにをしたっ？」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉が慌てた。呪文の作用で、髪もさらさらになっている。

「なんのつもりだよっ」

　白い肌を全身真っ赤に染めた彼女を、正面から見つめていたフェリクスが，牙をむきだして、にやりと笑った。

　彼の目は、胸の真ん中を見ていた。全てが洗い流されたはずの肌に、ぽつんとひとつだけ、禍まが々まがしい、あざ笑う口のような形の紋様が残っていた。

「そこだな、〈闇の紋章〉ってのは！」

　もう一発、最後の風の魔法玉を破裂させる。

　フェリクスの手が、紋様に届いた。

「追い払ってやる、闇を！」

（どうやるか、わかってんだろうな？）

「相手を動けなくさせて、受け入れる気持ちにさせて、それからこいつ自身を通じて引き出した女神の光で〈暗雲〉を散らす……でも、これじゃあ無理だな！」

「あたりめえだろうが！　あたしはこれでいいんだよ！」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉の顔に、激しい焦りが浮かんでいる。

　いや、むしろ恐怖だ。自分と向き合うことへの恐怖。

　彼女は、剣を突き出した。フェリクスを、追い払うためだ。もちろん殺意はこもっている。だが、扱い方をろくに知らない。

　フェリクスは、一歩もさがらない。大きくかわせば簡単なのに、掴つかんだその手を放さないから、ぎりぎりだ。浅い傷が、いくつも生じた。

「殺す！　殺すぞ！　あたしを思い通りになんかさせねえ」

「おまえ自身が、おまえを思い通りにできるようにしてやる、って言ってるんだよ」

「うるせえ。弟がいれば、あたしは好きにできたんだ。台無しにしやがって！」

　紋様が消えてから魔天狼フエンリルは動かない。ガンダルヴァが危き惧ぐした暴走は起こらなかった。だが、〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉がそれ以上に凶暴だ。

（どうするんだ？　こいつを眠らせるくらいの魔法は使えるぞ）

「強引に捕まえてもこいつは受け入れる気持ちにならない。女神さまに教わったやり方はしない。俺は勇者の子で、勇者は新しいやり方を作るもの、なんだろう？　いろいろぶっ壊していいんだろ？」

（そういう言いかたはしてないと思うが……どうすんだ？）

「俺のやり方で、やる！　勝負だ！　負けたら素直に〈浄化〉されろ。ついでに、俺の勢力に加わってもらうぞ！」












「はあ、さっきから勝負してんだろが！　死ねやっ！」

　また〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉が剣を突き出してきた。

　フェリクスは、その手首を捕まえた。

「勝負だ。俺とおまえのどっちが、どっちのことをより強く思ってるかのな、妹！」

「いまのあたしは、誰よりも強く、おまえを殺したいと思ってるよ！」

「俺は、助けたいと思ったよ。妹だからじゃない、おまえの悲鳴が聞こえてるからな」

　少年が、少女の瞳をのぞきこむ。

「ミルクの時は、俺が全部やっちまった。だから、あいつは俺に頼りすぎるようになった。今度は違うちゃんと見つけてひっぱりだしてやる！」

　瞳と瞳に合わせ鏡が生まれた。無限に続くそれをさえぎろうとする、真っ黒な闇がいる。

　フェリクスはそれを見た。いっぽう〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉は、フェリクスの奥に別のものを見た。

「おまえ……誰だ、そこにいるの。……誰、ですか。あなたは……どなた……」

「俺はおまえたちの兄貴だ！」

　フェリクスは叫んだ。

「おまえも妹だ！」

　そして闇へ手を伸ばす。本当のことをいえば恐ろしかった。そいつは、フェリクスさえ穢けがしてしまいそうに見えたから。けれど、恐れより強い気持ちが彼を支えた。

　ただひたすらに、祈るコニーの姿。そこから光が届く。

　ただひたすらに、信じてくれるミルクの声。そこから光が届く。

「俺はコニーみたいに、どんな相手でも思いやったりはできない。けど、妹くらいは心配してやれる。おまえはミルクほど素直じゃない。けど、やっぱり助けを求めてるじゃないか。世界を守れと言われてもよくわからないけど、妹のためなら！」

　フェリクスが、彼女から闇をひきはがす。彼女の奥底に、星の光があった。フェリクスがその輝きを引き出した。

「あ、ああ、あああああ────っ！」

〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉が声をあげる。そして、彼女の胸もとで、光が爆発した。白い光だ。正確には、万色を含むがゆえに白く見える、創造の輝きだった。内側から〈闇の紋章〉を吹き飛ばしたのだ。それは〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉から発生し、フェリクスと魔天狼フエンリルを呑のみこみ、さらに広がっていった。

　彼女から発した光は、全ての戦狼族ウオーウルフから〈闇〉を駆く逐ちくした。

　戦いは、終わった。

　ここでの戦いだけは、ひとまず終わったのだ。
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「我々〈獅し子し同盟〉にも加わらず、いったいどうやって〈闇堕おち〉勢に対抗するつもりなのだっ。冷静に考えてみろっ」

　まったく冷静ではない口調で、ラーコックはフェリクスに向かって怒鳴った。

「こうやって、だな」

　フェリクスは、自分の背後を指し示した。

　朝日が、彼を照らしている。

　彼の背後で、膝ひざをつき首こうべを垂たれている、戦狼族ウオーウルフたちも。

「わたしを〈暗雲〉から解放してくれたフェリクスに感謝し、妹として従うことを誓おう」

　その先頭に立っているのは、青い髪を朝風になびかせた〈凶牙の青狼姫クルーエルフアング〉だ。〈闇堕ち〉していた時の雰囲気はどこにもない。青い髪ももつれず、つややかに輝いている。

　清せい楚そな容姿なのに、服はあのままで、紋様が消えているので、露出度が大変なことになってしまっているけれど。

　ラーコックが、驚きに目を瞠みはり、言葉を失っている。

「……戦狼族ウオーウルフの姫巫み女こ？　生きている？　なのに種族が〈闇堕ち〉から抜け出た姫巫女を生かしたまま　〈闇堕ち〉勢を元に戻すすべがあった、というのか」

　ラーコックは、呆ぼう然ぜんとしている。彼は、いま自分を取り巻く世界が、がらがらと崩れ落ちているような気分だろう。

「かつての〈浄化〉には数十年必要で、種族はその間〈闇堕ち〉したままのはず。こんな短時間での〈浄化〉など……。いいや……ばかな！　そんなことはありえん。ありえん！　騙だまそうとしているな！」

　ラーコックは、剣を抜いて、戦狼族ウオーウルフの姫巫女に斬りかかった。

　彼女は、軽々とそれをかわした。元に戻っても、もとより戦闘力の高い娘だ。

「シャギー、いいぞ。やっちゃって」

「はい、兄上」

　つけてもらったばかりの名を呼ばれて、シャギーは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、そして平手を一いつ閃せんさせた。顎あごをかすめる一撃に脳を揺らされて、ラーコックはあっさり気絶する。

「シャギーちゃんは、どうしてシャギーちゃんなの、お兄ちゃん？」

　ミルクが近づいてきて、質問した。ちょっと、ジェラシーが瞳に浮かんでいる。

「……なんかそんな感じだったから、かな。ああ、疲れた。ちょっと枕になってくれ」

「え？」

　ミルクの返事を待たず、彼女を座らせると、フェリクスは膝に頭を乗せた。

「まあ、かなり疲れたけど、なんとかなったな」

　目を閉じたフェリクスは、ガンダルヴァに声をかけた。

（いいから早く休め。夢ん中で、リルアリアにたっぷり説教してもらう。何度も繰り返しやがって。まあ、今回は、〈闇の紋章〉を見つけてたから、なんとかなったが……）

　それだけではない。

　ミルクを救った時とは、消耗の度合いがかなり違う。力任せに闇を追い払うのではなく、シャギーの奥から引き出した光で打ち消したからだ。シャギーの消耗を肩代わりしたから、やっぱり十日くらいは寝込むだろうが、あの時のように、シーアドールやガンダルヴァが、つきっきりになる必要はなかろう。

「しばらくは休むけど。次はどの妹を助ければいいのかな。逃がしちまった、妖鬼族ゴブリンの姫巫み女こかな。夢の中で、女神がお告げをくれるか……ふああ」

　大きなあくびをした、フェリクスの額を、ミルクはそっとなでた。

「もちろん、あたしもお手伝いするよ。次はちゃんとお役に立つから」

「わたしもです。兄上！」

　シャギーがすっとんでくる。しばらく前までの殺意からは百八十度の転換だ。

「我々もおともさせてください！」

　あの、西の門の戦いで、フェリクスの後についていた三眼人トロワイユの兵士が、仲間と一緒にやってきた。

「……給料はシーアドールと相談してな」

　あくびをかみころしつつ、フェリクスが答えた。

「はあ？　払えませんよ、そんなの」

「わしらは、給料など不要です」

　犬耳族コボルドを代表して、長老がやってきた。

「我ら、犬耳族コボルドは、姫巫女が選ばれた兄上さまに従います」

「チャミもお忘れなーく」

「……あの、どうなっているんでしょうか、これは」

　さっき、目ざめたばかりのコニーは、まったくわけがわからない。

　シャギーを救った光の余波が、彼女を癒いやしたのだ。いや、彼女を癒した光が、シャギーを闇の紋章から解放したというべきか。フェリクスが、コニーをも通じて、女神の力を導いたのは確かだ。しかし、意識のなかったコニーには、さっぱり事情がわからない。

「うちの子たちは、どうしてあんなに、フェリクスさんを慕っているんですか？　わたしが意識を失っている間に、何があったんですか？」

　コニーらしくもなく、感情が高ぶっているようだ。まあ無理もないが。

「……一日とはいえ、話せばかなり長いですが。聞きたいですか」

　シーアドールが淡々と言った。

　十数年ぶりに会った相手だが、久しぶりの挨拶をしてる場合ではなかった。

「一日って短い間に起こったからこそ、理解できないんじゃないですか……。あの旗、どういうことなのでしょうか」

　犬耳族コボルドは手先が器用だ。ほんの短い時間で、大きな旗印すら作り上げてしまう。

　長老が、それをフェリクスに手渡そうとしていた。教団旗、というよりは勢力旗か。

「ストームライオンの図柄も考えたのですが〈獅し子し同盟〉と区別しづらいので」

　長老は、ちらりとミルクを見た。提案したのは彼女らしい。

「第三勢力としての旗揚げですね！　〈闇堕おち〉勢にも〈獅子同盟〉にも与くみしない、我々のような弱小種族にとって希望の旗です」

　はずんだ声で言う、あの三眼人トロワイユの兵士を見て、フェリクスは口を開きかけた。

（いま、俺は一番だから、とか言ってやるなよ）

　彼の脳裏に、思念だけでガンダルヴァが囁ささやきかけた。

　フェリクスは、一瞬だけむすっとした顔になり、それからすぐに牙を見せて笑った。

「順番はどうでもいい。俺は、妹たちがひどい目にあわされない世界にする。それだけのことだ！　よっし、掲かかげるか」

　黄金のたてがみをきらめかせ、フェリクスはそう宣言した。そして、ガンダルヴァを掴つかむと、それに旗をくくりつけた。












（待てぇい！　旗はた竿ざおは別に用意しろおおおお）

　ガンダルヴァの叫びを無視して、フェリクスは、朝の空にその旗をひるがえらせた。赤を地に、黄金のふちどりをした旗には、鋭い牙が描かれている。

　後のちの世に言う、八十八種族の三分割。その開幕が、この朝であった。

　はじめて複数の種族が統合された巨大な〈闇堕おち〉勢。

　それへの対抗を名目に、世界の支配を狙うかのごとき動きをする〈獅し子し同盟〉たち。

　どちらに与くみすることも決してできない、その他の者たちが、ここに掲かかげられた旗へとつどってゆくことになる。この瞬間、フェリクスという人物の視野に「国」や「組織」といった概念はなかっただろう。それを得て行くのは、まだこれからだ。

「妹たち、おまえの幸せのために、俺が天下を獲ってやろう！」





八十八を三に割る　あとがき




　うわははははははははははははははははははははははははははははは！

　ファンタジーで高笑いするの、けっこう久しぶりな気がします。これがトレードマークの友とも野の詳しようと申します。はじめまして、もしくは、毎度ありがとうございます。

　昔からとにかく「人間ではない種族」が好きでした。そして、そういった異種族と友情を結んだり、愛をかわしあったりする展開が好物で、しかし同時に「あまりにも異質過ぎて根本的に相互理解が不可能」というのも大好物だったりします。

　という人間ですので、ファンタジーを書く時は、ほぼ必ず異種族が出ます。これまでも多くの異種族が混在する世界を、いくつも設定してきました。今回「戦記ファンタジー、やってみません？」と担当さんから（ほんとうにお世話になっております。いろいろすみません……）お声がけいただいた時にも、即座に「とりあえず異種族をたくさん登場させよう」と設定を作り始めまして……八十八の選定は終わってますので、全部登場できますよう、どうかご声援、よろしくお願いします。いまのところ「文化や見かけは違うけど、根源は同じ」なタイプの異種族ですが、理解しがたい異質なもの、が登場するかどうか……それはみなさまのお好みしだい。


　　　　　　　　２０１８年一月末日　友野〝あと地図、ファンタジーは地図ですよ〟詳
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